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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







本文中に「>>>♥」が付されている箇所にはイラストがあります。その箇所を選択すると、ギャラリー中の該当するイラストが表示されます。読んでいた場所にもどるときは、イラスト直後の「このシーンはこちら♥」を選択してください。
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「おまえ、俺の嫁よめになれ」

　彼がその言葉を威い張ばるように言い放った途と端たん、賑にぎやかだった昼休みの教室は一いつ瞬しゆんで静まり返った。

　次の授業のため、机の中から教科書を取り出したところだった宮みや成なり光ひかるは、正面に立っている男──兼けん城じよう種たね親ちかを見上げた。

　こいつ、また妙みようなことを言い出したぞ……。

　小学校四年にしては背が高い兼城は、腕うで組ぐみをしてこちらを見下ろしている。全体的に濃こいめの大作りな面おも立だちに浮うかんでいるのは自信満々の表情だ。完全に光がうんと頷うなずくと信じきっている。もしかしたら、嬉うれしい！　と叫さけんで抱だきついてもらえるかも、などとありえないことを考えているかもしれない。

　光が関西の地方都市にあるこの学校に転校してきて、約半年が経たった。兼城はいつ見ても、根こん拠きよのない自信に満ちあふれている。

　まっすぐで裏表がないところは嫌きらいではない。悪い奴やつではないと思う。

　実際に見たことはないが、幼い頃ころから続けている剣けん道どうの腕前も相当なものだと聞いている。ひとつのことを継けい続ぞくできるのも、素す直なおに凄すごいと思う。

　しかしとにかく相当な変わり者なのは間ま違ちがいない。

「無理」

　ぴくりとも表情を変えずに言い放つと、案の定、兼城は目をむいた。

　成り行きを見守っていたクラスメイトたちもどよめく。隣となりの席で固まっていた男子生徒、高たか崎さきも、びく、と肩かたを揺ゆらした。

「なっ、なんでや」

　幾いく分ぶんか間の抜ぬけた声で尋たずねてきた兼城を、光はまっすぐに見上げた。

「男同士は結けつ婚こんできないだろ。もし万が一、法律が変わって結婚できるようになったとしても、おまえとは結婚しない」

　きっぱり言い切ると、彼は瞬まばたきをした。

「なんでや。男同士で結婚できるようになったら、結婚してもええやろ」

「嫌いやだ」

「なんでや！　あ、嫁っちゅうんが気に入らんのか？　けど俺は嫁に行くわけにはいかんねん。これでも兼城家の男子やからな」

　兼城家は江え戸ど時代、この辺り一帯を治めていた大名の子孫にあたる。そう、目の前にいる男は殿との様さまの家系に生まれた、いわゆる名家の息子むすこなのだ。

　驚おどろいたことに、クラスメイトの中にも彼を「若」と呼ぶ者が少なからずいる。単なるあだ名と言ってしまえばそれまでだが、どことなく遠えん慮りよがちに接しているところを見ると、あながちシャレで呼んでいるわけでもないようだ。

　兼城家は今もかなりの力を持っているらしい。なにしろ現市長は兼城の祖父である。家には彼つきの「じい」もいるという。三日ほど前の雨の日に、黒くろ塗ぬりの厳いかつい車で兼城に傘かさを届けにきたスーツ姿の男が、恐おそらく「じい」だ。若様、傘をお忘れです。口くち髭ひげをたくわえた立派な紳しん士しが小学生相手に丁てい寧ねいな敬語を使うところを、光はそのとき初めて見た。

　しかし、江戸時代か！　というストレートなツッコミは口に出さないでおいた。転校生、つまり新参者としての分別である。ローカルルールにケチをつけてはいけない。

「僕は女の子が好きだ。だからおまえの嫁にはならないし、おまえを嫁にはもらいたくない」

　当たり前のことを言っただけなのに、クラスメイトたちはまたしてもどよめいた。隣にいる高崎に至っては、感心した顔をしている。兼城を拒きよ絶ぜつすることそのものが、彼らにとっては驚きなのだろう。

　肝かん心じんの兼城はといえば、ぱちくりと瞬きをした後、眉まゆを寄せた。

「好きな女子がいてるんか？」

「いない」

　いると噓うそを言ってもよかったが、どこの誰だれだと大捜そう索さくが始まる予感がしたので、事実をそのまま答える。

　すると兼城は、あからさまに胸を撫なで下ろした。が、さも悲しそうな眼まな差ざしを向けてくる。

「そしたら、俺が嫌いなんか」

「嫌いじゃないけど、兼城、男だろ。さっきも言ったけど、男は恋れん愛あい対象にならない。だから結婚できない」

　これ以上ないくらいきっぱり言い切る。もともと曖あい昧まいな物言いはしない方だが、この男に対しては特に、どっちつかずの言い方をしてはだめだと学習した。いまだに「若」と呼ばれて持ち上げられる環かん境きようのせいだろう、兼城は常に自信満々の上に、超ちようがつくほどポジティブ思考なのだ。曖昧な言い方をすると、自分に都合良く解かい釈しやくする。

　うーんと兼城はうなった。あきらめるかと思いきや、真ま面じ目めな顔でこちらを見下ろしてくる。

「俺が男なんは変えられん。男でもレンアイ対象になるにはどうしたらええんや」

「そんな方法はないからあきらめろ」

「解決の方法がないことなんかない。俺かて今まで男を好きになったことなかったけど、おまえのことめっちゃ好きになったんや。絶対、何か方法があるはずや」

「おまえと僕を一いつ緒しよにするな」

　どうにも話がかみ合わなくて、光はため息をついた。

　もうすぐチャイムが鳴る。さて、どう言えばこの場が丸く収まるか。

「だったら、僕がおまえのこと好きになるようにおまえが努力しろよ。僕が結婚したいって思うぐらい、おまえのことを好きにならせればいいじゃないか」

　僕は絶対、好きにならないけどな。

　そんなニュアンスを込めて言うと、しん、と教室が再び静せい寂じやくに包まれた。ほとんどのクラスメイトは遠まわしなお断りだと気付いたらしい。

　兼城はといえば、大きく瞬きをした。かと思うと、ぱああああ、と顔を輝かがやかせる。

「わかった。おまえが俺と結婚したくなるぐらい、俺のことを好きにさせたる！」

　大声で宣言した兼城に、おおお、と教室中がどよめいた。

　おおおじゃねぇよ……。

　威い勢せいの良い口調のせいで、なんだか物凄く素晴らしいことを言っているように聞こえるが、内容は勘かん違ちがい一直線である。

　まあでも、と光は考える。たぶん、兼城は今まで周囲にいなかったタイプの転校生が物もの珍めずらしいだけだ。光は今のところ恋愛に興味がないのでよくわからないが、二つ年下の弟や年の近い従兄弟いとこたちの言う「好き」が、いかにいい加減かは知っている。

　どうせ兼城も、すぐに光のことなど忘れて女の子を好きになる。それほど深刻に考えなくていいだろう。

「まあ、好きにすれば」

　素っ気なく言ったそのとき、ちょうど始業のチャイムが鳴った。

　慌あわてて出しそびれていたペンケースとノートを机の上に並べる。

　だから見み逃のがしてしまったのだ。

「わかった、俺は好きにする！」

　そう高らかに宣言した兼城の目が、これ以上ないくらい真剣だったことを。







　ゴールデンウィークが終わったばかりの空は、青く晴れ渡わたっていた。降り注ぐ明るい日差しは、早くも初夏を予感させる。外をぶらつくには絶好の天気だ。

　自転車から降りて空を見上げた宮成光は、ため息を落とした。

　でも結局、雨は雨で外に出ないといけないからな……。

　歩き出した先に建っているのは、三階建ての大きな建物だ。人口約十万人を抱かかえる関西の地方都市、桃もも栗くり市の市役所である。光は東とう京きようの大学を卒業し、今月のはじめからこの市役所の広報課で働き始めたばかりだ。

　コンクリートの古い建物の中は、外の暖かさとは反対に些いささかひんやりとしていた。広報課は三階にある。すれ違う職員たちに、おはようございますと挨あい拶さつをしつつ階段を上る。節電のため、職員はエレベーターを使ってはいけない決まりだ。

「宮成、おはよう」

　背後から声をかけられ、光は振ふり向いた。

　追いついてきたのは、眼鏡めがねをかけた中肉中背の男、高崎だ。小学生のときにクラスメイトだったこの男は、商工課の所属である。

　おはようと返すと、高崎は苦く笑しようした。

「朝から仏ぶつ頂ちよう面づらやな」

「まあな」

「否定せんのかい」

「しない」

　光はきっぱり言い切った。高崎以外の誰かに声をかけられたら、もう少し愛あい想そよくしただろう。高崎とは小学生の頃ころ、そこそこ親しくしていた。離はなれていた中学高校大学の間も年賀状のやりとりはしていたし、高崎が東京へ遊びに来たついでに何度か会ったこともあったため、とうにはっきりとした性格を知られている。今いま更さら取り繕つくろう気になれない。

　光は父親の仕事の都合で、小学校から中学校の間に二度転校した。小学校四年と五年の二年間は、ここ桃栗市ですごしたのだ。

「まさかおまえが桃栗に戻もどってくるとは思わんかった。近寄るだけでも嫌いやがるか思てたのに」

　高崎がしみじみと言う。

「僕だって戻ってくるとは思ってなかったよ」

「なんでやねん。市役所の試験受けたんジブンやろ」

「それはそうだけど……」

　桃栗市に就職を決めたのは、愛着があったからではない。いくつか受けた公務員試験の中で、ここしか合格できなかったからである。

　人々の生活を支える公共の仕事に就つきたかったので、公務員になれたこと自体は嬉うれしい。決して楽がしたくて公務員を希望したわけではなかったから、市民からの苦情を受け付ける課や、きついと噂うわさされる福ふく祉し関係の課に配属されることも想定済みだった。

　しかし光は早くも後こう悔かいし始めていた。想像していた仕事とは、全く異なる仕事をやらねばならなくなったからだ。

「けど、さすが東京の大学を卒業しただけのことはあるよな。いきなりロケーション係任されたんやろ」

　わざとらしくも聞こえる高崎の明るい口調に、光は眉まゆを寄せた。

「どこがさすがだ。いきなり新設の係を新人にまわすなんて、要するに誰もやりたくない仕事ってことだろ」

　広報課ロケーション係。光が配属された職場の正式な名めい称しようだ。

　映画やドラマ、ＣＭで必要なロケ地を撮さつ影えいスタッフに紹しよう介かいする。場合によっては条件に合う場所を探す。撮影に必要な公共機関への届け出や手続きを引き受ける。エキストラの募ぼ集しゆうはもちろん、撮影時には彼らの世話もする。他ほかにも宿しゆく泊はく施し設せつの確保や、弁当や食事の手配も頼たのまれればやる。要するに、ロケーション撮影を誘ゆう致ちし、撮影の支し援えんを行うフィルムコミッションを、役所の中に作ったのだ。

　ロケーション係は、七年ほど前にできた県庁のロケーション課からの度たび重なる協力要よう請せいにより、今年度から新設された。そのため、まだ実際には稼か働どうしていない。ロケーションに使える土地や建物を探し、サンプルを作る作業を始めたばかりだ。

　一ヶ月以内に依い頼らいに対応できるようにしなければならないため、晴れだろうが雨だろうが、外に出てロケ地を探す必要があるのだが、到とう底てい無理だと思う。

　信じがたいことに、ロケーション係の職員は光一人だけなのだ。課長も他の職員も光に丸投げである。一応県庁のロケーション課からマニュアルをもらっているものの、県の職員が実際に役所に来て指導してくれるわけではない。

　正直、やっていける自信がない。

　だいたい、地元出身じゃない、土地勘もない、映像系の大学を出ているわけでもない、おまけに新人の僕が、なんで一人でロケーション係なんだ。

　その疑問には、丸顔に丸い体形の広報課の課長が教えてくれた。

　宮成君、高校大学と東京で生活してたんやろ。僕も皆みんなも桃栗生まれの桃栗育ちやから、東京の人てようわからんねん。大学で学祭の実行委員長とかもやってたて聞いたし、宮成君やったら東京の人とうまいことやれるかと思て。

　何だそりゃ！　という叫さけびは心の内に留とどめた。新人職員としての分別である。

「宮成やったら大だい丈じよう夫ぶやて。もし必要やったら俺も友達とか知り合いに声かけるから、遠えん慮りよせんと言うてや」

　階段を上りつつニコニコと笑う高崎に、光は胡う乱ろんな目を向けた。

　まさかこいつが人事だか、もっと上だかに、余計な推すい薦せんをしたんじゃないだろうな……。

　高崎の祖先は江戸時代、国家老だったのだ。

　明めい治じ維い新しんも第二次世界大戦も何のその、桃栗市では江戸の権力者がそのまま力を持っている。二度の転校を経験し、人の出入りが激しい大規模都市は別として、田舎いなかの地方都市ではそれほど珍めずらしいことではないと知った。もっとも桃栗市の場合は、特別にその傾けい向こうが強いのだが。

　とはいえ高崎家はあくまでナンバー２だ。

　桃栗市にはナンバー１、つまり殿との様さまがいる。

　市役所職員の試験に受かったとき、そのナンバー１の顔が一いつ瞬しゆん、頭をよぎった。

　あいつが裏から手をまわして、僕を合格させたんじゃないだろうな……。

　しかし桃栗市に引っ越こしてきて一ヶ月と少しが経たつ今も、「あいつ」の姿を見ていない。

　まあ、十二年も前のことなんか忘れてるか。

　そもそも、桃栗にいるかどうかもわからない。もう小学生ではないのだ。余所よその土地で暮らしている可能性の方が高い。

「今日からいろいろ大変やと思うけどがんばれよ。愚ぐ痴ちやったらいくらでも聞いたるからな」

　光の肩かたを叩たたいた高崎は軽く手を振ってみせ、商工課がある左側の廊ろう下かを歩いて行った。

　広報課がある右へと足を向けつつ、首を傾かしげる。

　僕、高崎に今日からロケ地を探しに行くって言ったっけ？

　知らせた覚えはないが、職員の九割は地元民だ。どこかで誰だれかが話していたことが伝わってもおかしくない。

　ため息を落としたそのとき、広報課の開け放されたドアから、明るい笑い声とざわめきが聞こえてきた。いつもなら光が一番か二番なのに、今日は皆、随ずい分ぶんと早いようだ。

「おはようございます」

　挨拶をして中に入ると、たくさんの職員が来客用のソファの周りに集まっていた。広報課ではない職員もいる。

　その中でいち早く光に気付いたのは課長だった。物もの凄すごい勢いで手招きをする。

「あ、宮成君、待ってたで！　早はよこっちにおいで！」

「おはようございます、課長。どうしたんですか」

　眉を寄せて歩み寄ると、集まっていた職員たちが、なぜか申し合わせたように左右に分かれた。あっという間にソファに座っていた人物のところまで一本の道ができる。

「光！」

　勢いよく立ち上がったのは、スラリとした長身を紺こん色いろのつなぎで包んだ若い男だった。

　直線的な眉、くっきりした二ふた重えの双そう眸ぼう、高く通った鼻筋、やや厚めの唇くちびる。それらのパーツが、ほぼ完かん璧ぺきな配置で鋭するどい輪りん郭かくの中に収まっている。短く整えられた髪かみ型がたも手伝って、男から見てもかなり精せい悍かんな二枚目だ。しかし顔中を笑えみにしているため、せっかくの男前が台無しである。

　この非常に残念で、なおかつ迷めい惑わくな感じには覚えがある。

「兼城……？」

　呼んだ途と端たん、ただでさえ笑み崩くずれていた顔が、ぱああああ、と輝かがやいた。

「覚えててくれたんやな！」　>>>♥

　言うなり、兼城は駆かけ寄ってきた。

　反射的に後あと退ずさりした光の腕うでをつかむと、力まかせに抱だきしめる。

「会いたかった、めっちゃ会いたかった……！」

「ちょ、兼城、離せ！」

　ジタバタと暴れるが、抱きしめてくる腕はびくともしない。兼城の方が十センチほど背が高いだけでなく力も強いようだ。

　なんで兼城がここにいるんだ。

　職員でもないのに、午前八時すぎの広報課にいるなんておかしい。

　──ていうか、こいつはいつまで抱きついてるんだ！

「いい加減にしろ、ここをどこだと思ってるんだ！」

　唯ゆい一いつ自由になる足で、兼城の足を思い切り踏ふみつける。

　イテ！　と兼城が声をあげるのと、成り行きを見守っていた職員たちが、おお、とどよめくのとは同時だった。

　あ、桃栗市民の前で若様の足を踏んだのはまずかったか。

　慌あわてて足を退どけている間に、兼城は早くも立ち直ったらしい。光の腰こしを抱いた腕はそのままに、上半身だけを離はなして見下ろしてくる。

「光、めっちゃきれいなったなあ……」

　踏まれた痛みのせいか、漆しつ黒こくの瞳ひとみを潤うるませた兼城に、はあ？　と光は思わず声をあげた。

「変なことを言うな。いいから離せ」

「変やない。小学生んときもきれいでかわいかったけど、今のがもっときれいや。やっぱり自分の目で、近くで見るんはええなあ」

　大勢の職員の視線を気にする風もなく、兼城はうっとりとわけのわからないことを言う。

　光は頰ほおがひきつるのを感じた。

　こいつ、小学生のときと全然変わってない……。

　嫁よめになれと言われた後、きれいだカワイイとやたら褒ほめられた。確かに当時、すっきりと整った目鼻立ちだと言われることが多かったものの、男にどんなに褒められても嬉しくなかった。兼城は好かれようと思ったらしいが、完全に逆効果だった。

「いい加減にしろ。僕に嫌いやがらせするためにここに来たのか？」

　顔を近付けてくる兼城の額を押し戻もどして言うと、彼はのけ反りつつも嬉しそうに笑った。

「俺は光のことが好きなんや、嫌がらせなんかするわけないやろ」

　話が通じないところも少しも変わっていない。

　眉まゆを寄せた光と、笑顔全開の兼城に、あのう、と課長が遠慮がちに声をかけてきた。

「感動の再会を邪じや魔まして申し訳ないんですけど、仕事の話をさしてもろてよろしいでしょうか」

「うん？　ああ、そやったな。すまん」

　謝った兼城は、意外なほどあっさり光を離した。しかし距きよ離りはあけようとせず、寄り添そうように立ったままだ。近すぎるのが気になって一歩離れると、兼城は一歩近寄ってきた。また距離をあけたが、やはり体を寄せてくる。

　こいつ……。

　さぞ変に思われているだろうと職員たちを見み遣やると、課長を含ふくめ、皆ニコニコと笑みを浮うかべていた。

　え、なんだ、この温かく見守る感じ。

　桃栗市ですごした小学生時代、教室で何度も感じた空気とそっくりだ。

「あの、課長、なんで兼城、君くんがここにいるんですか」

　強きよう烈れつな既き視し感かんを覚えながら尋たずねると、課長はニッコリと笑みを浮かべた。

「種親さんにはロケ地探しに協力してもらうことになってるんや。書類にも書いてあったやろ。種親さん、よろしいお願いします」

　丁てい寧ねいに頭を下げた課長に、こっちこそよろしい頼たのむ、と兼城は尊大に頷うなずく。

　改めて光に向き直った彼は、つなぎの胸ポケットから名めい刺しを取り出した。

「俺、便利屋やってるねん」

　反射的に両手で受け取った名刺には、こう書かれていた。

　株式会社兼城サービス。社長、兼城種親。

「社長……」

「社長いうても、今年の四月に正式に就任したばっかりなんや。それまでは大学行きながら、ヒラで働いててん」

「でも名前が兼城サービスって……」

「ああ、それは俺が便利屋やりたいて言うたら、父が出資してくれたんや。いずれ俺が社長になるんやから言うて、兼城の名前をつけてくれた」

「……前の社長はおまえのお父さんか？」

「いや、前の社長はじいや。今は社員として働いてくれてる。光も何回か会おうたことあると思うけど、覚えてへんか？」

　小学生の兼城相手に、バカがつくほど丁寧な言葉遣づかいをしていた壮そう年ねんの男を思い出す。まさに若君に仕える「じい」だった。

　つまり、息子むすこに頼まれて父親が会社を作り、ひとまずじいを仮の社長に置いた。息子が大学を卒業したので、じいは当初の計画通り、社長の座を「若様」にお譲ゆずりしたわけだ。

　甘やかし放題じゃないか……。

　どうやら兼城を取り巻く環かん境きようは、小学生の頃ころと変わっていないらしい。

　我われ知らずため息をついていると、始業を知らせる音楽が流れてきた。

　ニコニコと笑ってやりとりを見守っていた課長が、宮成君、と呼ぶ。

「せっかく種親さんが迎むかえに来てくれはったんや、早さつ速そく行ってきなさい」

「行ってきなさいって、どこへですか」

「もちろん、ロケハンに決まってるやろ」

　ロケハンとは、ロケーション・ハンティングの略である。収録場所の下見のことだ。

「そしたら行こか。皆みなさん、お仕事中にお騒さわがせしました」

　頭を下げたというのに、やはりどこか偉えらそうな兼城は、光をくるりとまわれ右させた。そのまま肩かたを抱いてドアの方へ歩き出す。

「おいコラ、ちょっと待て。カメラとか持って行かないと」

「ハイ、どうぞ！　いってらっしゃい！」

　サッと横から黒いショルダーバッグを差し出したのは、同じ広報課の三十代の女性だった。昨日、カメラやタブレット、筆記具等を入れておいたバッグだ。

　反対側からは、すかさず車のキーが差し出される。

「ノートに記録書いとくから、安全運転でな！」

　広報課の四十代の男性職員が、実にいい笑顔で頷いてみせる。

「すみません、ありがとうございます」

　二人に礼を言っている間に、廊ろう下かに出てしまった。

「若様、がんばって！」

　若い女子職員の声が聞こえてくる。背後で兼城が手を振ふる気配がして、キャー！　と黄色い声があがった。さしずめ若君に憧あこがれる町娘むすめといったところか。

　兼城と一いつ緒しよに仕事するなんて聞いてないぞ。

　もちろん、地元の業者に協力してもらうことは知っていた。書類には兼城サービスという名めい称しようも書いてあった。

　しかしこの辺りでは、名前に兼城がつく会社はそれほど珍めずらしくない。大元である肌はだ着ぎメーカー、ケンジョーをはじめ、兼城不動産、兼城クレジット、ケンジョーホーム、兼城デザイン等々、ケンジョーグループに属する会社の支社が点在しているからだ。兼城サービスも系列会社のうちのひとつだろうと、気にとめなかったのが間ま違ちがいだった。

　僕はまた兼城に振りまわされるのか……。

　ただでさえよくわからない仕事を押し付けられた上に、全く話の通じない男と行動を共にしなければいけないなんて。

　早くもげんなりとした光の横に兼城が並んだ。

　横目で見上げると、二枚目台無しのニコニコ顔が見下ろしてくる。

「光に見せたい場所があるねん。最初にそこ行くからな」

「ああ、うん……」

　勢いに押されて頷いた光は、柱の陰かげからこちらを見ている高崎に気付いた。生ぬるい笑えみを浮かべ、小さく手を振ってくる。

　今日からいろいろ大変やと思うけどがんばれよ。愚ぐ痴ちやったらいくらでも聞いたるからな。

　ふいに先ほど高崎に言われた言葉が耳に甦よみがえってきた。

　知ってて黙だまってたな。

　じろりとにらんだ先で、高崎はそっぽを向いた。

　後で覚えてろよ！










　光が運転する軽の公用車の助手席に、兼城は当然という顔で乗り込んだ。

　ここまでどうやって来たんだと尋ねると、彼は駐ちゆう車しや場じようの一角を指さした。

　そこに停とまっていたのは高級国産車だった。ドアに兼城サービスとでかでかと記してある。

　あのクラスの車を社用車にするか普ふ通つう……。

　やはり相当ずれている。

「桃栗に戻もどってくるんやったら、なんで連れん絡らくくれんかったんや。連絡くれたら引っ越こし手て伝つどうたし、もっと早はよう言うてくれたら家建てといたのに」

「……家は建てるな」

「なんでや。市役所に入ったいうことは、ずっと桃栗で暮らすていうことやろ。家建てるぐらいええやないか」

　軽自動車の狭せまい空間で長い脚あしを持て余しながらも、兼城はふんぞり返って言い返してくる。この男には偉そうな態度が初期設定されているようだ。

　でも僕が市役所の試験に受かったのは、ほんとに知らなかったみたいだ。

　ということは、試験の合否には絡からんでいない。

　内心でほっとしながら尋ねる。

「僕が市役所に入ったって、高崎に聞いてなかったのか？」

「聞いてへん。あいつは昔から肝かん心じんなことは俺には黙ってるんや」

　兼城は子供のように口を尖とがらせた。

　意外──、でもないか。

　国家老の子孫である高崎は、小学生の頃、兼城のご学友、もといお目付け役だった。

　嫁よめになれと言った後、兼城は光をきれいだと褒ほめるだけでなく、手作りの菓か子しやマフラーをプレゼントしてきたり、頼みもしないのに重い物を持ってくれたり、給食に好物のプリンが出たときに自分の分をくれたりと、光に好かれるために頓とん珍ちん漢かんな努力を始めた。

　しかし高崎は「若」の言うことを聞けと迫せまってくることはなかった。だからといって若を止めるでもなく、ただ光の愚痴の聞き役にまわった。兼城の絶対的な味方のようでいて、そうでもない。転校した後に何度か会ったときも、兼城の話題は出さなかった。思えば妙みような奴やつだ。

「ロケ係に協力することは去年から決まってたけど、書類には担当者未定て書いてあった。光が担当者やて聞いたんは昨夜や。めっちゃびっくりしたけど、めっちゃ嬉うれしかった！」

　ニコニコと笑いながらストレートに言われて、光はあきれた。

　小学生ならともかく、二十三になってもこれか……。

　きっと今日までずっと「若様」として大事にされてきたに違いない。

「兼城こそ、なんでケンジョーに就職しなかったんだ。おまえだったら系列会社のどこにでも就職できただろ」

　軽くアクセルを踏ふみながら尋たずねる。兼城が桃栗にいるかいないかは別として、ケンジョーグループのいずれかの会社に就職しているものと思っていた。

　ケンジョーグループの創業者は、兼城のご先祖様、つまり桃もも栗くり藩はんのお殿との様さまである。

　明治維新を経て殿様から伯はく爵しやく様になった兼城種たね継つぐは、元武士にしては珍しく商才のある御ご仁じんで、紡ぼう績せき業で財を成した。それが今や世界的に有名な肌着メーカー、ケンジョーの元となっている。兼城家の当主は代々やり手だったらしく、その後も銀行業や貿易業、海運業、不動産業などにも進出し、一大財ざい閥ばつを築き上げた。戦後の財閥解体をあの手この手で乗り切り、今もってケンジョーグループは財界でかなりの力を持っているらしい。

　兼城家のお膝ひざ元もとである桃栗市には、明治大正昭和にかけてケンジョーの本社と大きな工場が存在し、大層栄えていたそうだ。

　しかし三十年ほど前に本社が東京へ移転した。同時に工場も縮小され、かつての賑にぎわいはなくなった。兼城様は我々をお見捨てになるのかと、社員をはじめとする市民とすったもんだあったという。兼城家が領民、もとい桃栗市民と揉もめたのは、このときが初めてだったようだ。市役所職員の試験を受けるにあたり、豪ごう華かな作りの市史を一通り読んだので間違いない。

　そんなわけでケンジョーの本社は移転したが、桃栗市には今もケンジョーの系列会社の関西支社が点在している。毎年欠かさずケンジョーグループからの寄付もある。おかげで桃栗市の財政は、近きん隣りんの市に比べて圧あつ倒とう的に豊かだ。

　桃栗市民の多くがのほほんとしているのは、行政サービスや社会福ふく祉しだけでなく、インフラも大都市並みに充じゆう実じつしているのと、若者の働く場が確保されているからだと光は考えている。

　大学も国立と、短期大学を併へい設せつした私立が一校ずつあるし、大きな病院もある。図書館は県立のそれより立派だ。有名な美術館もある。都会から多少離はなれているのが玉に瑕きずだが、電車に乗れば一時間ほどで行けるのだから、そう不便というわけでもない。

　県庁から急せかされていたのに、なかなかロケーション係を立ち上げなかったのも、町おこしなんかしなくても潤うるおってるからヘーキ、という桃栗市独特ののんびりとした空気のせいだろう。

　私たちが安心して暮らせるのは、ケンジョーグループ、もとい兼城のお殿様のおかげ。

　江戸時代から脈々と受け継つがれてきたその意識があるからこそ、現代に至る今も、兼城が「若」などと呼ばれて大事にされている。

「俺はケンジョーグループには興味なかったから」

　その若様は、あっさりと言ってのけた。

「でもおまえ、兼城の直系なんだろ。俺は兼城家の男子やからって、小学生のとき何回も言ってたじゃないか。家の人に入れって言われなかったのか」

「言われへんかったな。種たね康やす兄さんがケンジョーの本社で働いているし、種たね政まさ兄さんも兼城不動産の東京本社で働いてる。今いま更さら俺が入る必要ないやろ」

　種康というのは兼城より八つ年上の長ちよう兄けいで、種政は五つ年上の次じ兄けいだ。兼城は三男坊ぼうである。

「東京でケンジョー本社の社長やってる父は、俺が地元の大学に進んだ時点で、ケンジョーグループの本社には入らへんて思たらしい。一人ぐらい桃栗に残るんもええやろうって、祖父じい様も言うてくれたから」

「祖父様って、僕が桃栗にいたときに市長だった？」

「そうや。今年で八十になる」

「ご健在なんだな」

「おう、めっちゃ元気や。週三で剣けん道どうの指導しとる。光にもいっぺん会いたいから連れて来なさいて言われたわ。あ、次の角左な」

　なんでおまえのお祖父さんが僕に会いたがるんだ、という質問は、兼城のナビの声に遮さえぎられてしまった。

　元市長だから、よその土地から来た新人を見てみたいのか？

　それとも兼城家のご隠いん居きよ様として、光が三男坊の友人に相応ふさわしいか気になるのか。

　ちなみに現市長は兼城の叔母おばである。真っ赤なスーツがよく似合う、いかにも女じよ傑けつ！　というタイプだ。

「けど光が戻ってきてくれるやなんて、やっぱり桃栗におって正解やった。いつどうやって迎むかえに行ったらええやろうて悩なやんでたんや」

「迎えにって」

「あそこの信号右な。そこからまっすぐ」

　兼城が上じよう機き嫌げんで前方を指さす。

　あ、うん、と頷うなずいた光は横目で助手席を見た。

　視線に気付いたらしく、兼城はこちらを見てニッコリと笑った。尊大な、しかし邪じや気きのない魅み力りよく的な笑え顔がおだ。

「光も絶対、気に入ると思うぞ」

「そうか」

　つられてニッコリしてしまってから、光は慌あわてて顔をひきしめた。

　笑ってる場合じゃない。さっきからちょいちょい何かをごまかされてる気がする。

　車はいつのまにか市街地を抜ぬけていた。この先にあるのは確か、兼城家所有の土地だ。ロケ地としてそこを案内するつもりらしい。

　ちゃんと僕の仕事のこと、考えてくれてるんだな。

　兼城にとってもロケ地の紹しよう介かいは仕事だから、当然といえば当然だ。

　いくら「若様」でも、まるきり子供のままというわけではないのだろう。

　ロケーション係を一任されている今、地元住民に顔がきく兼城とは、割り切って付き合うのが得策だ。










　たどり着いたのは、高台にある広い野原だった。晴れ渡わたった空の下に広がる緑が初夏の爽さわやかな風に揺ゆれている様は、それだけで絵になる。小学生の頃ころ、戦国時代に野城が築かれたと習った場所だ。

　ちなみに桃栗の市街地の中心には、かつては立派な天守閣が存在していたという。が、明治後期に火事で焼しよう失しつして以降、再建されることはなく、今は兼城家の広大な屋や敷しきが建っている。

「これはいいな」

　車を降りた光は、早さつ速そくカメラを取り出した。

　少し後ろを兼城がついて来る。

「気に入ったか？」

「ああ。市街地からそんなに離れてるわけでもないし、周りに余計な建物がないのもいい。ここ、使っていいのか？」

「もちろん。俺の名義になってるから心配いらん。光は平屋と二階建て、どっちがええ？　俺はどっちでもええけど、庭を広うして花植えるんもええなあ。真っ赤なバラと白いパンジーとかどうや。犬も飼おか」

　はしゃいだ口調で頓珍漢なことを言い出した兼城に、写真を撮とっていた光はカメラを下ろした。眉まゆを寄せて隣となりに立っている男を見上げる。

　兼城はなぜか頰ほおを染めていた。物もの凄すごく嬉しそうだ。

「ここに家を建てるのか？」

「そうや」

「家建てちゃったら撮さつ影えいに使えないだろ」

「撮影？」

　兼城は意味がわからない、という顔をする。

　意味がわからないのはこっちの方だ。

「だから。ロケ地として使えないだろって言ってんの」

「ここには家建てるから、ロケには使えんぞ」

「じゃあなんで僕を連れて来たんだ」

「俺と光が住む家なんやから、連れて来るに決まってるやろ」

　胸を張っての大おお威い張ばりである。

　啞あ然ぜんとした光の肩かたを、兼城はしっかりと抱だいた。

「間取りも部屋の広さも建材も家具も、光の好きにしてええぞ。あ、でも風ふ呂ろは檜ひのき風呂な。それだけは俺のワガママ聞いてくれ」

「や、ちょっと待て。何言ってんだ。なんで僕がおまえと住むんだよ」

「桃栗に戻もどってきてくれたってことは、俺の嫁よめになるってことやろ」

　さも幸せそうにニッコリ笑った兼城に、光は眉をつり上げた。

「はあ？　そんなこと言った覚えは」

　ない、と言いかけた言葉を飲み込む。

　小学五年で転校したときの別れ際ぎわ、僕はこいつに何て言った？

　今度僕が桃栗に戻ってきたとき、おまえがちゃんとした大人になってたら、嫁になってやってもいい。

　俺を置いて行かないでくれと兼城が泣いてすがるので──比ひ喩ゆではなく、本当に号ごう泣きゆうしてしがみついてきた──、最後には面めん倒どうになってそんな風に言った気がする。

　毎日毎日見当はずれのアピールをされ、最初はやめろとか嫌いやだとか言い返していた。しかし兼城が一向にめげないのでいい加減うんざりし、次し第だいにハイハイとあしらうようになっていった。その流れで出た言葉だ。

　ふいにまた、今朝聞いたばかりの高崎の言葉が耳に甦よみがえってくる。

　まさかおまえが桃栗に戻ってくるとは思わんかった。近寄るだけでも嫌がるか思てたのに。

　あいつ、絶対覚えてたな……。

　光は肩にまわった兼城の手を引きはがし、正面から向き合った。

「兼城、ひとつ聞きたいことがある」

「ああ、心配すんな。養子縁えん組ぐみの手続きは馴な染じみの弁護士に頼たのんであるから。桃栗市は同性カップルにパートナー証明書を発行してるけど、それやと戸こ籍せき上は他人のままやからな。やっぱり養子縁組するんがええと思て」

　準備万ばん端たんな俺凄いやろ、褒ほめろ、と書かれた精せい悍かんな顔を、光はまじまじと見上げた。

　これ以上ないくらい本気の顔だ。

　三年ほど前に、桃栗市が同性同士のカップルにパートナー証明書を発行するようになったことは知っていた。画期的だとニュースで取り上げられたからだ。そのときは、へえ、そうなんだ、としか思わなかったけれど。

　まさかこいつが僕と結けつ婚こんしたいために、諸もろ々もろの権力を使って市議会を動かしちゃったんじゃないだろうな……。

　恐おそろしい考えを振ふり払はらうためにぶんぶんと頭かぶりを振った光は、まっすぐに兼城を見上げた。そしてゆっくりと諭さとすように言葉を紡つむぐ。

「いいか、兼城。僕はおまえとは結婚しない」

「え、なんでや」

「おまえのことが好きじゃないからだ」

「なんでや。俺、ちゃんとした大人になったぞ」

　兼城はやはり威張って言う。

　だめだ。またしても話がかみ合わない。

「あれから十年以上経たってんだぞ。おまえだって普ふ通つうに女の子を好きになったりしただろ？」

「してへん。俺はずっと光一筋や」

　即そく答とうした兼城に、光は顔をしかめた。

「僕は真ま面じ目めに話してるんだ、冗じよう談だんでごまかすな」

「冗談やないで。俺は小学五年のときからずっと光が好きや」

　きっぱりと言われて絶句する。

　ずっと好きだなんて、そんなことありえるか……？

　光は高校一年でクラスメイトの女子生徒に告白され、初めて女の子と付き合った。大学では同じサークルのひとつ年上の先せん輩ぱいに、やはり告白されて付き合った。ただ、どちらの女性とも一年くらいで自然消しよう滅めつに近い形で別れた。次第に会う回数が減り、一人には好きな人ができたからと言われ、もう一人とは互たがいに話し合ってさよならしたのだ。十代の恋れん愛あいとしては特別珍めずらしくもないと思う。

　しかし見上げた位置にある兼城の顔に浮うかんでいるのは、どこまでも本気の表情だ。

　我われ知らず、じわ、と背中に冷や汗あせが滲にじむ。

「あのな、兼城。よく考えてみろ。おまえ、今の僕のこと何も知らないだろ？　それなのに好きっておかしいじゃないか」

「全然おかしいことないやろ。世の中には一目惚ぼれで好きになる奴やつかておるんや。俺も最初に光を好きになったときは一目惚れやったし。それに俺は離はなれた後の光のこともだいたい知ってるしな」

　やはり大威張りで不ふ穏おんな言葉を吐はいた兼城は、ああ、とふいに大きく頷うなずいた。

「俺がちゃんとした大人になったか確かめたいんやな。わかった、これから証明してくれる人に会いに行こう。もともと行く予定やったから問題ない」

　ぐいと光の腕うでをつかんだ兼城は、停とめておいた車の方へと勇んで歩き出した。

　兼城は本気だ。──そうだ、この男が本気でなかったことなど、十二年前にも一度もなかった。常に百パーセント本気の男である。

　強い力で引っ張られながらも、光は慌あわてて抗こう議ぎした。

「ちょっと待て兼城！　小学生のときに言ったことなんか無効だ！」

「照れんでもええ。きちんと嫁として紹しよう介かいするから心配するな」

「バカ、そんな紹介の仕方するな！　僕は嫁にはならないって言ってるだろ！」

「けど桃栗に戻ってきたやないか。おまえの気持ちはようわかったから任せとけ」

　ハッハッハッと兼城は豪ごう快かいに笑う。

「全然わかってない！　だいたい今は仕事中だ、おまえに付き合ってる暇ひまはない！」

「今から行くとこもロケ地候補や。おまえを皆みんなに紹介できるし、おまえの仕事にも協力できるから一石二鳥やな」

「人の話を聞け！」

　人ひと気けのない広い野原に、虚むなしい叫さけびが響ひびき渡わたった。










　兼城が案内したのは、更さらに市街地から離れた広い畑だった。

　見渡す限り緑の葉が生えている。ほうれん草かと思ったが、そうではないらしい。小松菜でもないしチンゲン菜でもない。水菜とも違ちがう。

　その見たことのない菜っ葉に埋うもれるように、しゃがみこんで作業をする人の姿がぽつぽつと見えた。のどかな風景だ。

「ああ、気持ちええなあ！」

　兼城は大きく伸のびをする。

　その隣となりで、光は大きなため息を落とした。

　ここへ着くまでの十分間、嫁になるために戻ってきたんじゃない、おまえのことは好きじゃない、と何度も言った。しかし兼城は怯ひるまなかった。光が戻ってきたことそのものが、彼にとって全すべてらしい。

　転校するとき、ちゃんとした大人になってたら嫁云うん々ぬんって言ったのは確かに僕だ。

　でも、まさか十年以上経っても、その言葉が有効だなんて思わないじゃないか……。

「この畑をやってるんは、種康兄さんの高校の同級生のタカシさんや。タカシさんとご両親は新興住宅地に住んではるけど、祖父じいちゃんと祖母ばあちゃんは百五十年くらい前に建てられた古民家にそのまま住んではるねん。馬小屋も残ってて、どっちも撮さつ影えいに使つこてくれてええて言うてくれはった」

　百五十年前の古民家、馬小屋つき。

　確かに撮影向きだけれど。

「古民家なんか、どこにもないじゃないか」

「後で案内する。まずは所有者と話をするんが先や。おーい、タカシさん！」

　兼城が呼びかけると、緑の中にいた複数の人ひと影かげが一いつ斉せいにこちらを向いた。かと思うと、全員が立ち上がって頭を下げる。

　そのうちの一人、チェックのシャツを着た男が駆かけ寄ってきた。

「チカ君、こんちは」

「こんにちは。順調みたいですね」

「おかげさんで」

　チカ君というのは兼城のことらしい。種親という名前の後半部分をとったのだろう。そういえば小学生の頃ころ、高崎も兼城をチカと呼んでいた。

　兼城とにこやかに挨あい拶さつをかわしたタカシさんは、ふと光に視線を向けた。なるほど、という風になぜか納なつ得とくしたような顔をした後、こんにちはと会え釈しやくしてくる。

　何だろう今の顔。

　不思議に思いつつも、こんにちはと光も頭を下げた。

「チカ君、こちらがチカ君の」

「そう、俺のよ」

　め！　という言葉が出る前に、光は兼城の口を掌てのひらで強ごう引いんに塞ふさいだ。

　目を丸くしているタカシさんに、ニッコリと笑ってみせる。

「はじめまして。市役所の広報課ロケーション係の宮成光といいます。お仕事中にお邪じや魔ましてすみません」

　光の手を引きはがそうとする兼城と、はがされまいとする光の攻こう防ぼうを束つかの間眺ながめていたタカシさんだったが、ふいに宮成さん、と呼んだ。そして一面緑の畑を見渡す。

「ここに植わってる菜っ葉、桃もも栗くり菜ないうて、昔はこの辺りでよう作られてた野菜なんです。ほうれん草とか小松菜ほど味が主張せんし、栄養価も高い。甘みがあって生でも食べられるんですよ。それに無農薬ですから安全です。ぜひ食べてみてください」

　タカシさんは足元に植わっていた葉を一株、根から掘ほり起こした。軽く土を払い、それを兼城に差し出す。兼城は光の腕から手を離して受け取った。

　タカシさんの手前、仕方なく兼城の口から手をどける。

　嬉うれしそうに笑った兼城は、ぷち、と葉を一枚千切って光に差し出した。

　反射的に受け取ると、兼城はもう一枚葉を千切り、躊躇ためらうことなくぱくりと頰ほお張ばる。

「ん、旨うまい！　光も食べてみ」

「え、あ、うん。いただきます」

　とりあえず、菜っ葉にも菜っ葉を育てたタカシさんにも罪はない。

　光は葉を口に入れた。柔やわらかい。えぐみがなくサラリとしている。嚙かんでいるうちに、ほのかに甘みが出てきた。

「ああ、ほんとだ。美味おいしい。凄すごく食べやすいですね」

　でしょう、とタカシさんは嬉しそうに笑う。

「ただ、桃栗菜は作るのに凄く手間がかかるんですよ。年々作る農家が減って、最近まで一いつ軒けんか二軒、年寄りが道楽で作ってるだけやったんです。土を工く夫ふうして、虫やら気候の変化に強うなるように品種改良もして、これだけ収しゆう穫かくできるようになるのに五年かかりました」

「それは大変でしたね」

　思ったことをそのまま言う。有機栽さい培ばいの難しさは、その値段の高さを考えれば想像がつく。

「けど、金銭面の不安はありませんでしたから」

　横から口を挟はさんできたのは、歩み寄ってきた年配の男性だった。恐おそらくタカシさんの父親だろう。身を乗り出して説明してくる。

「五年でここまでこれたんは、資金のことを気にせんといろいろ試ためすことができたおかげです。そうやなかったら、もっと時間がかかってた。もしかしたらあきらめてたかもしれません」

「そうなんですか？」

　そうなんです、と別の方向から女性の声がする。

　驚おどろいて見み遣やると、いつのまに近寄ってきていたのか、農作業用の花はな柄がらの帽ぼう子しをかぶった女性が少し離れた場所に立っていた。恐らくタカシさんの母親だ。

「若様が無利子で融ゆう資ししてくれはったんですよ。それに若様の口ききで、市内だけやのうて京きよう都とやら大おお阪さかの有名レストランにもおろすことができるようになったんです。他ほかにはない野菜やからて、年単位で契けい約やくしてくれるとこも増えました。お借りしたお金も順調に返せてます。全部、若様のおかげです」

　熱心に言いつのる彼女に気け圧おされ、はあと相づちを打つと、タカシさんが続けた。

「最初に桃栗菜を復活させようて提案してくれたんはチカ君なんです。絶対桃栗市の名産品になるからて、皆が渋しぶるんを説得してくれた。それに、うまいこといかんかったときも何回も様子を見に来てくれて励はげましてくれました。一いつ緒しよに畑仕事もしてくれました。な、チカ君」

「いや、俺は実際に桃栗菜を育てたわけやないから。皆ががんばった結果や」

　満更でもない顔で頷うなずいた兼城は、ちらと光を見た。

　タカシさん親子も、なぜか固かた唾ずをのんで光を見守っている。

　つまり、桃栗菜で商売ができるようになったのは兼城のおかげだって言いたいわけか。

　でもなんか、兼城推おしが強すぎないか……？

　そもそも、融資した金は兼城が稼かせいだ金ではなく、兼城家の金だろう。京けい阪はんの有名レストランにツテがあったのも、兼城自身ではなく兼城家ではないのか。

「わ、若様は、ええ男じゃあ！」

　ふいに背後で大きな声がして、光はぎょっとして振ふり返った。

　いつのまにか、白しら髪が頭のひょろりとした老ろう爺やが立っていた。

　彼に寄り添そうように立つ、ちんまりとした老ろう婆ばもコクコクと頷く。

「私らのことを、親身に考えてくださる」

「そうや、そうや。わしは、若様のことが大好きや！」

　老爺もコクコクと頷き、老婆と共に光をじっと見つめる。この二人はタカシさんの祖父母なのだろう。

　しん、と畑が静かになった。近くに道路はあるが、車はほとんど通らない。聞こえてくるのはのどかな鳥の鳴き声だけだ。

　そんな中、兼城を含ふくめた六人に注視され、光は瞬まばたきをした。

　なんだこの空気。僕が何か言わなくちゃいけないのか？

「あー、えーと、そうなんですか」

　わずかに首を傾かしげて言うと、タカシさん一家は動どう揺ようしたように顔を見合わせた。

　兼城はといえば、あからさまに肩かたを落とす。

　次の瞬しゆん間かん、ウオッホン！　と少し離はなれた場所から大きな咳せき払ばらいが聞こえてきた。

　またしてもぎょっとして振り向くと、あぜ道に停とめられた軽トラックの陰かげから、スーツ姿の年配の男が顔を出していた。口くち髭ひげをたくわえた顔に見覚えがある。

　誰だれだっけ、と記き憶おくを探さぐっている間に、男はなぜかこちらに向かって手を振った。

　するとタカシさん一家は一斉に口を開く。

「若様は、桃栗のことをほんまによう考えててくれはります」

「桃栗では、種継公の再来やて言われてます」

「目のつけどころがわしらとは違ちがう！」

「若様はほんまにお優やさしい方です」

「若様はええ男じゃあ！」

「祖父じいちゃん、それさっきも言った」　>>>♥

　口々に兼城を称たたえる五人に啞あ然ぜんとしていた光だったが、あ、と小さく声をあげた。

　思い出した。軽トラックの陰にいるのは、兼城の「じい」だ。

「な、光。俺がちゃんとした大人になったてわかったやろ」

　胸を張った兼城を、光はじろりとにらんだ。

「おまえ、これ、やらせだろ」

「──何のことや」

　兼城はあからさまに明後日あさつての方を向く。小学生か。

「じい？　に言って、タカシさんたちにおまえを褒ほめるように頼たのんだんだろうが。関係のない人を巻き込むな」

　いえいえ、とタカシさんが慌あわてたように首を横に振る。

「全部ほんまのことです。援えん助じよしてもうたんはうちだけやない。組合の人間は皆みんな、チカ君が力を貸してくれたことを知ってます」

　組合の人は地元の人だから、兼城を悪く言うわけがないでしょう。

　そう言いたかったが、口には出さなかった。市役所の職員とはいえ、光は引っ越こしてきて約一ヶ月の余所よそ者ものだ。それに、強制的に兼城を褒めさせられたこの一家に罪はない。むしろ被ひ害がい者しやである。

「わかりました。失礼なことを言ってすみません」

　頭を下げると、隣となりに立っていた兼城が、ぱああああ、と顔を輝かがやかせた。

「わかってくれたか、光！　そしたら俺の嫁よめ」

　になってくれるんやな、と続けようとした口を、光は再び強引に塞ふさいだ。うぐもごうぐ、とくぐもった声をあげる兼城にかまわず、タカシさん一家にニッコリ笑ってみせる。

　彼らはなぜか一様に肩を震ふるわせた。兼城の言葉を一方的に遮さえぎった光に驚いたのかもしれない。

「お住まいの古民家をロケ地として登録させていただけると伺うかがったんですが、本当ですか？」

「あ、はい、それはもちろん」

　慌てたように頷いたのは、タカシさんの父親だった。

「見せていただいてよろしいでしょうか。今ご都合が悪いようでしたら、後日出直しますが」

「いえいえ、今からで大だい丈じよう夫ぶです。わしがご案内します」

　お願いしますと彼に頭を下げた後、うぐうぐうぐ、と掌てのひらの下で何かを言った兼城を見上げる。

　くっきりとした二ふた重えの双そう眸ぼうが、俺も行く、と言っていた。

「僕一人で行く。おまえがいると仕事にならない。おまえはじいに送ってもらえ」

　言い終えると同時に手を離すと、ええ！　と兼城は声をあげた。

「なんでや、俺も行く！」

「だめだ。ついて来るな。ついて来たら嫌きらいになるぞ」

　ええー！　と更さらに大きな声を出した兼城をにらんでから、タカシさんの父親に頭を下げる。

「じゃあ、お願いします」

「はあ、あの、けど……」

　眉まゆを八の字に寄せた兼城を気にするタカシさんの父親を、行きましょうと促うながす。

　このまま兼城の言う通りの場所へ行っていたら、行った先、行った先で、地元の人が兼城を褒め称える気がする。その辺りの根まわしは、先ほどからじっとこちらを見つめているじいがやっているのだろう。

　じいの意志なのか、兼城に言われてやっているのかはわからない。

　どちらにしても、それ以前にまず大事な若様が男を嫁にするって言ってんのを止めろよ、と思うのは間違っていないはずだ。

「どうしよう、じい、ついて来たら嫌いになるて言われた！　作戦失敗や！」

「世間で言うところのつんでれです。大丈夫です、若様を嫌いになる人などおりません！」

「え、さっきのツンデレか。けど光に嫌われたら嫌いやや」

「では次の作戦で！」

　背後から聞こえてくる素すっ頓とん狂きような会話から逃のがれるように、光は歩みを速めた。

　前言撤てつ回かいだ。兼城は仕事のことなど少しも考えていない。










「せやから悪かったて。そんな怒おこんなや」

　隣を歩く高崎が、ポンポンと宥なだめるように背中を叩たたいてくる。

　光はキッと高崎をにらんだ。

「せめて兼城が桃栗にいることぐらい教えてくれてもよかっただろ」

「そうやけど、自分の意志で桃栗に戻もどってきたんやから、チカの嫁になってもええていうことか思て」

「おまえまでそんなことを言うな。あんなの無効だ。小学生のときに言ったことを本気にする方がどうかしてる」

　落としたため息は、すれ違ったサラリーマンのグループの賑にぎやかな話し声に紛まぎれ、あっという間に消え去った。市役所から十分ほど歩いたところにある繁はん華か街がいには、仕事帰りらしい男女が大勢行きかっている。建ち並ぶ居酒屋やレストランは、どこも客でいっぱいだ。

　正面から来たスーツの女性を器用にかわし、高崎は笑った。

「まあ、普ふ通つうは本気にせんわな。ところで宮成、酒飲めるよな？」

「アルコール度数の低いのだったら飲める。あんまり強くないから、日本酒とかはそんなに飲めないけどな。て、ごまかすな！」

「ごまかしてへんて。さっきから悪かったて言うてるやんか。今日は俺の奢おごりやから機き嫌げん直せ」

　役所に戻ってきた光は、まっすぐに商工課へ向かった。高崎を捕つかまえて仕事が終わったら顔を貸せと言うと、彼は素直に頷うなずいた。

　この一ヶ月、引っ越しだ研修だ歓かん迎げい会かいだロケーション係発ほつ足そくだと慌ただしく、課が異なる高崎とはゆっくり話したことがなかった。一度でも飲みに行っておけば、兼城の話が聞けたかもしれない。

「小学校んときに同じクラスやった篠しの田だ、覚えてるか？」

　高崎はのんびりと言う。

「篠田？　ああ、背の低い、無口な奴やつだったよな、確か」

　彼も兼城を「若」と呼んだが、ごく普通の友達として接していた記憶がある。口数が少なかったせいで、そう見えただけかもしれないが。

「今は俺よりでかいけどな」

「え、マジか」

「マジや。今から行くとこは、篠田のお姉さん夫ふう婦ふが五年前に始めはったレストランや。ちなみに篠田もそこで働いている。けっこう繁はん盛じようしてるで」

　へえ、と相づちを打った光は十二年という月日を改めて思った。

　背の低かった篠田が、当時そこそこ背が高かった高崎より大きくなっている。それに接客業で働いているということは、昔のように無口一いつ辺ぺん倒とうではないのだろう。

　篠田みたいにいろいろ変わらなくても、普通、ちょっとは変わるよな。

　変わらなすぎる兼城がおかしいのだ。

　兼城を畑に残し、タカシさんの父親に古民家を見せてもらった。藁わら葺ぶき屋根も含ふくめて几き帳ちよう面めんに手入れされており、先祖代々、いかに大切に扱あつかってきたかが伝わってきた。馬小屋は農機具の物置になっていたが、こちらもきちんと手入れされていた。

　遅おそくとも二日前に知らせてくれれば、農機具を倉庫へ移動させるし、家も空けると言ってもらえた。撮さつ影えいの間、祖父母はタカシさんたちが住む新興住宅で寝ね泊とまりするという。

　いくら息子むすこさん夫婦のお宅でも、年配の方が慣れない場所で生活されるのは大変でしょう。兼城、さんに頼まれたからって無理なさらないでください。断ってくださって大丈夫ですから。

　光の言葉に、タカシさんの父は少し驚おどろいたように瞬まばたきをした。そして感心したようにひとつ頷いた後、もともと互たがいの家を行ったり来たりしているから気にしなくていいと言ってくれた。丁てい寧ねいに礼を述べた光は、改めて写真を撮とらせてもらう約束をした。

　あのう、ほんまに若様はええ方です。昔はともかく、今の桃栗がどうなろうと、ある意味関係のない方や。それやのに桃栗に残ってくれはって、桃栗に住む者もんの暮らしを真しん剣けんに考えて、行動してくださってる。わしらほんまに若様には感謝してるんです。

　別れ際ぎわにそんな風に言われて、苦笑いするしかなかった。

　義ぎ理り堅がたいというか、律りち儀ぎというか。

　それに比べて、あのバカ様は……。

　畑で別れた後、兼城は姿を現さなかったが、今日の出来事を振ふり返るだけでも頭が痛い。

「あそこや、宮成。あの店。看板にマロンて書いてあるやろ」

　高崎が指さしたのは、市役所から徒歩十分ほどの場所にある煉れん瓦が造りの小さなビルだった。恐おそらく大正時代あたりに建てられたレトロな洋館である。

　桃栗市には、戦火を免まぬがれた建物があちこちに点在している。ケンジョーの工場は戦中、軍装一いつ般ぱんを製造していたらしいが、兵器を造っていたわけではなかったせいか、ほとんど空くう襲しゆうを受けなかったという。このビルもロケ地として使えそうだ。

「高崎、あのビル誰だれの所有か知ってるか？」

「ああ、うちの祖父じいさんや」

　あっさり言ってのけた高崎に、光は沈ちん黙もくした。

　そうだった、こいつもこいつで国家老の子孫だったんだ……。

　何らかのＳＦ的な要因で、明治維新を経験しないまま現代に至ったパラレルワールドに迷い込んでしまったような錯さつ覚かくを覚える。

「中で営業してる店の了りよう承しようさえとれたら使つこてもええて言うてたから。今日、篠田の姉さん夫婦の手が空いてるようやったら聞いてみたら？」

「……ああ、そうする。お祖父さんにも改めて連れん絡らくさせてもらうって伝えておいてくれ」

「おう、わかった。言うとくわ」

　軽く頷いた高崎は、煉瓦の壁かべに負けないどっしりとした重みのある木製のドアを開けた。いらっしゃいませ！　と明るい声がする。

　中は想像していたよりこぢんまりとしていた。木目の内装と抑おさえた照明が落ち着いた雰ふん囲い気きを醸かもし出している。夕飯時とあって、テーブル席は全すべて埋うまっていた。

　白いシャツに黒いエプロンを身につけた、ひょろっと背の高い坊ぼう主ず頭の男が振り返る。

「あ、高崎。いらっしゃい」

「おう、宮成連れてきた」

　ああ、と男は細い目を見開いた。全体的に縦に長くなったが、この顔には見覚えがある。彼が篠田だ。

　久しぶり、と軽く手をあげてみせると、篠田は頷いた。

「久しぶり。……これはまずいな」

「そやろ、まずいやろ」

　篠田に促うながされてカウンター席に座った光は、二人のやりとりに眉まゆを寄せた。

「何がまずいんだ」

「小学生んときにかっこようても、大人になったらそうでもない奴ておるやんか。けど宮成はええ感じにきれい系のイケメンになったから」

　隣となりに腰こしを下ろした高崎がため息を落とす。褒ほめているのに口調が重い。

「イケメンかどうかは知らないけど、それがなんでまずいんだよ」

「残念な感じになってたら、チカの気持ちもちょっとは冷めたかもしれんやろ。まああいつは今いま更さら、そんなんどうでもええて言う気もするけど」

　高崎はまたため息をついた。やはりというか当然というか、高崎は兼城がいまだに光を嫁よめにしたいと思っていることを知っているらしい。

「そのことなんだけどな。兼城、中学高校大学で女の子にもてただろ。中身がちょっとアレでも若様だし男前だし、確か剣道も強かったはずだ。誰かと付き合ったりしなかったのか」

「してへん。女の子を好きになったとかも聞いたことないな。あいつは小五のときからずっと宮成一筋や」

「おまえの知らないところで付き合ってたかもしれないだろ」

「それはない。中高は同じやったから毎日顔合わせてたし、大学は違ちごたけど、俺もチカも地元におってけっこう一緒に遊んでたから、付き合おうてたら耳に入ったはずや。そもそもあいつ、恋れん愛あい方面はめっちゃわかりやすいし」

　高崎は桃栗にある国立大学を卒業したと聞いている。兼城は私立大学へ進んだのだろう。

　けど、いくら遊んでたからって、兼城の全部を把は握あくできたとは思えない。

「篠田は兼城が誰かと付き合ってるって聞いたことないか？」

　ちょうどお冷とおしぼりを運んできた篠田に尋たずねると、彼は首を横に振った。

「俺、高校出て大阪の調理の専学に行ったからその間のことはわからん。けど専学出た後はずっとこの店で働いてるんや。その間、若が女連れてるん一回も見たことない」

「ほんとか？　兼城にそう言えって言われてるんじゃないのか？」

「いや、若には何も言われてへん。グループで来てくれたときに女の子が交ざってることはあったけど、二人きりはない」

「グループの中に兼城狙ねらいの女の子もいただろ。いい雰囲気になったりとか、お持ち帰りしたりとか、一回ぐらいあったんじゃないのか。口止めされてるんじゃないか？」

「いや、ほんまにない。若はそういう女の相手は全然せぇへんから。女の子もしつこうして嫌きらわれたらいろんな意味で大変やから、強ごう引いんにはいかへんし」

　次の質問を待っているのか、ぬうっと突つっ立っている篠田に気付いて、光はハッとした。

　忙いそがしい時間帯なのに足を止めさせている。しかも篠田が悪いわけではないのに、まるで責めるような言い方をしてしまった。

「不ぶ躾しつけなことを言ってすまん。引き止めて悪かった。行ってくれ」

　軽く頭を下げると、篠田は驚いたように瞬きをした。が、すぐに笑みを浮うかべて頷うなずく。

　そういえばタカシさんのお父さんも同じような反応したな。

　背を向けた篠田を見送り、光は改めて今し方の会話を思い返した。

　兼城が光一筋と言ったのは、どうやら噓うそではないらしい。

　え、ていうことは、あいつ童どう貞ていなのか？　あんな男前なのに？

　混乱に陥おちいっていると、メニューを見ていた高崎が口を開いた。

「おまえが転校した後、チカの一番上のお兄さんの種康さんが、ちょうど東京の大学へ進学しはってな。チカ、種康さんにおまえの様子を見てきてくれて頼たのみ込んで、追つい跡せき調査みたいな感じのことしてもろてたんや。種康さんはチカに甘いから、ざっくりとやけど調べて報告してきてくれはった。兼城サービスを立ち上げてからは社員さんに行ってもろたりな」

「はあ？　追跡調査ってなんだそれ」

　思わず頓とん狂きような声をあげる。

　一方の高崎はぴくりとも表情を変えなかった。

「そのまんまの意味や。どこの中学行って、部活は何で、どこの高校行って、どこの大学行って、とかそういうの。おまえにカノジョができたていう報告を聞いた夜は、チカはさめざめ泣いとった。別れたときは、おまえがそない落らく胆たんしてへんてわかって物もの凄すごい勢いで喜んでた」

　そういえば兼城は、離はなれた後の光のこともだいたい知ってると言っていた。

　妄もう想そうとか想像じゃなくて、調査してたから知ってたのか……。

「ちなみに俺も何回か、チカと一いつ緒しよにおまえの様子見に行ったことあるぞ」

「え、そうなのか？　もしかして今まで何回か会ったのって、僕の様子を見るためか」

　確か中学で一回、高校で一回、大学で二回ほど、高崎と会っている。某ぼうテーマパークへ遊びに来たついでだとか、好きなアーティストのコンサートを観みに来たついでだとか言って、軽く食事をした。

　まあな、と高崎は悪びれる様子もなく頷く。

「あのときほんまはチカも一緒に来ててん。あ、けどテーマパークとかコンサート行ったんはほんまやで。チカの奢おごりで俺の行きたいとこへ行くついでに、おまえの様子を見に行ってたわけや。まあ俺も宮成のことは普ふ通つうにええ奴やつやと思てたから、チカのためだけに会いに行ったわけでもないんやけどな。そこんとこ誤解すんなよ」

　しれっとデレてくる高崎に、ああ、うん、と光はとりあえず返事をした。

　高崎に連絡をもらって会ったのは、光も彼のことが嫌いではなかったからだ。

　ん、と頷き返した高崎は、真顔で言った。

「要するに、チカはずっとおまえをストー……、見守ってたんや」

　今、ストーキングって言いかけたな……。

　いずれにしても、調べられていたなんて全く気付かなかった。

　正直引いた。かなり引いた。勝手にプライベートを調べられていたことにも腹が立つ。

　が、同時に疑問が湧わいた。

「あいつ、なんでそこまで僕に執しゆう着ちやくするんだ。僕、兼城に優やさしくした覚えはないんだけど」

　小学生のとき、兼城と特別親しくなろうとしたわけではなかった。むしろ妙みような具合に特別扱あつかいされていた彼を、胡う散さん臭くさく思っていた。だから逆に特別扱いせず、ごく普通の友達として接した覚えがある。

「最初は顔やったらしいで。おまえ、小学生のときそこらの女の子よりきれいな顔してたからな。一目惚ぼれや」

「ひとめぼれ……」

　光は茫ぼう然ぜんとつぶやいた。そういえば兼城自身もそんなことを言っていた。

　そうや、と高崎はあっさり応じる。

「一目惚れした相手に冷とうされるていうか、特別扱いされへんのが新しん鮮せんやったんやろ。そもそもチカが周囲に馴な染じめるようになったんは、おまえがきつい言い方したおかげやし」

「最初から馴染んでたじゃないか。なかなか馴染めなかったのは転校生の僕の方だ」

　いやいや、と高崎は首を横に振ふる。

「触さわらぬ神に祟たたりなして言うやろ。皆みんな表向きは仲良うしてたけど、どっかで遠えん慮りよしてたいうか、距きよ離りを置いてた。なにしろ若様やからな」

　光は言葉につまった。なるほど、「若様」であることは諸もろ刃はの剣つるぎなのだ。

「おまえの遠慮のない態度に機き嫌げん悪うするでもないチカを見て、普通の友達として付き合おうてもええんやて悟さとった奴が大勢おった。たぶん篠田もそのクチやと思う。チカもその辺りの自覚はあるみたいで、そんで余計におまえをヨメにする決意を固めたみたいや」

「おまえまでヨメとか言うな」

「おお、すまん」

　全く悪びれる様子もなく軽く謝られ、光はため息をついた。

　とにかく、事情はわかった。

「言っとくけど、僕は兼城の嫁にはならないからな」

「そうか」

「そうだよ」

　大きく頷いてみせた光を、高崎は非難しなかった。再び、そうか、とだけ相づちを打つ。

　改めてよくわからない奴だと思いつつ、光はメニューを開いた。ピザとパスタがメインだが、丼どんぶりものもある。桃栗菜を使った料理もいくつかあるようだ。篠田の姉らしき女性が注文をとりにきたので、おすすめがあると言う高崎にオーダーを任せる。

　ごゆっくり、と笑顔を向けてくれた彼女に軽く会え釈しやくをした光は、改めて店内を見み渡わたした。

　こうやって見ると、ごく普通の店というか、街なんだけど。

　いや、昨今は普通ではないのか。田舎いなかの一地方都市がここまで賑にぎわっているのは珍めずらしいことなのかもしれない。兼城様のおかげ、というやつだ。

「昼間、どこへ連れてかれたんや」

　高崎の問いに、光は眉み間けんに皺しわを寄せた。

「まず、野城があった高台の土地。その後、タカシさんの畑。それから兼城を畑に置いて、タカシさんちの古民家を見せてもらった」

「置いてったんか」

「置いてった。兼城に言われたからだと思うけど、じいがタカシさん一家に兼城のことを強制的に褒ほめさせるんだ。タカシさん一家も迷めい惑わくだろうし、ずっとあんなのを聞かされたら仕事にならない」

「強制的なあ」

　ふ、と小さく高崎が笑う。なんとなくバカにされたようで気に食わない。

「だいたい、兼城が桃栗菜に融ゆう資ししたって言っても、自分で稼かせいだ金じゃなくて家の金だろ」

「まあ、働いて稼いだ金ではないかもしれんけど、チカの金ではある。生前贈ぞう与よされた分と、あいつが持ってるケンジョーグループの株の配当金と、株取引で出た金やからな」

「株？」

　思わず大きな声をあげてしまったそのとき、篠田がビールを運んできた。

「はい、生お待ち」

　ありがとうと礼を言うと、篠田はわずかに微笑ほほえんで厨ちゆう房ぼうへ戻もどって行った。あまり愛あい想そが良いとは言えない態度だが、店を訪おとずれたときよりも親しみを感じたのは気のせいだろうか。

　それはさておき。

「あいつ、株なんかやってるのか」

　ビールを一口飲んだ高崎は、ああと頷いた。

「種康さんに手ほどきしてもろて大学在学中に始めたらしい。チカは勉強はそんなできる方やなかったけど、野性の勘かんというか嗅きゆう覚かくというか、そういうのが尋じん常じようやないんや。高校と大学で剣けん道どう全国二位になったのも、練習の成果だけやのうて勘が物言うた部分もあったと思う」

　ふうん、と相づちのような、うなり声のような声をあげてしまう。

　全国二位になったのか……。

　素す直なおに凄いなと思う。もちろん才能もあるだろうが、努力なしでは成しえない成果だ。

　資金も、元手は兼城家から出ていたとしても、それを返して余りある現金を手にしているに違ちがいない。

　光の反応をどう受け取ったのか、高崎は軽く首を傾かしげた。

「俺は別に、チカが兼城家から出た金を融資してたとしても問題ないと思てるけどな。どっちみちチカのもんになる分もあるやろし、どこから出た金でも、金は金や。世の中には、金がないとどうにもできんこともあるから」

　高崎の言う通りだ。仮に兼城が働いて得た金を融資したとしても、そんな金額では桃栗菜を復活させることはできなかっただろう。

　現実に、兼城が融資したおかげで桃栗菜は市場に出まわるようになり、高値で取り引きされ、タカシさん一家は喜んでいる。

　一ヶ月前に桃栗に来たばかりで何もしてない、何も知らない僕がどうこう言う方がおかしい。

　そもそも兼城はケンジョーグループの創業者一族である。一いつ般ぱん家庭で育った光とは、金銭に対する価値観が違っていて当然だ。

　嫁よめ云うん々ぬんはともかく、自分の価値観だけで判断していたことを反省していると、高崎がふと笑った。

「チカはチカでいろいろ考えて、ちゃんとした大人になろうてがんばってるってことや。そこだけはわかってやってくれ」

　渋しぶ々しぶながらも頷うなずいたそのとき、篠田が料理を運んできた。ピザにパスタ、桃栗菜のサラダもカウンターに置かれる。どれもボリュームたっぷりで旨うまそうだ。

　昼にコンビニの弁当をひとつ食べたきりだったので、ぐうう、と腹が鳴る。

　その音が聞こえたらしく、高崎は笑った。

「さあ、遠慮せんと食え」

「ああ、ありがとう。いただきます」

　早さつ速そく手を合わせた光は、ピザに手を伸のばしかけてやめた。

　かわりにフォークをとり、サラダを口に運ぶ。桃栗菜のほどよい甘みと、恐おそらく自家製のドレッシングの酸味がよく合っていた。

　改めて周囲を見まわせば、多くの客が桃栗菜のサラダを食べている。

　桃栗菜を復活させた成果については、認めるしかなさそうだ。










「光！」

　市役所に足を踏ふみ入れるなり名前を呼ばれ、光は反射的に首を縮めた。

　振り返ると、ロビーにいた兼城が駆かけ寄ってくるところだった。今日も昨日と同じつなぎを着ている。

　全開の笑え顔がおに悪びれた様子や躊躇ためらいが全くなくて、光はあきれた。

　昨日、タカシさん一家に自分を褒めさせたことは少しも反省していないようだ。

　こいつはこういう奴やつだよ……。

　ふと視線を感じて、兼城の背後に視線を遣やる。

　今の今まで兼城がいた場所に二人の男女が立っていた。一人は真っ赤なスーツを身につけた背の高い女性、もう一人は口くち髭ひげをたくわえたスーツ姿の男性である。市長とじいだ。

　光は慌あわてて二人に頭を下げた。市長とじいも、こちらに向かって会釈する。

「光、おはよう！」

　さも嬉うれしそうに挨あい拶さつをされ、ああ、おはようと応じる。

「おまえ、市長と話してる途と中ちゆうだったんじゃないのか？」

「うん？　いや、別に。世間話してただけやから」

　兼城はあっさり答える。そういえば市長は兼城の叔母おばだった。

　市長も頭を下げていても、なんとなく偉えらそうな感じがした。殿との様さまの血をひく兼城家の人間の特とく徴ちようなのかもしれない。

　半ば感心しつつ、光は兼城を見上げた。

「昨日は置いてって悪かったな」

　え、と声をあげた兼城は目を丸くして見下ろしてくる。

「けど、おまえも悪かったんだぞ。おまえに逆らえない人に、ああやって何かを強制するのはやめろ。高崎に聞いたけど、今まで僕のことを調べてたのも、お兄さんとか人を使ってやってたんだろ。そんなことしてたらおまえが嫌きらわれるぞ」

「嬉しいぞ、光！」

　呼ぶなり、なぜか兼城は光を力いっぱい抱だきしめてきた。

「ちょ、何するんだ、離はなせ！」

「種康兄さんには今、株とかで恩返ししてるし、ウメにはテーマパーク代とかチケット代を奢おごったし、兼城サービスの社員にはちゃんと給料払はろたから大だい丈じよう夫ぶや！」

　ウメってなんだ？　と一いつ瞬しゆん訝いぶかしんだが、高崎の名前が梅うめ之の助すけだったことを思い出す。小学生だった頃ころも、兼城は高崎をウメと呼んでいた。

「そんなに俺のこと心配してくれるやなんて、さすがは俺の嫁！」

「だから嫁じゃないって言ってんだろうが！」

　押し合いへし合いしている脇わきを、市長が通りすぎる。

　やばい。怒おこられる。

　しかし市長は微み塵じんも表情を変えなかった。

「ほどほどにしときや、種親」

「はい、叔母さん」

　実に良い返事をした兼城だったが、言葉とは裏腹に、光を抱きしめた腕うでは離さない。

「大丈夫や、もう昨日みたいなことはせん。今日からちゃんとロケ地候補を案内するから、ずっと一いつ緒しよにおってくれ」

「わかった。わかったから離れろ」

　出勤してきた他ほかの職員たちが遠巻きに見ているのがわかって、光は兼城の肩かたをぐいぐいと押し戻もどした。すると兼城は未練がましく光の肩に触ふれながらも体を離す。

　やけにあっさり引いたな……。

　意外に思っていると、柱の陰かげから何やらジェスチャーを送っているじいの姿が視界の端はしをかすめた。どうやらじいの指示で離れたらしい。

「……おい、兼城。じいを使うのもやめろ」

「使つこてへん。じいにはサポートしてもろてるんや」

　堂々と言い返してきた兼城の精せい悍かんな面おも立だちを、光はにらんだ。

「とにかく、一回ちゃんとじいを紹しよう介かいしてくれ。この前は結局挨拶できなかったからな」

「嬉しいぞ、光！」

　またしても抱きついてこようとした兼城を、両手で完全にブロックする。

　唐とう突とつな抱ほう擁ようへの対処が、少しだけわかってきた。

「おまえの嫁になるからじいに挨拶したいとか、絶対にそういうんじゃないから誤解すんな。市役所の職員として、兼城サービスの社員さんに挨拶するだけだ。だいたい、僕までじいって呼んでるのはおかしいだろ。ちゃんと名前が知りたい」

「全然おかしいことない。おまえにとってもいずれじいになるんやから」

「いや、だから。……ああもういい。ほら、行くぞ」

　ここでかみ合わないやりとりをしていても仕方がない。

　光は兼城の腕を引っ張り、まだ柱の陰にいるじいのところまで歩いていった。

　じいは驚おどろいたように目を見開いたものの、避さけることなく柱の表に出てくる。近くで見るとやや小こ柄がらだが背筋がピンと伸びていて、ロマンスグレーという言葉がぴったりの風ふう貌ぼうだ。

　おはようございます、と光は彼に頭を下げた。

「はじめまして。広報課ロケーション係の宮成です。よろしくお願いします」

「これはご丁てい寧ねいに。私は左さ門もんと申します。種親坊ぼつちゃまのお世話をさせていただいております。お見知りおきを」

　じい──左門は丁寧に会え釈しやくをした。兼城サービスの社員ではなく、あくまでも兼城のお世話係というスタンスらしい。

「では宮成さん、坊ちゃま、私は次に行かねばなりませんので、失礼いたします」

　再び折り目正しく頭を下げた左門は、颯さつ爽そうと踵きびすを返した。

　次ってどこだろう……。

　なんとなく嫌いやな予感を覚えていると、兼城にぽんと背中を叩たたかれた。

「光、早よ広報課行って出所時刻入力してこい。そんでロケ地候補をまわろう。今日は俺の車で行くからな」

　頷うなずく前に腕をとられて引っ張られる。

　もう昨日みたいなことはしないと兼城は言ったが、本当かどうか大いに怪あやしい。

　まあ、行けばわかるか。

　もしまたおかしなことがあったら置いて行けばいいのだ。
















　兼城が高級な社用車で光を連れて行ったのは、市街地から少し離れた場所にある建物だった。ケンジョーの本社が桃栗市にあった頃、倉庫として使われていたらしい。戦前に建てられた煉れん瓦が造りの建物はモダンで、異国情じよう緒ちよすら感じられる。

　少し離れた場所に広い駐ちゆう車しや場じようが完備されており、車での行き来は全く問題なさそうだ。

　車を降りた光は、昨日と同じ青空の下にどっしりと建つ倉庫を見上げた。

　全然ボロくなってないな……。

　とても八十年近く経たっているとは思えない建物だ。

　この倉庫といい、篠田が働いている店が入っているビルといい、桃栗には近代建築がたくさん残っている。ロケ地を探すためにいろいろ調べたので知識として知ってはいたが、目まの当たりにすると、その保存状態の良さに驚く。県が桃栗市にロケーション係を設置してくれと再三催さい促そくしてきたのも頷ける。

　戦前の建物が壊こわされずに残っているのは、都市計画にも兼城家の影えい響きよう力が及およんでいる証しよう拠こだろう。安易に新しい物に飛びつかないで、古くても良い物は大事にしていこうという強い意志が垣かい間ま見える。

　それにきっと経済的な力も大きい。市に頼たよらず、兼城家が金を出してメンテナンスしてきたからこそ、今の街並みがある。昨日、高崎が言っていたように、持てる者にしかできないことは確かにあるのだ。

「ここの所有者は祖父じい様や。管理は俺がしてる。ギャラリーとして貸し出してるねん」

　倉庫に向かって歩きながら説明する兼城に、光は首を傾かしげた。

「ギャラリーって、美術館があるのにか？」

「あそこは気軽に借りられへんやろ。ここは桃栗市民以外でも誰だれでも借りられるんや。今は桃もも栗くり焼やきの展示をやってるけど、事前に言うといてくれたら撮さつ影えいのために空けられるから」

「桃栗焼」

　耳慣れない言葉だったので思わずくり返すと、兼城はニッコリ笑った。

「江戸末期まで作られとった桃栗独自の陶とう磁じ器きや。種継公は陶磁器に興味がなかったみたいで、明治に入って廃すたれてしもてん。俺の母校の大学に桃栗焼の研究をしてはる先生がいてはってな。その先生に協力してもろて、地元の陶器会社がチーム作って復活させたんや」

　へえ、と光は相づちを打った。出入り口の立て看板には確かに、幻まぼろしの桃栗焼、ここに復活！　と書かれている。平日にもかかわらず駐車場がそこそこ埋うまっていたのは、この展示を観みに来た客がいるからだろう。

　倉庫の中へ入った途と端たん、ひんやりとした空気が全身を包んだ。床ゆかは板張りで、壁かべは外観と同じ煉瓦造りだ。光こう沢たくのある布が敷しかれた机の上に、華きや奢しやな陶器が並んでいる。十数人の客が、熱心にそれらに見入っていた。

「けっこうお客さん来てくれてはるな。よかった」

　兼城が安あん堵どしたようにつぶやく。

「あ、チカ君！」

　呼んだ声に振ふり返ると、グレーの作業着を身につけたショートカットの女性が手を振っていた。同い年くらいだろうか。小柄で可愛かわいらしい。

　彼女の側そばにいた五十歳くらいの大柄な男性と、四十代半ばだろう垢あか抜ぬけた印象の男性も、それぞれ、種親君、と呼んだ。

「ちょっとだけごめん」

　光に断って、兼城は三人に歩み寄った。

　二人の男性は親しげに兼城を迎むかえ入れ、賑にぎやかに話し出す。今釉ゆう薬やくの説明をさしてもろてたんや、想像してた以上にいいよ、というやりとりが聞こえてきた。

　その間に、会話の輪からはずれた女性がこちらに向かって歩いてくる。

「すみません、お待たせしてしもて」

　謝りながらも、彼女はなぜかまじまじと光を見つめた。

　僕の顔に何かついてるのか？

　とりあえず愛あい想そ笑いを浮うかべた光に、彼女はなぜか納なつ得とくした顔になった。昨日のタカシさんと同じ反応だ。ペコリと頭を下げた彼女は、胸のポケットから名めい刺しを取り出す。

「私、桃栗焼の工こう房ぼうで働いてるハタノといいます。チカ君とは高校で同じクラスでした」

「はじめまして。市役所の広報課ロケーション係の宮成です。兼城、さんにはロケ地探しに協力してもらってます」

　こちらも自己紹介をし、名刺を交こう換かんする。

　ちょうどそのとき、兼城と男性二人が笑い声をあげた。

　女性と共に思わず振り向くと、三人はやはり親しげに話をしている。

「あっちにいる大柄の男性、うちの社長です。で、もう一人の男性はチカ君が紹介してくれた東京の工業デザイナーさんです。桃栗焼とコラボしてくれはる話が進んでるんですよ」

　ハタノ──畑野の口調には、抑おさえきれない興奮が滲にじんでいた。

　兼城の奴やつ、いろんなことをやってるんだな……。

「桃栗焼の復活のために、チカ君にはほんまに力になってもらいました。融ゆう資しだけやのうて、大学の先生を紹しよう介かいしてくれたり、ほんまやったらうちみたいな小さい会社とコラボなんかしてもらえへん有名なデザイナーさんに連れん絡らくとってくれたり、私らだけではどうにもならんことをたくさんしてくれた。チカ君の信用でここまでこれた部分がほんまに大きいんです」　>>>♥

「畑野、ストップ！」

　男性二人から離はなれてこちらに戻もどってくる途中だった兼城が、慌あわてたように口を挟はさんでくる。

　畑野はきょとんとして兼城を見上げた。

「何？」

「俺の話はせんでええから」

「でも実際、桃栗焼を復活させられたんはチカ君のおかげやろ。さっき左門さんも若様のことは黙だまってるようにて言うて帰って行かはったけど、何なん」

　あーあーあーあー、と兼城は子供のように声をあげた。

「そういう話はほんまにええから。あ、向こうでお客さん呼んではるで」

　倉庫の奥の方で、すみません、と手を振っている年配の女性がいる。

　はい、と返事をした畑野は怪け訝げんな視線を兼城に向けながらも、光に頭を下げた。そしてすぐに女性の下もとへ向かう。

　畑野を見送った兼城はほっと息をついた。

「せっかくやし、ちょっと見て行こか」

　笑え顔がおで腕うでを引っ張られ、ああと頷く。

　どうやら兼城は、光の前で褒ほめられてはだめだと思っているらしい。

　別に強制的に褒めさせてるんじゃないんだったら、かまわないんだけど……。

　畑野は本当に兼城に感謝している様子だった。人脈や金銭面でかなり支し援えんしているのだろう。

　社長とデザイナーにちらと目をやると、双そう方ほうとも先ほどとは打って変わった真しん剣けんな顔で話し込んでいた。もしかしたら具体的な仕事の話になっているのかもしれない。

　桃栗焼、桃栗菜。兼城は一度絶えた桃栗の伝統を復活させようとしているようだ。もしかしたら、他ほかにもいろいろと投資しているのかもしれない。

　けど、何のために？

　桃栗市は町おこしの必要がない豊かな自治体だ。

「見てみぃ、光。きれいやろ」

　陶器を見下ろした兼城が嬉うれしそうに言う。

　薄うすいグレーの陶器に、鮮あざやかな朱しゆや青で花や鳥が描えがかれていた。陶器のことは全くわからないが、上品で、なおかつ華はなやかに見える。

「ああ、きれいだな」

　素す直なおに応じると、兼城はますます嬉しげに頰ほおを緩ゆるめた。陶器に向ける視線はまっすぐで揺ゆるぎない。

「桃栗焼は今は作られてへんこともあって、国内外のコレクターに人気があってな。なかなか手に入れられんかって再現に苦労してん。なんぼ文ぶん献けんが残ってても、いっぺん技術の継けい承しようが途絶えてしもたら、復活させるのはほんまに大仕事や」

「なんでわざわざ復活させるんだ。桃栗焼を作らなくても、会社はやっていけてたんだろ。市の財政的にも、新しい名物を作ってアピールしなくても充じゆう分ぶんやっていけるじゃないか」

　疑問に思ったことをそのまま口にすると、今はな、と兼城は短く応じた。

　そして桃栗焼を見つめたまま続ける。

「他社とやりとりするのに不便やから、ケンジョーの系列会社の関西支社を京都か大阪に移してほしいていう意見がちょっとずつ出てきてるそうや。今までかて内外からそういう意見はあったんやろうけど、父が桃栗で育ってるからな。言いにくい雰ふん囲い気きがあったんやと思う。けど、これからは違ちがう」

　兼城は一度言葉を切った。

　初めて聞く真剣な物言いに圧あつ倒とうされ、相づちすら打てずに耳を傾かたむける。

「種康兄さんと種政兄さんは東京の大学行って、それきり桃栗には帰ってこんかった。種康兄さんの奥さんは東京の人やし、甥おいっ子と今年の夏に生まれる予定の赤ちゃんは、完全な東京育ちになる。桃栗はお父さんの実家がある田舎いなか、程度の認にん識しきや。この前婚こん約やくが決まった種政兄さんも桃栗に戻ってくるつもりはなさそうやから、甥っ子らが大人になる頃ころにはきっと、支社は京けい阪はんに移ると思う。ケンジョーの本社が東京へ移ったみたいにな」

　市史によると、ケンジョーの本社を東京へ移すことを、兼城の祖父はかなり渋しぶったようだ。しかし息子むすこに根気強く説得され、最後には折れた。彼は桃栗を捨てるのかと騒さわぐ社員たちに、直接頭を下げたという。

　さすがの桃栗市も、世の中の流れと全くの無む縁えんではいられないのだ。

「ケンジョーに頼たよりきりでは、桃栗に未来はない。ケンジョーなしでもやってけるように準備しとく必要があるんや。そのためにはケンジョーの名前でもコネでも何でも使うことにしてる。そうやって知名度を上げて採算のとれる商売を増やしていかんと、桃栗はあっという間に過か疎そになるやろう。ええとこ京阪のベッドタウンになるんがオチや。そのベッドタウンで育った子供らかて、仕事がなかったら結局は桃栗を出るしかない。どっちみち桃栗の人口は減る」

　淡たん々たんと言った兼城は、目を細めて陶器を見つめた。

「幸い地場産業に熱心な人らがおってくれて、真剣に取り組んでくれはったおかげで、ちょっとずつ形になりつつあるんや」

　技術にしても野菜にしても、およそ伝統的な物は、一いつ朝ちよう一いつ夕せきでどうにかなるものではないと兼城はわかっているのだ。だからこそ今から金をかけ、労力をさき、使えるコネは使い、未来の桃栗を支える産業を育てようとしている。また、ただ金があるだけではどうにもならないことも、よくわかっている。人もまた貴重な財産なのだ。

　兼城がロケーション係に協力的なのは、観光業にも力を入れたいからだろう。兼城サービスは、ロケーション係の担当が光に決まる前から協力することになっていたのだ。光のためでないのは明らかである。

　兼城がそこまで深く考えているとは思わなかったので、正直驚おどろいた。同時に感心もする。

　桃栗市についていろいろ調べたが、ケンジョーグループの関西支社がよその土地へ移るかもしれないなんて想像もしなかった。工場の閉へい鎖さや支社の移転によって衰すい退たいしていく町が全国各地にあると知っていたにもかかわらず、桃栗だけは別だと思い込んでいた。

　桃栗ボケしてたのは僕の方か……。

　兼城の方が冷静に状じよう況きようを判断している。

　桃栗焼を見つめる精せい悍かんな横顔を、かっこいいな、と素直に思った。

　こいつは今も桃栗の殿との様さまなんだ。もちろん、いい意味で。

「市から予算は出ないのか」

「無理やな。議員さんらのほとんどは、先祖代々桃栗で生きてきた人らや。皆みんなケンジョーにどっぷりで危機感がない」

　兼城の苦く笑しようを見て、課長の顔が思い浮かんだ。

　今朝も兼城が一いつ緒しよだったせいか、気ぃ付けて行くんやで！　と実にいい笑顔で送り出してくれた。──確かに危機感はなさそうだ。もっとも、兼城が見ているのは光たちの世代の、更さらに次の世代の未来だから、想像が及およばなくて当然ともいえる。

「おまえがケンジョーの系列会社に就職しなかったのは、地場産業を育てて、桃栗を強くしようと思ったからか」

　兼城にならって桃栗焼を鑑賞しつつ尋たずねる。

　すると兼城は陶とう器きから視線を離し、まっすぐにこちらを見つめてきた。

「それもある。けど、それだけやない。光に再会したときに、ちゃんとした大人になってたいて思たからや」

　一度言葉を切った兼城は、真剣な口調で続けた。

「ケンジョーグループやのうて他の会社に就職しても、ちゃんとした大人になれるやろう。けどよっぽど公共性のある仕事をせん限り、結局は会社のために働くことになる。俺はどうせ働くんやったら、俺を大事に育ててくれて、光と出会えた桃栗のために働きたいと思た」

　光は言葉もなく兼城を見つめ返した。

　おまえがちゃんとした大人になってたら、嫁よめになってやってもいい。

　自分が言った言葉が、再び耳に甦よみがえる。

　こいつはあんなその場しのぎを真に受けてがんばってきたのか……。

　あきれと同時に微かすかな罪悪感を覚える。

　一方で、胸の奥が熱くなった。

　なんだろう。なんかじんわりする。

　しかし兼城は光が黙だまっているのは怒おこっているせいだと思ったらしい。慌あわてて言葉を紡つむぐ。

「ほんまは、もうちょっといろんなことが具体的に形になってから会おうと思てたんや。今の時点ではまだ中ちゆう途と半はん端ぱやしな。ちゃんとした大人になってから会うて決めてたから」

「……高崎と一緒に東京に来てたのに、顔を見せなかった理由はそれか？」

「ウメに聞いたんか」

　ああと頷うなずくと、兼城はばつが悪そうに頭をかいた。

「まあ、そうや。今でもまだちゃんとした大人になれてないのに、学生の頃なんかもっとあかんやろ。せやから光とウメが話してるんを遠くから見てた」

　見てたのかよ……。

　気付かなかった自分は鈍にぶいのかもしれない。ともあれ兼城がやっていたことは、やはりほぼストーカーである。

　しかし腹は立たなかった。兼城の考えを聞いてしまったせいかもしれない。

　かわりに根本的な疑問が湧わいてくる。

「おまえ、なんでそんなに僕にこだわるんだ。そりゃ小学生のときはいろいろあったかもしれないけど、今は周りともうまくやれてるんだろ。僕じゃなくてもいいじゃないか」

「ええわけないやろ。俺は光が好きなんや。光は転校してからも変わらんと筋を通してた。思いやりがあったのも知ってる。高校んとき、ちっさい子の手ぇ引いて歩道橋の階段上がってた妊にん婦ぷさんの大きい荷物、持ってあげたことあるやろ」

　え、と光は声をあげた。何度かそうして手助けした記き憶おくがある。高校のときにもあったかもしれない。

「なんでそんなこと知ってるんだ」

「見てたから」

　兼城はニッコリと笑って続けた。

「めっちゃ自然に手助けしてて、かっこええなあ、変わってへんなあって嬉うれしいなった。種康兄さんとウメに報告してもろてたから、変わってへんてわかってたけど、実際に自分の目で見て、余計に好きになった。大きいなっていろんなややこしい関かかわりができてく中で、そういう美徳を保ち続けるんがどんだけ難しいか、俺にもちょっとはわかる。せやから俺はずっと光一筋や。光以外は目に入らん」

　きっぱり言い切られて、胸の奥がくすぐったくなる。

　妙みように照れくさい気持ちをごまかすために、光は眉まゆを寄せた。

「困ってる人を助けるのは普ふ通つうのことだろ。別に特別なことをしたわけじゃない。僕はそんなに立派な人間じゃないぞ。保身で動いたこともあるし、さぼったこともある」

「自分で自分をそういう風に言えるとこも、俺は好きや」

　愛いとしげに目を細めた兼城に、光はまたしても言葉につまった。

　兼城はニッコリと笑う。

「桃栗を離はなれんかった理由はもう一個ある。光が戻もどってくるかもしれんから桃栗を離れたなかったんや。せやから戻ってきてくれて嬉しい！」

　今し方までの真しん剣けんな表情はどこへやら、満面の笑えみでがばっと抱だきついてきた兼城を、光は咄とつ嗟さに両りよう腕うででブロックした。負けじと近付いてきた兼城の顎あごを、ぐぐぐと押し返す。

「バカ、やめろ。陶器があるんだぞ、危ないだろ」

「光がおとなしい抱っこさしてくれたら大だい丈じよう夫ぶなんやけど。あ、そうか、恥はずかしいんか。そしたら場所を変えよう！」

「場所を変えればいいってもんじゃないんだよ、コラ、引っ張るな！」

　ちょっとでもかっこいいと思った僕がバカだった。

　やっぱりこいつはバカ様だ！










　一いつ旦たん市街地に戻り、四十年以上前から桃栗で営業しているという食堂で昼食をとった。兼城が幼い頃ころから通っているという店は昭和情じよう緒ちよがあふれており、六十代半ばの店主はもし需じゆ要ようがあるのならロケ地として店を貸してもいいと言ってくれた。懲こりずに光を俺の嫁と紹しよう介かいしかけた兼城の口を強ごう引いんに塞ふさいだが、店主は動じた様子もなくニコニコと笑っていた。

　正直、ケンジョーグループのお坊ぼつちゃまでも、こういう庶しよ民みん的な店で食事をとるんだなと意外に思った。「マロン」は篠田が働いている店だから通うのもわかるが、食堂はただ桃栗にあるというだけなのだ。ちなみに光は兼城と共に、彼の好物だという鶏とりそぼろ丼どんを食べた。甘あま辛からい鶏肉のミンチとふわふわの卵が混ざり合い、実に旨うまかった。

　食堂を出て向かったのは、歩いて五分ほどの距きよ離りにある花街だ。

　江戸時代の多くの藩はんと同じように、桃栗の城下にも花街が存在した。街は明治維新以降も存続し、今も料りよう亭ていや茶屋が営まれている。利用するのは主にケンジョーの系列会社だという。

　建物の多くは木造で、明治大正というより江戸の風ふ情ぜいをそのまま残していた。一方で、ところどころコンクリートの建物もあり、不思議なモダンさを醸かもし出している。

　小学生の頃には知らなかった世界だな……。

　一通り花街の周辺を歩いた後、案内されたのは、どっしりとした門構えの店だった。

「ここは江戸から続く一番古い老舗しにせの料亭や。俺もけっこう来こさしてもうてる」

　お屋や敷しきといってもいい純和風の建物まで、漆しつ黒こくの玉たま砂じや利りが敷しかれている。屋根の向こうに松が見えているから中庭があるのだろう。看板は出ておらず、一いち見げんの客はここが料亭だと気付かないはずだ。

「おまえ、こんなとこで遊んでるのか」

　思わず門の前で立ち止まった光に、つなぎを着た兼城も足を止めた。

「一人では来たことないで。来るときは祖父じい様と一いつ緒しよや」

　なるほど、ここは代々の兼城の殿との様さまが遊ぶ場所だったらしい。落ち着いた雰ふん囲い気きの料亭に全く怯ひるむ様子がない兼城は、本物の「若様」なのだと改めて実感する。

「ほんとに撮さつ影えいに貸してもらえるのか？」

「ああ。女将おかみに頼たのんだらＯＫやて。ただし昼間限定やけどな」

　兼城はあっさり応じる。

　女将も兼城の若様の頼みは断れないよな……。

　そんなことを思っていると、ふいに引き戸がカラリと開いた。

　中から出てきたのは、上品な着物を纏まとった中年の女性と、上下白の調理服を身につけた三十代くらいの男、そしてなんと高崎だった。女性と男性は高崎を見送るために出てきたらしい。

「おう、チカ、宮成」

　こちらに気付いた高崎の横で、女性がまあまあと声をあげた。

「若様、お越こしやす」

　兼城に頭を下げた後、光にも会え釈しやくをする。行き届いた優ゆう雅がな仕草だ。

　ご無ぶ沙さ汰たしております、と女性の横で深々と頭を下げた男に、兼城は鷹おう揚ように頷いてみせた。

「こんにちは。ウメはなんでここにおるんや」

「上司と一緒に顔出した商工会の集まりで女将に会うてな。マサヤさんが東京に出はることが正式に決まったて聞いて、帰りにちょっと寄ったんや」

「若様にもご隠いん居きよ様にもかわいがっていただいてたのに、ほんまにすんません」

　男が身を縮めるようにして謝る。彼がマサヤさんらしい。

　兼城は鷹揚に笑って手を横に振ふった。

「いやいや、謝ってもらうようなことやない。よかったな、マサヤさん。祖父様も喜ぶわ」

　兼城も嬉しそうだ。明らかに年上のマサヤさんに、彼は敬語を使わなかった。にもかかわらず失礼な感じはしない。マサヤさんにとっても女性にとってもそれが当たり前らしく、気にする素振りはなかった。

「声をかけていただけたんはお殿様のおかげです。ほんまに、ありがとうございました」

　再び頭を下げた男の横で、女性も頭を下げる。

「ご隠居様には板長と一緒に、改めてご挨あい拶さつに伺うかがいますので」

　ご隠居様というのは兼城の祖父で、お殿様というのは兼城の父のことだろう。どうやらこのマサヤさんという人物──恐おそらく板前だ──が、兼城の父親の口ききか紹介で、東京に店を出すらしい。

「そしたら俺は役所に戻るわ。女将、マサヤさん、邪じや魔まして悪かった」

　やはり敬語を使わなかった高崎に、いえいえ、お気を付けて、と二人は丁てい寧ねいに頭を下げる。

　そういえば高崎も国家老の息子むすこなんだった……。

　古い町並みも手伝って、パラレルワールドに紛まぎれ込んでしまったかのようだ。

　またな、と軽く手をあげた高崎に、またな、と兼城も手を振って応じる。

　光も手をあげていると、女将がふとこちらに視線を向けた。

「若様、そちらの方は……」

「ああ、紹介する。俺の」

「市役所の広報課ロケーション係の宮成と申します。今日はご協力をお願いしに来ました」

　兼城に最後まで言わせず、光は自己紹介して頭を下げた。

　すると女将はまた、まあまあと声をあげた。柔やわらかな瞳ひとみが失礼にならない程度に、しかし抜ぬけ目なく光の全身を眺ながめる。マサヤさんも遠えん慮りよがちながら、こちらを見た。

「はじめまして、女将のミスズです。若様にはいつもお世話になっております」

「タチバナマサヤと申します」

　女将とマサヤさんは、なぜかニッコリ微笑ほほえんで兼城を見上げた。

　兼城は満足そうに頷うなずく。

　なんだろう、この全部わかってますよっていう雰囲気……。

　三人とも口に出しては何も言っていないので、僕は兼城の嫁よめじゃありませんから、と否定するわけにもいかず、光は眉まゆを寄せた。

「せっかくお越しくださったんや、上がってっておくれやす。宮成さんも、さ、どうぞ」

「あ、はい。ありがとうございます。お邪魔します」

　女将に促うながされ、光は門の中へ足を踏ふみ入れた。隣となりを歩く兼城をちらと見上げる。

　鋭するどいラインを描えがく頰ほおは嬉うれしげに緩ゆるんでいた。

　東京で出店の誘さそいがあるくらいだ、マサヤさんはきっと腕がいいのだろう。いずれこの料亭を支える存在として、将来を嘱しよく望ぼうされていたに違ちがいない。

　残念というか、悔くやしくないんだろうか。

「何や、どうした」

　光の物言いたげな様子を察知したらしく、兼城が尋たずねてくる。

　人の話を全く聞いていないかと思えば、妙みように鋭いときもあるから油断できない。

「あの板前さん、桃栗を出て行くんだろ。引き止めないのか」

　女将の少し後ろを歩くマサヤさんの背中を見ながら尋ねると、兼城は微笑んだ。

「東京で活かつ躍やくできる人はどんどん上京するべきやろ。桃栗で暮らしてたらできんこともいっぱいあるし、桃栗で生まれても、桃栗が合わん人もいるやろうしな。人それぞれや」

　光は瞬まばたきをして兼城を見た。桃栗が合わない人、という言葉が兼城の口から出たのが意外だった。俺が素す晴ばらしいと思うものは、皆みんなも素晴らしいと思って当たり前、と考えているものと思っていたのだ。

　兼城は穏おだやかに続ける。

「俺は、桃栗で暮らしたい人が都会へ出んでも桃栗で暮らしていけるようにしたいんや」

　若者が皆、都会へ出たいわけではない。地元で暮らしたい人も大勢いる。また、一度は都会へ出ても、合わなかったり夢破れたりして、戻もどってくる人もいる。

　しかし仕事がないために結局は都会へ出ざるをえないのが、一いつ般ぱん的な田舎いなかの現実だ。

　兼城はケンジョーグループが去った後の桃栗が、そうならないようにしたいのだろう。

「それに、外で活躍する桃栗出身者が、桃栗に仕事と人を運んできてくれる可能性は大いにあるからな。現に畑野の会社に紹介したデザイナーさんは桃栗の出身や。そんでケンジョーともつながりがあってん」

「そうなのか……」

　兼城は一人一人に人生があるとわかっている。それがたとえ桃栗を否定するものであっても、兼城はその「否定」を否定しない。

　──やっぱりかっこいいじゃないか。

　うっかり感心してしまった自分にムッとしながら、広い上がり口に腰こしを下ろして靴くつを脱ぬぐ。

　すると隣で同じく靴を脱いでいた兼城が、いそいそとこちらを覗のぞき込んできた。

「ちなみに祖父様はこの料亭で祝しゆう言げんあげたんや。俺らもここで式やってもええな」

　頓とん珍ちん漢かんなことを言い出した兼城を、光はキッとにらんだ。

「式なんかあげるわけないだろ」

「え、なんで？」

「僕はおまえの嫁にはならないからだ」

「光はほんまに恥はずかしがりやなあ。照れんでもええて」

「照れてない！」










　次に兼城が向かったのは、隣の市に近い場所にある連なった山だった。兼城家の菩ぼ提だい寺じと、寺の更さらに奥にある吊つり橋へ行くという。

　木造の立派な本堂と、重要文化財に指定されている仏像がある寺はチェック済みだったが、吊り橋の存在は知らなかった。やはり地元の人しか知らない場所というのはある。もっとも、兼城だから知っているのかもしれないが。

「吊り橋は下の川まで十二メートルくらいや。けっこう迫はく力りよくあるで」

　兼城は車を運転しながら説明する。

「道路から橋までの距きよ離りは？」

「だいたい五、六百メートルやな。機材を運ぶのにも演者さんが移動するのにも便利やろ」

「確かに近いな」

　メモをとりながらつぶやく。兼城が運転してくれるおかげで、移動中にカメラのチェックやメモができるのはありがたい。

「寺の方は和尚おしようさんに話通してあるから。光は挨拶だけしたらええ」

「おまえ、和尚さんに無理を言ったんじゃないだろうな」

「言うてへんで。和尚さんは俺の考えに賛同してくれてはるから、ロケを誘ゆう致ちして、少しでも桃栗に足を運んでくれる人が増えたら嬉しいて言うてくれはった」

　そうか、と頷いた光は窓の外へ目を向けた。

　山やま裾すそぎりぎりまで、田植えが終わったばかりの田んぼが広がっている。ぽつぽつと民家も見えるが、人通りも車の行き来もほとんどない。市街地から十五分ほど車を走らせただけでこの風景だ。桃栗市が田舎であることを改めて実感する。

　だからこそ、兼城は危機感を持っているのだろう。ケンジョーグループが去れば、桃栗は何の特産品もない、ただの田舎町になってしまう。

「あれ？」

　ふいに声をあげた兼城はスピードを緩めた。

　あぜ道に野の良ら着ぎを着た老ろう婆ばが座り込んでいる。うつむいて動かない。

「光、ちょっと止まってもええか」

「いいに決まってるだろう」

　頷いてみせると、兼城は嬉しそうな顔をした。すかさず道みち端ばたに車を停とめ、運転席を降りる。そして一目散に老婆に駆かけ寄った。

　こういうとこ、昔と変わんないな。

　助手席を降りて兼城の後に続きながら、光は小学生の頃ころのことを思い出した。

　兼城は当時も、困っている人を見かけると助けていた。光が妊にん婦ぷの手助けをしているところを見たと兼城は言っていたが、彼自身、老人の荷物を持ってあげたり、バスに乗ろうとしている妊婦に手を貸したり、ごく自然に人助けをしていた記き憶おくがある。

　弱い者いじめをしている上級生を止めに入ったところも見た。そんなことをして恥ずかしくないのか、と上級生相手に言い放っていた。

　さすがお坊ぼつちゃま、仕返しを気にしなくていいから何でもできるよな、と少しあきれた。

　しかし同時に、感心したことも事実だ。たとえお坊ちゃまでも皆が皆、兼城のようにできるわけではないだろう。兼城がまっすぐな性格だったからこそできたことだ。

　だから嫁になれと言われても、完全に嫌きらってしまえなかった。

「おい、どうした、大だい丈じよう夫ぶか？」

　兼城が声をかけると、はあ、と老婆はうつむいたまま頷いた。

「ちょっと、腰が……、あれえ、若様！　アイタタタ……！」

　大きな声を出したのが仇あだになったらしく、老婆は腰を押さえる。

　兼城は苦く笑しようしつつも、しゃがみこんで彼女を支えた。

「今、家に誰だれかいてるか？」

「お、おりません……、息子むすこも、嫁も、仕事で……」

「そしたら病院へ行った方がええな。よし、乗れ」

　言って、兼城は迷うことなく老婆に背を向けた。

　ひええええ、と老婆は悲鳴のような声をあげる。

「め、滅めつ相そうもない、若様におぶっていただくなんて、そんな、恐おそれ多いこと……！」

「ええから乗れ。そんなとこに座ってたら体が冷えて、余計に具合が悪なるぞ」

「けど私、泥どろだらけで……、若様のお召めし物が、汚よごれてしまいます……」

「これは作業着やから汚れてなんぼや。光、婆ばあちゃんを俺の背中に乗せてやってくれ」

　やりとりを見守っていた光は、ああと頷うなずいた。

　僕が背負ってもいいけど、あぜ道は慣れてない。

　ここまで走って来ただけでも、一度足が滑すべった。兼城の方が安全に彼女を運べる。

「ちょっと失礼します」

　声をかけてから、老婆を脇わきから支えて兼城の背にもたれさせた。

「すんません、ほんまにすんません」

「ええから、しっかりつかまってるんやぞ」

　ひたすら謝る老婆に声をかけた兼城は、想像していたよりも軽々と立ち上がった。そしてやはり危なげなく歩き出す。きっと大学を卒業した今も、体を鍛きたえているのだろう。

　そういえば、不意打ちで抱だきしめてきたときの体は硬かたくひきしまっていた。

　なぜか急に熱くなってきた頰ほおを軽く叩たたいていると、老婆が両手を合わせて拝み出した。

「ああ、もったいない、もったいない……、兼城の若様におぶっていただくやなんて……」　>>>♥

　光はあきれるよりも驚おどろいた。年配の市民にとって、兼城家はいまだに殿との様さまなのだ。

　いや、尊敬される殿様であり続けられるよう、代々の当主が努力してきたのだろう。

　今、その役割を兼城が担になっている。

「光、トランクに毛布が積んであるから出してくれ」

「わかった」

　頷いて車のトランクを開けると、確かに毛布が二枚入っていた。二枚とも取り出し、一枚を後部座席に敷しく。座席に直じかに座るよりこちらの方が暖かいし、腰への負担も少ないだろう。

「よし、いいぞ」

　兼城に声をかけ、彼が老婆を下ろすのを手伝う。

「アイタタタタ、す、すんません、ほんまに……」

「気にしなくていいですから。これで大丈夫ですか？　もう少し背もたれを倒たおしましょうか」

「はあ、いえ……、こんで、なんとか、大丈夫です」

　そうですか、と頷いた光は、泥で汚れた彼女の膝ひざにもう一枚の毛布をかけた。

「もし辛つらくなったら遠えん慮りよなく言ってくださいね」

「はあ、すんません。お付きの方にまでご親切にしていただいて……」

　恐きよう縮しゆくする老婆に、そんな場合ではないとわかっていながら思わず噴ふき出してしまった。

　一方の兼城は、ハハハ、と豪ごう快かいに笑う。

「違ちがう違う、光はよう気がつくし優やさしいけど、お付きやないぞ。俺の嫁や」

「へ、お、奥方様で……。これは失礼なことを……」

　腰の痛みで混乱しているせいか、「若様」におぶってもらった衝しよう撃げきからか、老婆は真しん剣けんに謝る。

　強く否定する気にはなれず、光は苦笑した。

「僕は奥方じゃありませんよ。──おい、くだらないこと言ってないで安全運転で行けよ」

　運転席の兼城をにらんだ光は、老婆の横に腰こしを下ろした。側そばにいた方が、何かあったときに対処しやすい。

「おう、任せとけ」

　兼城はやはり笑いながらエンジンをかけた。

　それから十五分ほどで、市街地にある大きな病院に着いた。車の揺ゆれをあまり感じることがなかったのは、高級車だからというだけでなく、兼城の運転のテクニックのおかげでもあるだろう。おかげで老婆の腰の痛みが悪化することはなかった。

　駐ちゆう車しや場じように車を停めた兼城は、再び老婆を背負った。もちろん光も手伝った。救急口から入ると、看護師が飛んできて老婆を処置室に連れていった。彼女は別れ際ぎわまで、ありがとうございました、ありがとうございましたとくり返し礼を言った。

　その後、兼城は老婆に聞いていた家族の連れん絡らく先に電話をかけた。相手は相当驚いたようだ。わ、若様！　と焦あせって叫さけぶ声がスマホから漏もれ聞こえてきた。

　兼城は更さらに寺にも電話をかけた。事の次し第だいを説明し、予定より一時間ほど遅おくれると言う兼城に、和尚はいつでもどうぞと応じてくれたようだ。

「遅おそうして悪かったな。さあ、行こか」

　何事もなかったかのように言って、兼城は車に向かってスタスタと歩き出した。

　どうや、俺に惚ほれ直したやろ、ぐらいのことは言われるかもしれないと思っていたので、拍ひよう子し抜ぬけする。兼城にとっては当たり前の行動だから、自じ慢まんするという発想がないのかもしれない。

　やっぱりちょっとかっこいい。

　兼城は光のことを過か剰じように褒ほめていたが、彼の方が幼い頃の美点をそのまま持っている。

　悔くやしいような、それでいてこそばゆいような複雑な気分になっていると、途と中ちゆうで行きかった老ろう爺やが、若様、と驚いたように呼んだ。

「どうしなはったんですか、どっかお悪いんですか」

「いやいや、俺は元気や。怪け我が人の付き添そいで来ただけ」

　にこやかに応じた兼城に、彼は胸を撫なで下ろす。

「そうなんですか。ああ、よかった」

「心配してくれてありがとうな。爺じいちゃんこそ、体大事にしてや」

「はい、はい。ありがとうございます」

　老爺は感激したように何度も頷き、深々と頭を下げる。

　兼城が通りすぎても頭を下げたままの彼に会え釈しやくをした光は、ところどころ泥で汚れた広い背中に追いついた。

「さっきの人、知り合いか？」

「いや、知らん。けど俺を知ってて心配してくれるなんてありがたいことや。せやし爺ちゃんにも元気で長生きしてほしいなあ思て」

　あっさり言ってのけた兼城に、胸の奥がムズムズするような、不思議な感覚が湧わいた。

　なんだこれ。

　なんだかわからないが、急に居い心地ごこちが悪くなる。

「……この若様め」

　小さくつぶやいた光は兼城を追い越こし、車に駆かけ寄った。

　背後から兼城の声が追いかけてくる。

「え、なんや？　なんか言うたか？」

「うるさい！　何でもない！」










　それから十日ほどの間、兼城は光を桃栗市内の様々な場所へ連れて行った。一ヶ月以内にロケーション係を立ち上げなければいけないこともちゃんと知っていて、土日も休み返上で付き合ってくれた。

　兼城が案内してくれる場所は建物にしろ、屋外にしろ、どこもきちんと手が入れられていた。手つかずの自然とよく言うが、田畑や里山は、本当に放っておいたら荒あれ放題になってしまう。人がまめに手入れをしているからこそ、美しい景観が保てるのだ。

　正直、市役所の試験に受かったときは、桃栗を時代遅れの田舎町だと思っていた。が、光は早々に認にん識しきを改めた。桃栗は他ほかの地方都市と比べ、おかしなところや随ずい分ぶんと変わっているところもあるが、素す晴ばらしい町であることは間違いない。桃栗で働けてよかったと素直に思えた。

　ロケ地候補の状態を調べて写真を撮とるだけでなく、使用許可を得るために所有者を訪ねたり、警察や法務局、県の土木事務所の出張所にも足を運んだ。兼城が一いつ緒しよだったからか、どこへ行っても対応は丁てい寧ねいだった。

　でも、兼城が若様だって知らない人もいたからな……。

　兼城には、なんとなく邪じや険けんにしてはいけない雰ふん囲い気きがある。

　同時に、兼城は多くの人に慕したわれていた。恐おそらくロケ地候補の関係者全員が、坊ぼつちゃまを褒めないようにと左門に言われていたはずなのに、兼城への好意と感謝の気持ちを隠かくさなかった。

　そこから見えてきたのは、桃栗のために惜おしみなく尽じん力りよくする姿だけではない。兼城の商売のセンスの良さも明らかになった。何をどう売れば商売になるかという発想と、それを実行に移す行動力が半はん端ぱではない。要するに、相当なやり手なのだ。

　それなのに威い張ばることもないし、己おのれの功績をひけらかすこともない。何度注意しても、光を俺の嫁よめと紹しよう介かいするのをやめないのには閉口したが、それ以外は実に頼たのもしい案内人だった。

　兼城がかっこいいのは、もう認める。認めざるをえない。

　けど、兼城をかっこいいって思う度たびに、ムズムズするみたいな落ち着かない感じになるのは何なんだ。

「おお、凄すごいな、宮成君。ようできてるやないか！」

　背後から感心したような声が聞こえてきて、光は驚おどろいて振ふり向いた。

　歩み寄ってきたのは課長だった。ポロシャツに綿のパンツという休日スタイルだ。

「お疲つかれ様です。課長、今日はお休みだったんじゃ」

「宮成君、日曜も出るて言うてたやろ。先週も休みなしやったし、気になってな」

　日曜日の午後二時。窓から穏おだやかな日の光が差しこんでいる。暑くもなく寒くもない、すごしやすい気候だ。他の職員は休んでいるので、室内はガランとしている。

　課長は光の隣となりにどすんと腰を下ろし、デスクの上のパソコンを覗のぞき込んだ。画面には作りかけのロケーション係のサイトが表示されている。今日はこの作業をしたかったので、兼城の案内は断った。

「わし、パソコン関係は全然わからへんのや。他の職員もメールやらツイッターはできても、こういうのを作れる者もんはいてへんし、やっぱり宮成君にロケ係になってもろてよかったわ」

「ほんとは僕みたいな素人しろうとのにわか作りじゃなくて、ちゃんとプロにデザインしてもらった方がいいと思うんですけど」

「かまへんかまへん。こんで上等や。あ、これ差し入れ」

　課長が小さな紙かみ袋ぶくろを机の上に置く。どうやら光一人にロケーション係を任せていることを、少しは気にしているらしい。

　ありがとうございます、と礼を言って紙袋を覗き込むと、たい焼きが入っていた。焼き立てらしく、ほくほくと湯気がたっている。

「これ、中なか西にしのたい焼きですよね。気を遣つかわせてすみません」

「お、中西を知ってるんか」

「はい、兼城、さんに地元の人気店だって教えてもらいました」

　市役所の近くにある中西も、五十年ほど前から営業しているという。バタバタしていてまだ一度も買ったことはないが、中西のたい焼きは兼城の好物だそうだ。

「兼城さんて、ケンジョーグループの御おん曹ぞう司しなのに、庶しよ民みん的な食べ物が好きですよね」

　明日あしたは案内してくれなくていいと告げたときの、兼城の情けない顔を思い出す。先週も付き合ってもらったし今回はいいよ。また月曜から頼む。そう言うと、意外にあっさり引き下がった。光の仕事の邪じや魔まをしてはいけないと思ったのかもしれない。

　ああ、そやなあ、と課長は頷うなずいた。

「種継公が初等教育は平民と同じ学校で受けさせよ、ていう家訓を残さはったらしいから、その影えい響きようもあるやろな。けどまあ、東京にいらっしゃる種康坊ちゃんの息子むすこさんは、向こうの有名な私立の幼よう稚ち園えんにお受験して入られたて聞いたさかい、それも種親坊ちゃんらの代までの話やと思うわ。それに大人になってもわしら市民に溶とけ込んでおられるんは、種親坊ちゃんだけやし」

　兼城を「種親さん」ではなく「種親坊ちゃん」と呼んでいるあたり、課長は完全に休日モードのようだ。一緒に食べませんかとたい焼きの袋を差し出すと、嬉うれしそうにひとつ手にとる。

「なんでも、将来は好きな人と桃栗で暮らすからどんなことでも知っておきたいんやておっしゃって、お小さい頃ころから好んで町歩きをされたそうやさかい。けどまさか宮成君が、種親坊ちゃまの意中の人やとは思わんかったけどな」

　たい焼きのパリパリに焼けた皮の香こうばしさと、たっぷり入った餡あん子このほどよい甘さを堪たん能のうしていた光は、ゴホ、とむせた。

「どうした、大だい丈じよう夫ぶか」

「だ、大丈夫、です……、けど……。なんで、僕だって……」

　たい焼きを持っていない方の手で背中を撫でてくれる課長に、尚なおも咳せき込みながら尋たずねる。

　しかしその問いは、あ！　という課長の大声に遮さえぎられた。

　驚いて振り返ると、ドアのところに兼城が立っていた。仕事のときに着ているつなぎではなく、長なが袖そでのＴシャツにパンツという軽装だ。

　その姿を見た瞬しゆん間かん、課長は光の背中から勢いよく手を離はなした。たい焼きを持ったまま、バンザイの恰かつ好こうをする。

「何もしてません、はい、誓ちかって何も！」

「光には触さわってもろてるけど、俺かて自分からは光に触ったことないのに……」

「はあ？　何言ってんだ、僕はそんなこと」

　誤解を呼びそうな物言いに、慌あわてて反論しかけた光はハッとした。

　いや、確かに自分から兼城に触っている。俺の嫁と紹介される度、彼の口を手で塞ふさいできた。

　こいつ、まさかそれが嬉しくて俺の嫁って言うのをやめなかったのか？

　単純というかバカというか……。

「そしたら宮成君、がんばってな！　坊ちゃん、天に誓ちこて何もしてませんから。私はこれで失礼します。どうぞごゆっくり！」

　ペコペコと兼城に頭を下げた課長は、脱だつ兎との如ごとく部屋を出て行った。

　兼城はそれを子供のようにむくれた顔で見送る。

　初めて見る兼城の私服姿は、スラリとした長身と長い手足が強調されていて、ファッション雑誌から抜ぬけ出てきたかのようだ。しかし表情のせいで男前が台無しである。

「なんだ、何か用か」

　咎とがめる気も失うせて問うと、兼城はムッとした表情のまま歩み寄ってきた。

「仕事、いつ終わるんや」

「あと一時間ぐらいで切り上げようと思ってるけど」

　言って、食べかけだったたい焼きを齧かじる。

「あ、中西のたい焼き」

「課長の差し入れだ。食べるか？」

「食べる」

　紙袋を差し出すと、兼城はひとつ手にとった。先ほどまで課長が座っていた椅い子すに腰こしを下ろし、いただきますとつぶやいて、むしゃむしゃとたい焼きを頰ほお張ばる。

　律りち儀ぎにいただきますと言ったのもおかしかったが、不ふ機き嫌げんそうに寄っていた眉まゆが、少しずつ緩ゆるんでいくのもおかしい。本当に中西のたい焼きが好きなようだ。

「やっぱり中西のたい焼きは旨うまいな！　茶はないのか？」

「……今出してやる」

　光はため息をついて立ち上がった。自分も飲みたいと思っていたから別にかまわないが、こういう世話を焼いてもらっても悪びれないところは、いかにも殿との様さまだ。

　隣りん接せつしている給湯室へ向かうと、光、と呼ぶ兼城の声が背後から追いかけてきた。

「仕事終わったら時間あるんやろ。銭湯行かへんか？」

「銭湯？」

「うん。そこもロケ地候補や。昔ながらの番台とかマッサージチェアとかが残ってる。仕事中に銭湯入るんはどうか思て後まわしにしてたんや」

　冷蔵庫からペットボトルの茶を取り出しつつ、へえ、と光は相づちを打った。マンションの狭せまいユニットバスより広い銭湯の方が、パソコン仕事で凝こった体を解ほぐすのには持ってこいだ。

「わかった、行く」

「ほんまか！」

　わざわざ給湯室の出入り口にまで飛んで来て確かく認にんした兼城を不ふ審しんに思いつつも、ああと頷いてみせる。次の瞬間、兼城は物凄い勢いで踵きびすを返した。

「ちょっと電話！」

　広報課の部屋から飛び出したらしく、あ、もしもし、俺や！　と誰だれかに呼びかける声が遠くから聞こえてくる。

　なんだあいつ。せっかく僕が淹いれてやってるのに、茶はもういいのか？










　なんて、吞のん気きに茶のことを考えてた僕がバカだった……。

　目の前には、木製のロッカーを備えた脱だつ衣い所じよが広がっている。隅すみの方に二台並んでいるこげ茶色のマッサージチェアは相当な年代物だ。番台の側そばには冷蔵のガラスケースが置いてあり、瓶びん入りのフルーツ牛乳とコーヒー牛乳が並べられている。先ほど見せてもらった風ふ呂ろ場ばには、見事な富士山が描えがかれていた。

　昔懐なつかしい銭湯の風景だが、問題は客が一人もいないことだろう。つい先ほどまで番台に座っていた主あるじも外へ出てしまった。つまり、兼城と二人きりだ。

　しかも風呂に入るということは、裸はだかにならなければならない。おまえは俺の嫁よめだと言って憚はばからない男の前で、だ。

　我われながら迂う闊かつすぎる……。

　兼城が思いの外かっこよくていい奴やつだったのと、銭湯がロケ地候補だと言われたことで、完全に油断していた。

「さあ、光！　入ろう！」

　既すでに上半身裸の兼城が満面の笑えみを向けてきた。女性ならずとも男でも憧あこがれそうな、ひきしまった筋肉質な体だ。やはり鍛きたえているらしい。

「……貸し切りにしたのか」

「ああ。けど一時間だけや。早はよせんと時間終わってまう。さあ、光！　脱ぬげ！」

「うるさい」

　一言で切って捨てた光は、仁に王おう立ちで腕うでを組んだ。

　光も男だ。もし襲おそわれそうになったら、急所に蹴けりを入れて撃げき退たいするぐらい造作もない。

　けど兼城はたぶん、そんなことはしない。

　十日近く二人で行動してきたのだ。いくらでもチャンスはあったはずなのに、兼城は何もしてこなかった。嫁だの一筋だのと口では言えても、基本育ちが良いので強行できないのだろう。

　そのかわり、物もの凄すごく裸を見られる予感がする。

　なにしろ兼城の精せい悍かんな顔には、俺は物凄く光の裸を見るつもりです、と書いてある。

「兼城、おまえ一人で入れ」

「ええっ、なんでや。せっかく貸し切りにしたんやから一いつ緒しよに入ろうや」

「いや、遠えん慮りよする。僕はオーナーさんと交こう渉しようしてくるから」

　きっぱり言い切ると、光、と焦あせったように呼ばれた。

「そしたら足だけ、足だけ入れ」

「足だけ？」

「そう、足だけ！」

　大きく頷うなずいてみせた兼城に、光はわずかに首を傾かしげた。

　足だけなら、まあいいか。

「わかった。じゃあ足だけな」

　応じた瞬間、ぱああああ！　と兼城の顔が輝かがやいた。

　なんか良くない予感がするんだけど……。

　不審に思いつつも、光はズボンの裾すそを折り曲げた。続けて靴くつ下したを脱ぎ、ロッカーの中のボックスへと入れる。少し考えてシャツも脱ぐことにした。足だけといっても風呂場は熱気がある。シャツを着ていては暑いだろう。下にＴシャツを着ているから、上半身を見られる心配はない。

　ていうか、僕の裸なんかほんとに見たいか？

　中学高校とサッカー部で、大学でも学祭の実行委員会の他ほかにフットサルサークルに入っていたから、それなりにひきしまっているとは思う。が、特別どうということはない男の体だ。

　シャツのボタンをはずす指先に視線を感じて、光はさりげなく兼城の様子を窺うかがった。

　目が若じやつ干かん血走っている。

　──あ、ほんとに見たいんだ。

　急に居い心地ごこちが悪くなって、光はぶっきらぼうに尋たずねた。

「なんだ」

「いや、何でもない」

　一度は明後日あさつての方を向いた兼城だったが、シャツの袖そでから腕を抜いたところで、またこちらを見た。そしてなぜか両手を差し出してくる。

「シャツ、クリーニングに出しといたる」

「え、いいよ、そんなの。自分で洗うから。着き替がえ持ってきてないし」

「着替えは新しいの用意するから。ほら」

　尚なおも両手を突つき出す兼城を、光はじっと見つめた。

　兼城はふいと視線をそらす。桃栗の未来のために動いているときとは大おお違ちがいだ。子供っぽいというか、やはりどうにもバカっぽい。

　あちこちに視線を飛ばしつつも、差し出した手は一向に引っ込めようとしない兼城を、光はにらみつけた。

「おまえ、何かやましいことを考えてるだろう」

「や、やましいことなんて、何も考えてへん」

「じゃあなんでそんな挙動不審なんだ」

「挙動不審て、そんなことないやろ」

　不毛な言い合いをしていると、そろりと番台の横の戸が開いた。

　顔を覗のぞかせたのは口くち髭ひげの男──左門だ。その腕には新品らしいシャツやパンツ、恐おそらくは下着類まで衣服一式が抱かかえられている。

　脱衣所にいる兼城と光を見た彼は、しまった、という顔をした。

「これは失礼しました」

「ちょっと待ってください！」

　すぐに戸を閉めようとした左門を引き止める。

　思わず、という風に固まった左門に、光はつかつかと歩み寄った。

「それ、兼城の着替えじゃないですよね。僕の着替えですか？」

「はい、左様です」

　左門はばつが悪そうに頷く。どうやらこの銭湯に一緒に入るのは、「じい」も巻き込んでの作戦らしい。光はため息を落とした。

「せっかく用意していただいたのに申し訳ないですけど、足だけ浸つかることにしましたから、着替えは必要ないです。シャツも今着てるのを着ますから持って帰ってください」

「そんなっ……！」

　悲ひ愴そうな声を出した左門は、がっくりと膝ひざを折った。く、と喉のどを鳴らして目め許もとを押さえる。

　泣いているらしい。

　え、なんで？

　ぎょっとした光の背後で、兼城が素す早ばやく動く気配がした。

「俺、風呂入ってくるな！」

　振ふり返った先に見えたのは、すりガラスの戸の向こうへ飛び込む全ぜん裸らの兼城の後ろ姿だった。

　なんだあいつ……。

　うう、という嗚お咽えつが聞こえてきて、慌あわてて左門に向き直る。

「あの、左門さん、どうしたんですか」

「光様……！」

　いきなり様づけで呼ばれたことにも驚おどろいたが、何よりひしと見上げてきた左門の顔が泣き濡ぬれていて、思わず引いてしまう。

「それでは若様があまりに不ふ憫びんです……！　若様はあれで随ずい分ぶんと我が慢まんなさってるんですよ……。下着とは申しません……。せめて、せめてシャツなりとも若様に差し上げてください……！」

「はあ……」

　下着じゃなくてシャツを兼城にプレゼントしろってことか？　なんで？

　意味がわからなくてぽかんとしていると、左門は涙なみだ目めで光の手を強く握にぎった。

「約束ですよ、光様。そのシャツを必ず若様にお渡わたしください。もし恥はずかしいとおっしゃるんでしたら、今、この左門がお預かりします」

「シャツって、このシャツですか？　でもこれ僕のシャツなんですけど」

　手に持ったままでいたシャツを掲かかげて言うと、左門は厳げん粛しゆくな顔で頷いた。

「もちろん存じております。あなた様のシャツやからこそ、若様に差し上げてくださいと申し上げてるんです。体をお許しならへんのでしたら、せめてシャツなりとも若様にお渡しくださるのが人情というもんでしょう」

　ほろりと涙をこぼした老紳しん士しを、光は大きく瞬まばたきをして見下ろした。

　つまり、「オカズ」をよこせ、と左門は──否いな、兼城は言っているのだ。

　クリーニングに出すなんて噓うそだった。光の衣服を持ち帰るつもりだったのだ。

　光は兼城がいる風ふ呂ろ場ばの方をゆっくりと振り返った。地の底から這はいあがってくるような低い声で呼ぶ。

「兼城ー！」

「せやかて光、直接触さわったら怒おこるやろ。それやのに、どんどんかわいい顔するようになってきて、ムラムラが止まらんようになってきて。せやからせめて匂においのする物もんをやな」

　風呂場の中からぼんやりと聞こえてきた言い訳になっていない言い訳に、ぷち、とこめかみの辺りで何かが切れた。

「このバカ様！　変態！」

　光ぅ、という情けない声がして、全裸の兼城が風呂場から飛び出してくる。

「わ、バカ！　タオルで隠かくすぐらいしろ！」

「何をおっしゃいます光様、若様は決してバカではございません！　むしろこれ以上ないほど心身ともに健康な成人男性です！」

「やましい気持ちがあったんは認めるけど、めっちゃピュアなやましい気持ちやから！」

　前門の全裸男、後門の涙男。

　進むも地じ獄ごく、戻もどるも地獄の状態に、光は進退窮きわまった。










　全裸でわけのわからない言い訳をする兼城と、それをフォローしようとして逆に深みにはまる左門の相手をして、パニック状態から脱だつするのに要した時間は十分。

　兼城に巻き込まれただけの左門には帰ってもらった。最後まで、そのシャツをどうか、どうか若様に……！　と涙ながらに訴うつたえられ、同情なのか怒いかりなのかあきれなのかわからない、なんとも言えない気持ちになった。

　兼城には、風邪かぜをひくから風呂場に戻って温まってこいと促うながした。光が待っててくれるんやったら戻るけど、帰るんやったら戻らへん、と全裸のまま駄だ々だをこねられ、待ってるからさっさと行け！　と背中を思い切り叩たたいた。きっとくっきりと手形が残っていることだろう。

　半はん端ぱではない疲ひ労ろう感かんを覚えた光は、一応でも待つと言った手前なんとなく帰りづらくて、脱衣所の片かた隅すみにあるマッサージチェアを使うことにした。ちなみに一度脱ぬいだシャツは、もちろん兼城には渡さず、再び身につけた。靴くつ下したも履はき、パンツの裾すそも元に戻した。

　オンオンオン、とモーターがまわるような音と共に、硬かたい物が肩かたをぐいぐいと押してきて気持ちがいい。思い返してみれば、この十日間、休日返上で働いていたのだ。

　さっきのって完全にセクハラだよな。契けい約やく打ち切りでいいんじゃないか？

　しかし兼城の手を借りられないのは痛い。嫁よめと紹しよう介かいされたこと、そして嫁になってくれアピールをしてくることを別にすれば、兼城は実に優ゆう秀しゆうな案内人だった。桃栗のために動き、市民を思う彼は魅み力りよく的だった。

　そうだ。悪い奴やつじゃない。恋れん愛あいに限って、極きよく端たんにバカなだけだ。

　兼城が風呂から上がったら、改めて説教してやろうと思う。道理がわからない男ではないのだ。真ま面じ目めに言って聞かせれば、少しは反省するかもしれない。

　一人頷うなずいた光はゆっくり目を閉じた。オンオンオンオン、という規則正しい機械音が睡すい魔まを引き寄せる。

　それにしても兼城の奴、僕にムラムラしてたのか……。

　再会した途と端たんに抱だきしめてきたし、俺の嫁だの結けつ婚こんだの言っていたのだから、当たり前といえば当たり前だ。

　しかし光は兼城がムラムラしているなんて想像したことすらなかった。

　だって、僕と兼城だぞ。キスするところをちょっと想像してみるだけでも、絶対気持ち悪い。

　キスしてもええか、と兼城が密ひそやかに尋たずねる。低く響ひびく声は甘く、しかしどこか遠えん慮りよがちにも聞こえた。

　美化しすぎだろう。兼城はこんな声じゃない。

　光、とまた呼ばれる。先ほどの声よりは、こちらの方が現実に近い。尊大で無む邪じや気きな、けれど優やさしい声だ。

　うんと頷くと、二ふた重えのくっきりとした目が閉じられた。

　ほんの一いつ瞬しゆん、兼城の唇くちびるが唇に触ふれる。

　──あれ、そんなに気持ち悪くない。

　もう一度唇が重なった。今度は触れるだけでなく、食はむように愛あい撫ぶされる。

　やはり嫌けん悪お感かんはない。

　薄うすく開いていた唇から、濡れた感かん触しよくが忍しのび入ってきた。上うわ顎あごの敏びん感かんなところをくすぐられ、びく、と反応した舌を舐なめられる。舌と舌が絡からみ合い、唾だ液えきが淫みだらな水音をたてる。

　あ、気持ちいい……。

　キスとセックスは、過去に付き合った二人の女性と経験した。彼女らとかわしたキスとは違ちがって、求められて貪むさぼられる濃のう厚こうなキスは、瞬またたく間に性的な興奮を呼び起こす。キスの合間に継つぐ息が、次し第だいに熱を帯びてくる。

　いつのまにかマッサージチェアは止まっていた。兼城の首筋に腕うでをまわしてキスを続ける。

　やがてシャツの裾から大きな手が忍び込んできた。下に着たＴシャツもかいくぐった手が、わずかに汗あせばんだ肌はだを直接まさぐる。

　いやいや、そこまで想像しなくていいから。キスまででいい、キスまでで。

　でもやっぱり凄すごく気持ちいい……。

　もっとキスしたい。もっと触ってほしい。

　腹や胸を撫なでていた指先が乳ち首くびに触れた。

「んっ……」　>>>♥

　鋭するどい刺し激げきがそこに生まれて、光はばち、と目を開いた。

　表情がわからないくらい近くに兼城の顔がある。口の中を熱心に愛撫している濡れたものは、間違いなく兼城の舌だ。

　──え、これ、現実か？

　間の抜ぬけた考えは、乳首を弄いじられたことで生じた、むずがゆいような快感に吹ふき飛ばされた。

　現実だ！

　兼城の首筋にまわしていた腕を解き、広い肩を思い切り押す。

　胸から指が離はなれると同時に、ぴちゅ、という淫いん靡びな水音を伴ともなって唇も離れた。今し方までのキスの深さを示すように、互たがいの唇を細い糸がつなぐ。

「光……？」

　呼んだ声は低く甘かった。覗のぞき込んでくる精せい悍かんな面おも立だちは上気している。

　愛いとしさと情欲を等分に映し出したその顔は、ひどく男っぽい。

　一瞬で、顔どころか全身がカッと火ほ照てった。

「バカ、何すんだ！」

「何て、キスや」

「キス以上のこともしただろ！　じゃなくて！　人が寝ねてるときに勝手なことするな！」

「勝手にしたわけやない。キスしてもええかて聞いたら、光がうんて言うてくれたんやないか。俺にシャツをくれんかったんは、ちゃんと中身をくれるつもりやったからなんやな。それやったらそうと言うてくれたらよかったのに」

　さも嬉うれしそうに言われて、光は絶句した。

　キスが気持ちよかったのも、もっとキスしたいと思ったのも、もっと触さわってほしいと思ったのも、現実だ。

　そして今、少しだけではあるが性器が反応しているのも、紛まぎれもない事実だ。

　ただでさえ熱かった体が、羞しゆう恥ちなのか怒りなのか何なのかわからない激しい感情のせいで、更さらに温度を上げる。気が付けば、兼城を思い切り突つき飛ばしていた。

　油断していたらしく、兼城はあっさり床ゆかに転がる。

　彼が上半身裸はだかであることに、光は初めて気が付いた。直線的な広い肩や張りつめた胸、うっすらと割れた腹が、まともに視界に飛び込んでくる。

　なぜかカアッと頰ほおが火照った。

　固まってしまった光を、兼城は床で打ったらしい肘ひじを摩さすりながら見上げてくる。

「イタタ。どうしたんや、光。照れてんのか？　照れることないぞ。まだもうちょっと貸し切りの時間残ってるし、続きを」

「するわけないだろう！　おまえなんか大だい嫌きらいだ！」

　声を限りに怒ど鳴なって、光は銭湯を飛び出した。










「最悪だ……」

　光はベッドの中で頭を抱かかえた。マンションに戻もどってきてから、ずっとこの体勢である。

　バカは僕だ。なんで夢だと思ったんだ。

　や、夢だと思ったのはいいとしても、なんで嫌いやじゃなかったんだ。

　相手は兼城だ。それなのに、もっとキスしたいとか触ってほしいとか。

　しかも最後の捨て台詞ぜりふが、おまえなんか大嫌いだ、ときた。まるきり子供である。

「最悪だ……！」

　もう何度目かわからないつぶやきを口にしたそのとき、ピンポーン、とチャイムが鳴って、光は全身を強こわ張ばらせた。

　まさか兼城か？

　そろりと布ふ団とんから顔を出すと、辺りは既すでに真っ暗だった。銭湯を飛び出したときは、まだ夕方だった。かなり時間が経たったようだ。

　ピンポーン、とまたチャイムが鳴る。

「おーい、宮成ー。留守かー」

　聞こえてきた声は高崎のものだった。

　どうしよう。出た方がいいだろうか。

　しかし声がしないだけで、兼城も一いつ緒しよかもしれない。

　迷っている間に、宮成ー、と再び呼ばれる。同時に、ガチャリと玄げん関かんのドアが開く音がした。

　しまった、鍵かぎを閉め忘れてた！

　帰ってきたときは鍵どころではなかったのだ。

「あれ、開いた。不用心やなあ。宮成、邪じや魔まするぞ？　お邪魔しまーす」

　こうなったら仕方がない。光はリモコンで明かりをつけた。

　わっ！　と高崎が驚おどろいた声をあげる。

「なんや、おったんか」

「……いる」

　ベッドの上で起き上がった光は、素す早ばやく高崎の背後に目をやった。

　１Ｋの狭せまい部屋には隠かくれる場所などない。高崎一人だけのようだ。思わずほっと息をつく。

「篠田んとこのピザ、テイクアウトしてきたんやけど、食うか」

　シャツにカーディガンを羽織った高崎は、手に持っていた白いビニール袋ぶくろを掲かかげた。食欲をそそるチーズの香かおりが漂ただよってきて、ぎゅるる、と腹が鳴る。

「……食べる。ありがとう」

「ん。何か飲むもんあるか？」

「ある。今用意するからちょっと待っててくれ」

　おう、と応じた高崎はローテーブルの側そばに腰こしを下ろした。

　ベッドから下りた光は、彼をちらと横目で見る。

　急に来るなんて、兼城に何か言われたんだろうか。

　冷蔵庫からウーロン茶の缶かんを二つ取り出して戻ると、袋からピザが入った箱を取り出していた高崎は、サンキューと礼を言った。間を置かず、宮成、と話しかけられる。

「チカと何かあったやろ」

「……兼城に聞いたのか」

「なんや支し離り滅めつ裂れつでようわからんかったけど、いろいろ言うてきよったんは事実や。それに、様子見て来てくれて泣きつかれたんもほんまや。けど頼たのまれたから来たわけやない。俺は俺で、おまえに確かめたいことがあって来た」

「確かめたいこと？」

　頷うなずいた高崎は白い箱の蓋ふたを開けた。

　たちまちチーズの香こうばしい匂においと共に、焼いたばかりらしい大きめのピザが現れる。ウィンナやトマトがたっぷりとトッピングされた、夕飯時に嬉しいボリュームのあるピザだ。

　改めて空腹を覚えて腰を下ろした光を、高崎は眼鏡めがね越ごしにまっすぐ見た。

「おまえ、チカのこと好きなんか、嫌いなんか。どっちや」

　真ま面じ目めな問いかけに、光は眉まゆを寄せた。

「やっぱり兼城に言われて来たんじゃないか」

「違ちがう。俺が知りたいんや」

　高崎は慌あわてる様子もなく、しれっと言ってのける。いただきます、と手を合わせた彼は、早さつ速そくピザを一切れ手にとった。

「宮成が中ちゆう途と半はん端ぱな態度やから、チカがふらふらしよるんやろ」

「中途半端な態度なんかしてない」

「中途半端やろ。チカのこと、どう思てんのや」

「どうって、嫌いじゃないけど」

「ほら、それや」

　言って、高崎はピザにかぶりついた。

　会話が途切れたので、光もいただきますと合がつ掌しようしてピザを頰ほお張ばる。

　旨うまいな、旨い、と言い合って一ひと頻しきりピザを堪たん能のうした後、高崎が改めて口を開いた。

「おまえ小学生のときもそうやったけど、チカに嫁よめになれて言われたり、いろんなアピールされても、嫌いやとは一回も言わんかったやろ」

「まあ、それは、ほんとに嫌いじゃなかったから……」

　小学生のときも、自分に迫せまってくるのでなければ、兼城はいい奴やつだった。偉えらそうだが噓うそはつかない。人を悪く言わない。まっすぐで裏表がない。素すっ頓とん狂きような行動にあきれたものの、一度も嫌いだとは思わなかった。だから兼城に嫌いだと言ったことはなかったはずだ。

　まあでも、さっきは言っちゃったんだけど……。

　子供の頃ころですら言わなかったことを言ってしまったのだと、改めて気付かされる。

　兼城が直接訪ねてこず、高崎を頼たよったのは、大嫌いと言われたことがショックだったからだろうか。

「嫌いやないて言われたら、あいつは単純というかポジティブやから、好きやと思てしまう。チカの嫁になる気がないんやったら、きちんと嫌いや言うてふってやってくれ。そうやないとチカが勘かん違ちがいしたまま暴走してうざ……、かわいそうやろ」

　今「うざい」って言いかけたな……。

　やはりこの男の考えていることは謎なぞだ。

　高崎が本当は何を言いたいのかわからないまま、光は幾いく分ぶんか小さな声で言った。

「さっき、兼城に嫌いって言ったけど」

「えっ！　そうなんか？」

　ピザを頰張る口を止め、高崎は目を丸くした。が、すぐに眉を寄せる。

「けどふられたにしてはテンションがおかしかったぞ。動どう揺ようしてるんは確かやったけど、ふわふわもしとったし。めっちゃカワイイてエロかったとか、わけのわからんこと言うとった」

　ぐ、と光は喉のどをつまらせた。ゴホゴホとむせる。

　そうだ。兼城とキスをした。それもかなり濃のう厚こうなやつを。

　正直、全然嫌じゃなかった。

　──まさか、僕も兼城が好きってことか？

「いやいやいや！　ないから！」

　そもそも光は男だ。今まで男を好きになったことは一度もない。

　兼城とキスをしたのは寝ねぼけていたせいだ。このところあまり休みをとれていなかったので、ぼうっとしていたのだろう。ちゃんと起きている状態だったら、絶対にキスなんかしなかった。

　そうだ。僕が男を──兼城を好きになるわけがない。

　光はキッと高崎をにらんだ。

「僕は兼城の嫁にはならない」

「けどチカのこと嫌きらいやないんやろ」

「嫌いじゃないけど、恋れん愛あいの意味では好きじゃない。普ふ通つうの友達として好きなだけだから、普通の友達として付き合う」

　きっぱり言い切ったつもりだったが、高崎は不ふ審しんそうな顔をした。

「小学校のときも似たようなこと言うてたやろ。けど効果なしやった」

「小学生の頃と今は違うだろ。兼城だって二十歳はたちを超こえた大人だ。今は冷静に物事を考えて、的確な判断ができる奴だって、僕は思ってる。柔じゆう軟なんな思考を持ってるし道理もわかるし、人の気持ちも思いやれる。ちゃんと話せばわかってくれるはずだ」

　うん、と大きく頷いてみせると、ふうん、と高崎は妙みように分別くさい相づちを打った。眼鏡をかけているからか、目の表情が読みづらい。

「わかった」

「わかったって何が」

「おまえの気持ちはわかった言うてるんや。ほら、冷める前に食うてしまおう」

　ああと頷いた光はピザに手を伸のばした。

　高崎も何事もなかったかのようにピザを口に運ぶ。

　……なんか釈しやく然ぜんとしないけど、まあいいか。

　兼城と友達として付き合えるのなら、それが間違いなくベストだ。










　月曜は光の気分を映し出したかのような、どんよりとした曇くもり空だった。空気は生ぬるいのに風はわずかに冷たいという妙な気候だ。役所へと向かう足取りは重い。

　昨夜、ピザを食べながら高崎と雑談をした。ロケ地にまつわることは聞かれても、兼城については何も聞かれなかった。

　兼城からの連れん絡らくはなかった。マンションを訪ねてくることもなかった。プライベートのスマホの番号は教えていないが、役所から貸たい与よされている仕事用の携けい帯たい電話の番号は教えてあるから、もしかしたら電話がかかってくるかもしれない。そう思うと、電源を切っておいたにもかかわらず、枕まくら元もとに置いた携帯電話が気になって一晩中まんじりともしなかった。

　とりあえず、大嫌いだって言ったのは謝った方がいいな。

　改めて思い返すと、あれはパニックになった末の八つ当たりだった。

　僕が寝てるってわかったはずなのに、キスしていいかなんて聞いてきた兼城も悪い。

　けど、寝ぼけて拒こばまなかった僕も悪かった。

　やっぱり嫌いだって言ったのは謝ろう。

　一人決めて頷き、階段を上がっていたそのとき、光、と背後から呼ばれた。

　振ふり返ると、階段の下につなぎを着た兼城が立っていた。精せい悍かんな面おも立だちには、実に兼城らしくない自信なさそうな表情が映っている。

　光はなぜか胸がつまるような感覚を覚えた。こんな顔は兼城には似合わない。

「兼城、昨日は」

「光、昨日は」

　二人同時に言いかけて、二人同時に口を噤つぐむ。

　兼城はゆっくりと階段を上がってきた。先に行かずに待っている光に勇気を得たのか、怯ひるむことなく横に並ぶ。

「兼城、昨日は悪かった」

　兼城が口を開くより先に、光は自ら謝った。

　途と端たんに、ぱああああ、と兼城の顔が輝かがやいたので慌てて続ける。

「おまえにちゃんと話しておきたいことがあるんだ。今日、仕事が終わったら時間あるか？」

「ある！　そしたら篠田の店に行こか」

「や、できれば個室がある店の方が」

「個室……！」

　兼城が感激したように叫さけぶ。

　あ、まずい。何か勘違いしてる。

　慌てて、おまえにとっていい話じゃないと言いかけたそのとき、宮成君、と呼ぶ声が聞こえてきた。二階の踊おどり場に立った課長が、こちらを見下ろしている。三階にある広報課から急いで下りてきたらしく、肩かたで息をしていた。

「あ、種親坊ぼつちゃんもご一いつ緒しよやったんですか。おはようございます」

「おはよう。どうしたんや、慌てて」

「あ、はい、そうでした。大変や、宮成君、さっき、県庁の井い村むらさんから電話があってな！」

　井村というのは、県庁のロケーション課の職員だ。

　一度言葉を切った課長はダダダと勢いよく階段を下り、光と兼城のところまでやってきた。

「あの大おお河内こうち恭きよう香かちゃん主演のドラマを、桃栗で撮とりたいんやて」

　課長は丸い顔を真っ赤にして囁ささやいた。声を落としたのは守秘義務があるからだろう。

　大河内恭香は五年ほど前にデビューした女優である。ＣＭにもたくさん出ている売れっ子だ。二十二歳という年ねん齢れいのわりに落ち着いた雰ふん囲い気きで、課長たち五十代の男性にも人気がある。

「スタッフさんの中に桃栗出身の人がいてはって推すい薦せんしてくれはったそうや。明日あした井村さんがスタッフさんと一緒に打ち合わせに来はるから、今日のうちに企き画かく書しよ読んで準備しといてな！」

「え、そんな急な話なんですか？　しかもスタッフさんも来られるって珍めずらしいですね」

　桃栗は東京から離はなれていて、気軽に来られる距きよ離りではない。だから先に電話やメールで打ち合わせを重ね、具体的なロケ場所が決定した後、スタッフが現地を見に来るのが一いつ般ぱん的だと井村に聞いた。

「スタッフさんがロケに適したとこを探しまわらはったせいで、スケジュールがきつきつらしい。ま、今回は初めてのことやし、うちのロケーション係は準備段階やから、井村さんが仕切ってくれはる。勉強さしてもらうつもりで協力してな。種親坊ちゃんにもご協力いただくと思いますんで、どうぞよろしくお願いします。では、失礼します」

　兼城に向かって深く頭を下げた課長は、普段からは想像できない軽かろやかな足取りで、再び階段を上っていった。鼻歌まで歌っている。

　課長って大河内恭香のファンだったのか……。

　もっとも、今をときめく女優に会えるかもしれないと聞かされれば、たとえファンでなくても浮うかれるかもしれないが。

　ともあれ、今日は明日に備えて企画書を読み込まなければいけないようだ。

「兼城、今日も案内はいいよ。わざわざ来てくれたのに悪かったな」

　いや、と首を横に振ったものの、兼城の顔には心底残念そうな表情が浮かんでいた。

　大河内恭香のことはどうでもいいんだな……。

　それよりも今日、光と一緒にいられないのが嫌いやらしい。

　なぜか胸の奥がじわりと熱くなる。ムズムズするのとはまた違ちがう、強くはないが確かな熱だ。

「今日の仕事終わりに話するて言うてた件はどうなる？」

「ああ……、悪いな、また今度にしてくれ。明日の準備が遅おそくまでかかるかもしれないし」

　兼城は一いつ瞬しゆんがっかりした顔をしたが、すぐ気を取り直したように笑えみを浮かべた。

「わかった。話するんはいつでもできるもんな。俺に手伝えることがあったら何でもするから、遠えん慮りよせんと連絡くれ」

「ん、ありがとう」

「がんばれよ」

　ぽんと光の肩を叩たたいた兼城は、ごねるでも拗すねるでもなく階段を下っていった。

　ほらな、基本的にはちゃんと話のわかる奴やつなんだ。

　そう思うとまた、胸の温度がじわりと上がった。

「おはよう、宮成君。どうしたん」

　階下に現れた広報課の女性に声をかけられ、我われに返る。

「いえ、何でもないです。おはようございます」

　挨あい拶さつを返して、軽く頭かぶりを振る。

　とにかく企画書を読まなければ。










　メールに添てん付ぷされていたのは企画書とプロットだった。撮さつ影えい開始日は、およそ二十日後。ロケ地の状じよう況きようや撮影内容によっては諸もろ々もろの調整と打ち合わせが必要になるため、一ヶ月ほど前にはロケ地と連絡を取り合うことが多いらしいから、進行が遅おくれているのは本当のようだ。

　大正時代の東京を舞ぶ台たいにした連続ドラマで、女学校に通う華か族ぞくのお嬢じよう様さまが、様々な人との出会いや淡あわい恋こいを通じて、自立した大人になる過程を描えがくという。実在の人物をモデルにしているらしい。桃栗に残された近代建築が大いに活用できそうな内容だ。

　課長をはじめとする広報課の面々は浮き足立っていたが、光にそんな余よ裕ゆうはなかった。ロケ地の具体的な条件や予算をチェックし、条件に見合った場所をピックアップしていく。条件設定が案外細かい上に、広さや背景、電源の有う無むや安全面、待機場所の有無なども考慮しなくてはならなかったので、思いの外手間取った。

　わからないことは井村に電話で尋たずねた。時折メールのやりとりはしていたが、電話で話すのは初めてだった。急で悪いな！　でもこれ物もの凄すごいチャンスやから！　と彼は電話口で話した。井村が不ふ惑わくであることと、はきはきとした物言いをすることを初めて知った。

　明日見学させてもらいますとロケ地候補のオーナーに連絡したりしているうちに、あっという間に一日がすぎていき、気が付けば日が落ちていた。

　現時点で、新たに探さねばならないロケ地は一カ所。お屋や敷しきではなく、大正時代に庶しよ民みんが住んでいた、ごく普通の民家だ。

　これは無理かもしれないな……。

　今まで見に行ったロケ地候補の中には見当たらない。よその土地で探してもらうか、スタジオでセットを組んでもらうしかあるまい。

　まあでも一応、兼城に聞いてみるか。

　机の中に入れておいた仕事用の携帯電話を取り出す。

　画面を見ると、いくつかメールが届いていた。兼城がほとんどで、残りの一通は高崎だ。

　高崎のメールに書かれていたのは、どこで耳に挟はさんだのか、恭香ちゃんのサイン求む、だった。飄ひよう々ひようとした男だが、案外俗ぞくっぽいところもあるらしい。

　一方、兼城のメールは意味のある内容からない内容まで様々だった。仕事用と違ちごてプライベートの連れん絡らく先を教えてほしい。一人で大だい丈じよう夫ぶか、俺も手伝おか。三分前に届いたばかりのメールには、飯食ってますと書かれており、焼き鳥とビールの写真が添付されていた。

　夕飯食ってる最中なんだったらメールでいいか。

　兼城に心当たりがあったとしても、アルコールが入ってしまっては出かけるのは無理だ。

　井村もスタッフも、明日一日で全すべてのロケ地を決められるとは思っていないだろう。焦あせる必要はない。

　ロケ地の条件を入力し終えたまさにそのとき、メールの着信を知らせる電子音がした。

　また兼城からだ。今度は文章は入力されておらず、写真だけだった。

　数人の男女に囲まれて兼城が笑っている。桃栗焼を作っている会社の社員たちだとすぐにわかったのは畑野がいたからだ。仕事帰りに寄った店で兼城と行き会ったのだろう。社員たちの嬉うれしそうな笑顔から察するに、種親さんもぜひご一緒に！　と誘さそったに違いない。彼らに囲まれた兼城も楽しそうだ。

　我知らず微笑ほほえんだ光は、改めて写真に視線を落とした。

　兼城の横に陣じん取どった社長の、更さらに横の若い女性にふと目がとまる。

　艶つややかなロングヘアが印象的な美人だ。紺こん色いろの地味なスーツを着ているが、華はながある。

　この子、兼城のことが好きなんだ。

　兼城に向けられた熱っぽい視線と薄うすく桃もも色いろに染まった頰ほおが、それを物語っている。

　もっとも、肝かん心じんの兼城は彼女を一いつ顧こだにしていないが。

　──兼城を好きなコがいたって、別に不思議じゃない。

　思い込みが激しくて突とつ飛ぴな行動をとることもあるが、兼城は地元の名士どころか、全国的に名を知られた財ざい閥ばつの子息だ。しかも男前でまっすぐな性格である。女性が放っておくわけがない。恐おそらく彼女以外にも、兼城を密ひそかに想おもっている女性はいるはずだ。

「いいことじゃないか……」

　つぶやいて、先ほど打ち終えたばかりのメールの画面に戻もどる。

　なぜか送信ボタンを乱暴に押してしまって、光は眉まゆを寄せた。

　友達として、兼城が女性と付き合うのを歓かん迎げいすべきだ。

　それなのに、なんで僕はこんなにイライラしてるんだ。

「別に、イライラなんかしてない」

　ひとりごちて首を横に振ふった光は、気合でイライラを振り払はらった。

　今は余計なことを考えてる場合じゃない。










　井村とドラマのスタッフがやって来る午後一時に備え、光はパソコンと資料を会議室に運んだ。朝から蒸むし暑かったので緩ゆるく冷れい房ぼうをきかせる。机の上に資料と茶のペットボトルを並べ終えてから見上げた掛かけ時計は、十二時四十五分をさしていた。

　なんとか間に合った……。

　昨夜、どうにか資料作りを終えて帰宅すると、またイライラが戻ってきた。コンビニの弁当をかきこんだ後、熱い風ふ呂ろに入ってようやく落ち着いた。そしてイライラが復活しないうちに、早々にベッドに潜もぐり込んだ。

　今朝、起きたときにはイライラは消えていた。今も大丈夫だ。

　やはり疲つかれているのかもしれない。撮影が始まる前に、一度ゆっくり休んだ方がよさそうだ。

　我知らずため息が漏もれたそのとき、コンコンとノックの音がした。はいと返事をすると、すぐにドアが開く。上気した顔を覗のぞかせたのは課長だ。

「宮成君、井村さんとスタッフさんが来はったで。さ、どうぞ！」

　課長に促うながされて入ってきたのは二人の男だった。

「おはようございます。ちょっと早はよ来すぎたかな。ごめんね」

　光に向かってペコリと頭を下げたのは、スーツを身につけた小こ柄がらな中年の男だった。聞き覚えのある声で、彼が井村だとわかる。

「おはようございます、無む茶ちや言ってすみません」

　同じく謝ったのは薄うす手でのジャケットに綿のパンツという、幾いく分ぶんかラフな恰かつ好こうの男だった。年は三十歳前後だろうか。スラリとした体形に甘く整った容よう貌ぼうの彼が、ドラマのスタッフらしい。

「今ちょうど準備ができたところですから大丈夫です。わざわざ遠いところまで足を運んでいただいて、ありがとうございます」

　軽く頭を下げると、男は瞬まばたきをした。

　なぜかじっと見つめられて不ふ審しんに思いつつも、愛あい想そ笑いをして首を傾かしげる。

「何でしょう」

「ああ、すみません。想像よりずっと若い方だったので驚おどろいてしまって」

「宮成君は新卒です」

　割り込んできたのは課長だった。

「彼は東京の大学の出身で学生時代にイベントを主しゆ催さいした経験がありますし、優ゆう秀しゆうな人材です。いやー、私どももずっと前からロケーション係を立ち上げたい思てたんですけど、なかなか適任者がいてへんで。宮成君が入ってきてくれて、今年ようやっと新設できた、いうわけですわ」

　課長はべらべらとまくしたてた。どうやらスタッフの男性と話したいらしい。

　ちらと見み遣やった井村はあきれた顔をしている。早はよ作ってくれて何回急せかしても作ってくれんかったくせに何言うてんのや、と思っているのだろう。

　しかしスタッフの男は課長のような反応に慣れているのか、ニッコリと笑った。

「そうなんですか。じゃあ安心してお任せできますね」

「はい、はい、それはもう！」

　課長はコクコクと何度も頷うなずく。

　無責任なこと言ってくれるよな……。

　光も内心であきれながら、しかし顔には出さずにスタッフに向き直った。

「私のような若じやく輩はい者ものが担当で申し訳ありません。精せい一いつ杯ぱいご要望にお応こたえしていくつもりでおりますので、よろしくお願いします」

「いえ、ほんとに不満に思ったわけじゃないんです。すみません。私、制作担当の鳥とり越ごえといいます」

　改めて笑みを浮うかべた男──鳥越は荷物を下ろし、名めい刺しを差し出した。

　両手で受け取り、光も胸のポケットから名刺を取り出す。

「広報課ロケーション係の宮成です、よろしくお願いします」

「こちらこそよろしく」

　名刺を受け取った鳥越が握あく手しゆを求めてきたので、光は反射的に応じた。差し出した手をしっかりと握にぎられる。初対面でいきなり握手とは珍めずらしい。テレビ業界ではこれが普ふ通つうなのだろうか。

　若じやつ干かん戸と惑まどいつつ、どうぞお座りくださいと促すと、井村は資料を並べておいた正面に腰こしを下ろした。が、鳥越は光の横に座る。

「？　あの……」

「近い方が説明が聞きやすいと思いまして。だめですか？」

「あ、いえ、大丈夫です」

　慌あわてて応じた光は、正面に置いてあった資料を井村に取ってもらい、鳥越に渡わたした。

　ありがとうございますと受け取った鳥越に悪びれる様子はない。それどころかニッコリと笑いかけてくる。

　井村はといえば、やはり鳥越の行動を不思議に思ったらしく、きょとんとしていた。テレビや映画の世界の人たちと仕事をしてきた彼から見ても、鳥越の行動は変わっているようだ。

　どうしましょうと目で問いかけると、説明するのに支障がないんやったらそのままでええやろ、という風に小さく頷いてくれる。

　スライドを見せるわけじゃないし、座る場所ぐらいどこでもいいか。

　気を取り直している間に、私はこれで失礼しますと課長が頭を下げた。頼たのんだで、という風に光の肩かたをぽんと叩たたいた後、名残なごり惜おしげにしながら会議室を出て行く。

　これが最初の仕事だ。しくじれば後の仕事に関かかわる。気持ちを引き締しめなくては。

　軽く息を吐はいた光は資料を手にとった。

「早さつ速そくですが、資料にロケ地の候補をあげておきましたので見ていただけますか？」

　鳥越と井村は資料をめくり始めた。当然だが、双そう方ほう真しん剣けんな眼まな差ざしだ。井村にアドバイスをもらって作ったから的外れな内容にはなっていないと思うけれど、やはり緊きん張ちようする。

「これはいいですね」

　つぶやいた鳥越にポンと背中を叩かれ、光は思わず微笑ほほえんだ。

「桃栗市民の皆みなさんと兼城家の方が大事に守ってこられたおかげで、古い建物も保存状態が良いんです」

「いえ、そのことじゃなくて」

　顔を上げた鳥越は光の背中に手をあてたまま、なぜか体を寄せてくる。

「もちろん建物もいいんですけど、この資料。宮成さんが作られたんですか？」

「ああ、はい。そうですが」

「知りたいことが一目でわかるようになってるし、写真の撮とり方も申し分ない。これだとスタッフに説明しやすくて助かります」

「それは井村さんにひな型とアドバイスをいただいたからです」

　思いがけないことを褒ほめられ、慌てて首を横に振ふる。

　いやいや、と口を挟はさんできたのは井村だ。

「僕が送ったひな型よりわかりやすい。昨日一日で急いで作ったとは思えへん出来や」

「いえ、そんな。わかりやすくできてたんならよかったです」

　恐きよう縮しゆくすると、鳥越がじっと視線を向けてきた。

　なんだろう。僕がどういう人間か観察してるんだろうか……。

　それにしても、先ほどからやけに距きよ離りが近い。いつのまにか腕うでがぴたりとくっついている。

　スキンシップが好きな人なのかな。

　あからさまに距離を置くのも失礼な気がして、光はゆっくり体を引きつつ資料を指し示した。

「ひとつ候補地をあげられなかったところがあるんです。最後のページを見ていただけますか」

　鳥越と井村が光の言葉に従ってページをめくったそのとき、コンコンコンとドアがノックされた。はいと応じると、すぐにドアが開く。

　顔を覗かせたのは、半はん袖そでのシャツにパンツという恰好の兼城だった。

　昨日も会ったのに、ドキ、となぜか心臓が跳はねる。

　ドキってなんだ。

　一方の兼城は、光を見てパッと顔を輝かがやかせた。が、鳥越と井村を無視することなく、軽く頭を下げる。打ち合わせ中とわかって入ってきたようだ。

　ちょっと失礼しますと二人に断って、光は兼城に歩み寄った。

「どうした」

「昨夜メールくれたロケ地、なんとかなりそうやで」

「え、ほんとか？」

「ああ。前に花街の料りよう亭ていへ行ったやろ。あそこの近くに光が言うてたような家がいくつか残ってる。ただ、人が現げん役えきで住んではるから中での撮さつ影えいは無理や。表だけやったら使つこてもええて言うてくれはった。今日スタッフさんが来はるて言うてたし、早い方がええと思て言いにきた」

「了りよう承しようまでとってくれたのか。ありがとう」

　礼を言うと、兼城は嬉うれしそうに笑った。

　間近で見せられた笑みに、またしても心臓が跳ねる。

　なんだよこれ。兼城の笑った顔なんか何回も見てるだろ。

　心の内でつっこんだ光は、ドキドキしている心臓を無視して井村と鳥越に向き直った。

「ロケ地候補を探してくださってる兼城サービスの兼城さんです。兼城、こちら制作の鳥越さん、こちらが県庁のロケーション課の井村さん」

「兼城さん……、兼城家の方ですか」

　思わず、という風に立ち上がった井村はきちんと頭を下げた。

「お世話になっております、県庁の井村です」

「兼城です。よろしくお願いします」

　兼城はどこか偉えらそうに応じる。パッと見たところ、殿とのと領民そのままだ。

　桃栗出身ではない井村にとって、兼城は「殿様」ではない。しかしケンジョー系列の会社の関西支社が桃栗市にあることで、県の財政も少なからず潤うるおっているのは事実だ。

　鳥越はといえば、井村の態度に驚おどろいたらしく目を丸くしていた。が、特に何かを言うわけでもなく立ち上がって頭を下げる。

「はじめまして。制作の鳥越といいます。よろしくお願いします」

「兼城です。こちらこそよろしくお願いします」

　頭を下げた兼城は、やはり偉そうだ。こいつはこれが初期設定なんで気にしないでください、と弁解するのもおかしな気がして、早々に話題を変える。

「兼城さんがさっき言ってたロケの候補地を見つけてきてくれたそうです」

「そうなんですか。ありがとうございます。ぜひお話を伺うかがわせてください」

　兼城に向かってニッコリ笑った鳥越は、なぜか光にも笑みを向けた。

　反射的に笑みを返したものの、違い和わ感かんを覚える。

　なんだろう、この感じ……。強しいて言うなら、同情されてる？

　先ほどの井村の態度から、兼城に絶対服従だとでも思われたのだろうか。

　すぐに否定したかったが、光は敢あえて黙だまっていた。兼城と話をすれば、彼が支配などしていないとわかるはずだ。

「兼城、さっき言ってたロケ地のこと、説明して」

　くれるか、と言いかけて、光は固まった。

　兼城が恐おそろしいほどの真顔で鳥越を凝ぎよう視ししていたからだ。精せい悍かんな面おも立だちに笑みは欠片かけらもない。

　光は慌てて兼城の腕を引っ張った。

「おい、どうした」

　小声で尋たずねると、兼城はようやく光に視線を移した。

　見下ろしてきた顔には、やはり真剣な表情が浮うかんでいる。

「光、俺もここにおる。ロケ地案内するんやったら、俺もついてく」

「え？　うん。いいけど……」

　どちらにせよ、ロケ地候補の説明をしてもらうつもりだったので頷うなずく。

　すると兼城はほっと息をついた。が、次の瞬しゆん間かんには顔を上げ、キッと鳥越をにらむ。

　幸いにも鳥越は資料に目を落としていて、兼城の視線には気付いていないようだ。

　なんか嫌いやな予感がする……。
















　以前訪おとずれた花街から更さらに狭せまい路地へ入った通りには、木造の古い長屋がそのまま残されていた。平日の昼間であるせいか、狭い道には人っ子一人いない。まるで大正時代か昭和初期にタイムスリップしたかのようだ。

「時間が止まったみたいですねえ」

　年季の入った板いた塀べいを見まわした井村が感心したようにつぶやく。

「ほんとですね。表のシーンはここで撮らせてもらって、家の中のシーンはここをモデルにしてスタジオでセットを組めばいいな。いやあ、いいですよ、宮成さん」

　腕が触ふれそうなほどの近い距離でニッコリ笑った鳥越に、そうですか、と応じた笑顔が引きつった。

　近い……。

　実際にロケ地候補を見てみることになり、兼城を含ふくめた四人で会議室を出た。会議室でもやたらと距離をつめてきた鳥越だが、光が運転する公用車を降りてからもずっとこんな調子である。井村とは普ふ通つうの距離で話しているから、誰だれにでも近寄るわけではないらしい。もしかしたら直接の仕事相手になる光を信しん頼らいできるかどうか、近くで見み極きわめようとしているのかもしれなかった。変わっているが、彼なりのコミュニケーション術なのだろう。

　それが鳥越さんのやり方なら仕方ないけど、こいつは何なんだ。

　鳥越の反対側にいる兼城も、先ほどからずっと体を寄せてきている。一応笑みを浮かべてはいるが、触れ合った場所からビリビリと緊張感が伝わってきた。何度も離はなれろと目で合図しているが、その度たびに物もの凄すごい目力でイヤダと拒きよ否ひされる。

　邪じや魔まをされているわけではないものの、鳥越と兼城にがっちり両りよう脇わきを固められる形になってしまい、歩きにくいことこの上ない。それに空が薄うすい雲で覆おおわれているせいで日差しは弱いものの、湿しつ度どと気温は高いため、二人の男にくっつかれると非常に暑い。

「この裏はどうなってるのかな。宮成さん、こっち、どうなってますか？」

　いつのまにか腰こしにまわっていた鳥越の手に力が入り、体の向きを変えさせられる。

　すると兼城が鳥越の手を引きはがすように強ごう引いんに間に入ってきた。そして鳥越の腕を引っ張り、路地の前に立たせる。

「この路地をずっと行ったら行き止まりです。途と中ちゆうの路地で曲がると、また違ちがうところに出ます。この辺りは城下から攻せめてくる敵を城にたどり着かせんために、敢えて迷めい路ろみたいになってるんですよ。気ぃ付けてんと迷子になりますから」

　べらべらと説明する兼城の顔には、あからさまな愛あい想そ笑いが浮かんでいた。なまじ男前なだけに、その笑え顔がおは大層怖こわい。

　しかし鳥越は気にしていないらしく、そうなんですか、と淡たん泊ぱくに頷いた。兼城を放って再び光に歩み寄り、今度は肩かたに腕をかけてくる。

「撮影に入るとき、この辺りに明るい人がいてもらった方がよさそうですね。宮成さん、お願いできますか」

「あ、はい。撮影までに、ちゃんと案内できるように」

　しておきます、と言いかけた光と鳥越の間に、またしても兼城が割り込んだ。

「俺が案内します。この辺りは庭みたいなもんですから」

　光からは広い背中しか見えないが、先ほどのように恐ろしい笑みを浮かべているのだろう。

　へえ、そうなんだ、と笑顔で応じた鳥越だが、纏まとう空気が冷たくなった気がした。表面上は親切を装よそおっているが、兼城の態度には明らかに棘とげがある。鳥越が不快に感じてもおかしくない。

　このままじゃまずい。ちゃんと兼城を注意しないと。

「すみません、鳥越さん、井村さん。ちょっと失礼します」

　二人に会え釈しやくをした光は、兼城の腕うでをつかんだ。路地の奥へ引っ張っていくと、兼城はおとなしくついてくる。

　数メートル歩いたところで、じろりと兼城をにらみつけた。

「おまえ、さっきから何なんだ。邪魔するんだったら帰れ」

「邪魔やない。光を守ってるんや。あのスタッフの男、光を狙ねろてる」

　はあ？　と光は思わず大きな声をあげてしまった。慌あわてて口を噤つぐむが、幸い井村と鳥越は不ふ審しんに思わなかったらしい。二人で家を見てまわっている気配がする。

　ほっと息をついた光は、再び兼城をにらんだ。

「鳥越さんとはさっき会ったばっかりだぞ。そんなことあるわけないだろ」

「そんなことある。俺にはわかるんや。あいつには近付いたらあかん」

　兼城の真しん剣けんそのものの表情を目の前にして、光はあきれを通り越こして怒いかりが湧わくのを感じた。

　何をわけのわかんないことを言ってんだ、こいつは。

「そんなくだらない言いがかりをつけるんだったら帰れ。邪魔だ」

「嫌や。それにくだらんことなんかない」

　即そく座ざに拒否され、光はムッとした。

　今までずっと協力してくれていたのに、なぜ今になって邪魔をするのか。

「百万歩譲ゆずって鳥越さんが僕を狙ねらってるとしても、ほんとに桃栗の将来を考えてるんだったら失礼な態度はとれないはずだろ」

　ぴしゃりと言ってやると、兼城はあからさまに言葉につまった。光から目をそらし、それは、とうめくようにつぶやく。

「僕はそういう公私混同は嫌きらいだ。鳥越さんへの態度を直せないんだったらついて来るな」

　畳たたみかけた光は兼城をその場に残し、元いた通りへと足を向けた。

　光、と呼ばれたが振ふり返らない。

「お待たせしてすみません」

　井村と鳥越に声をかけると、いいえと二人は笑顔で応じてくれた。

　早さつ速そく距きよ離りをつめてきた鳥越が、声を落として話しかけてくる。

「宮成さんも大変ですね」

「え、何がですか？」

「桃栗は兼城家のお膝ひざ元もとでしょう。兼城さんの機き嫌げんを損そこねないように仕事するの、大変じゃないですか？」

　同情した物言いに、光はすみませんと慌てて謝った。

「普段はあんなことないんです。今回のロケ地候補もほとんど兼城が探してきてくれたものですし、根は悪い奴やつじゃないんで許してやってもらえませんか」

　必死で頭を下げると、鳥越はニッコリと微笑ほほえんだ。

「怒おこってないですから大だい丈じよう夫ぶですよ。僕らの業界でも、ああいうタイプはいますから」

「や、兼城は確かに偉えらそうですけど、偉そうなのはあいつの標準装備で悪気はないんです。それに、誰かにああいう理り不ふ尽じんな態度をとるのはほんとに珍めずらしくて。ちゃんと叱しかっておきますので、申し訳ありませんでした」

「参ったな、宮成さんが悪いわけじゃないでしょう。ほんとに大丈夫ですから」

　やりとりを聞いていたらしい井村が小さく笑う。

「宮成君、兼城さんと仲ええんやな」

「え？　いえ、そんなことは……」

　思いがけないことを言われて、戸と惑まどいつつ首を横に振る。

　井村は微笑んでうんうんと頷うなずいた。

「もとから友達なんか？」

「いえ、友達ってわけでもないんです。小学生のとき、二年くらい桃栗にいたことがあって、そのときに同じクラスだっただけで」

「なるほど、幼おさな馴な染じみなんやな」

「や、幼馴染みってわけでもないんですが……」

　光は口ごもった。ロケ地候補をまわっていたときも、兼城は光に近寄る人には敏びん感かんだった。が、あそこまで敵意をむき出しにしたことはなかった。

　何にしても、後でもっとちゃんと言って聞かせないと。

　我われ知らず難しい顔をしていたせいだろう、鳥越にポンと柔やわらかく肩を叩たたかれる。

「僕はほんとに気にしてませんから、宮成さんも気にしないでください」

「はい、すみません。ありがとうございます」

　鳥越さんが大人で助かった。

　内心でほっと息をつきながら顔を下げた光は、ふと背中に視線を感じて振り返った。

　十数メートル先にある自動販はん売ばい機きの陰かげに、何者かがサッと隠かくれたのが見えた。

　視線をそらさずにいると、そろ、と精せい悍かんな顔が覗のぞく。兼城だ。

　いつのまにあんなところへ移動したんだ……。

　じろりとにらみつけると、兼城は隠れるどころかジェスチャーを始めた。

　鳥越を指さし、両腕をクロスして大きなバツ印を作る。

　あいつ、まだくだらないことを考えてるのか。

　全く反省していないようだ。

　しっしっと手で追い払はらう仕草をすると、兼城は顔をしかめた。再び両腕でバツ印を作る。

　しつこい。

　光はぷいとそっぽを向き、井村と鳥越に声をかけた。

「そろそろ次へ行きましょうか」

　頷いてくれた二人を促うながし、兼城に背を向ける。

　反省しろ、バカ。










　一通りロケ地候補を巡めぐった後、井村は電車で帰っていった。明日あしたはまた別の映画のスタッフを案内しなくてはいけないそうだ。

　鳥越は桃栗のホテルに泊とまることになった。桃栗では、ケンジョーグループの会社の関西支社に出張してくる社員を当て込んだホテル業も盛さかんだ。キャストやスタッフの宿しゆく泊はく先として予算に見合ったホテルを選んで紹しよう介かいしたところ、ためしに利用してみることにしたらしい。明日東京へ戻もどって、ディレクターとプロデューサーに今日の成果を報告するという。

「ディレクターが自分の目で確かめたいって言ってましたから、明後日あさつてに一いつ緒しよに桃栗に来させてもらうことになりますけど、ご都合は大丈夫ですか」

　鳥越の問いかけに、光は頷いた。

「大丈夫です。県庁のロケーション課は忙いそがしいですけど、うちはまだちゃんと機能してるわけじゃないんで、他ほかの依い頼らいもありませんし」

「よかった。じゃあよろしくお願いします。プロデューサーとディレクターのＯＫが出次し第だい、すぐにスケジュールを組みますんで」

　言って、鳥越はデザートのアイスクリームを口に運んだ。

　光もチョコやベリーを使って美しくデコレートされたアイスを食べる。

　ちょっと贅ぜい沢たくしちゃったけど、来てよかった。

　場所はホテルの一階にあるレストランバーである。落ち着いた照明が、モノトーンで統一された店内を照らしている。出張で桃栗に来たらしいサラリーマンの姿がちらほらと見えた。

　よかったら一緒に食事でも、と誘さそわれて応じたのは、わざわざ足を運んでくれた鳥越を放り出して帰宅するのが無責任に思えたからだ。それに、兼城の態度が彼を不快にさせたことを申し訳なく思う気持ちもあった。

　兼城はしつこく後をつけてきた。が、光と目が合っても、もうバツ印は作らなかった。そのかわり鳥越を監視しているようだった。

　肝かん心じんの鳥越は、特に何も言わなかった。ただ、肩かたや背中に触ふれてくるスキンシップの多さは変わらなかったから、もしかしたら兼城の視線に気付いていなかったのかもしれない。

　しかし今、周囲を見み渡わたしても兼城の姿はなかった。

　一人でつけるのは限界があるからな……。

　トイレに行ったのか、腹が減ってどこかで食事をとっているのか。

　あきらめたんだったらいいんだけど。

　左門の力を借りていないところは、兼城がある意味公私混同をしていない証あかしとも言えるが、やっていることはストーカーである。到とう底てい褒ほめられたものではない。

「宮成さんは東京の大学を出ておられるんですよね。どうして桃栗市の職員になられたんですか？」

　無難な質問に、光は口の中を空にしてから答えた。

「正直に言いますと、公務員試験をいくつか受けた中で、ここの試験にしか受からなかったんです。今は桃栗で採用されてよかったと思ってますけど、動機としては不純です」

「そうなんですか。小学生の頃ころに桃栗にいたっておっしゃってたから、ご両親の実家がここにあるんだと思ってました」

「いえ、父の仕事の関係で二年ほどいただけです」

「僕も小学生の頃、父の仕事の都合で二回転校したんですよ。いろいろ大変でした」

「わかります。転校ってほんと大変ですよね」

　笑顔の鳥越に、光はやはり笑顔で応じた。

　スキンシップ過多なことを除けば、普ふ通つうに話しやすい。業界人として威い張ばる風もないし、年下の光を侮あなどる様子もない。

　兼城の奴、なんでこの人が僕に気があるなんて思ったんだ。

　兼城のように男を好きになる男はそれほど多くない。「スキンシップ」イコール「気がある」なんて、どうかしている。

　くだらない妄もう想そうをしてる暇ひまがあったら、飲み会の写真に写ってた女の子の気持ちに気付いてやれよ。

　──あ、なんかまたイライラしてきた……。

「桃栗みたいに、地元色が強い土地への転校は大変だったでしょう」

　イライラが多少表に出てしまったらしく、鳥越は声を落として尋たずねてくる。

　何か誤解があるような気もするが、まあ、そうですね、と光は曖あい昧まいに頷いた。

　ロケ候補地をまわる間、たくさんの人に声をかけられた。約十日間、兼城と二人であちこちをまわったせいだろう、今日は若様はご一緒やないんですか、と尋ねられた。鳥越は「若様」という呼び名に驚おどろいていたようだった。

　小学生の頃、確かにローカルルールが多い桃栗に馴な染じむのは大変だったが、他の土地より随ずい分ぶんましだった気がする。独特の地方色はあったものの排はい他た的ではなかった。兼城がいたおかげか、弱い者いじめもなかった。今も変わらず江戸の殿との様さまをいただく一方で、良いものは良い、悪いものは悪いとはっきり言える空気は、光の性格に合っていたと思う。

　そもそも今回、候補地をそろえることができたのは兼城のおかげだ。彼が上京せず桃栗に残って築いた信しん頼らいが、オーナーや地権者への交こう渉しようを容易にしてくれた。

　光はイライラがすっと消えるのを感じた。食事を終えたら兼城に電話しようと改めて思う。

　今日はストーカーと化していたが、道理のわからない奴やつではないのだ。

「宮成さん、ずっと桃栗で働くんですか？」

　耳に飛び込んできた問いかけに、え、と光は思わず声をあげた。兼城のことを考えていたせいで、ぼうっとしてしまっていた。

　質問の意図がわからなくて首を傾かしげると、鳥越はニッコリ微笑ほほえむ。

「宮成さん有能だから、地方の市役所みたいな小さいところに留とどまってるのはもったいない気がします。東京に戻ればいいのに」

「有能だなんてそんな。四月に入ったばかりですからまだ何もしてません。今日は井村さんの指導のおかげでなんとか形になっただけです。それにロケ地候補をたくさん見つけられたのは、私の力じゃなくて兼城さんの力ですし。撮さつ影えいに入ったら今以上に至らない点が出てくると思いますので、ご指導よろしくお願いします」

　軽く頭を下げた光に、固いなあ、と鳥越は笑う。

「もちろん初めての仕事だから、わからないこともたくさんあるでしょうけど、それも踏ふまえて今日、井村さんも褒ほめておられたでしょう。大学でもイベントの運営をされてたって聞きましたし、宮成さん、そういう仕事に向いてるんですよ。なんだったら僕が仕事を紹介します。顔がきくフィルムコミッションとか芸能事務所がいくつかありますから」

　あからさまな社交辞令に、はは、と光は笑った。

「ありがとうございます。お世辞でも嬉うれしいです」

「いえ、お世辞じゃないですよ。今すぐじゃなくていいから考えてみてください。ついでに、僕とも個人的にお付き合いいただけると嬉しいんですけど」

「私なんかと付き合っても、鳥越さんには何のメリットもないですよ。東京には知識も経験もある優ゆう秀しゆうな人がたくさんおられるでしょう」

　笑みを浮うかべて言うと、鳥越は一いつ瞬しゆん、言葉につまった。かと思うと、おもしろいなあ、とつぶやいてなぜか苦く笑しようする。

「そういう意味で言ったんじゃないんですけどね。ひとまず今日のところはお開きにしましょうか。さっきから物もの凄すごく見られてますし」

　光の背後に目を向けた鳥越にならい、振ふり返る。

　すぐ後ろのテーブルにいたのは、なんと兼城だった。光と目が合った途と端たん、気まずそうに顔を背そむける。

　いつからいたんだ。気付かなかった。　>>>♥

「もしかして今日、兼城さんと食事の約束しておられたんですか？」

「いえ、してません。ほんとにすみません」

　勢いよく頭を下げると、かまいませんよ、と笑って鳥越は席を立った。

「兼城さんも、偶ぐう然ぜんここに夕食を食べに来ただけかもしれませんしね。じゃ、僕はこれで失礼します。明日、連れん絡らくさせてもらいますので」

「はい、よろしくお願いします。ほんとにすみませんでした」

　立ち上がった光は、怒おこった様子もなく踵きびすを返した鳥越に再び頭を下げた。

　鳥越さんができた人で助かった……。

　いや、もしかしたら表に出さなかっただけで、本当は兼城のストーカーじみた行動に腹を立てていたかもしれない。条件に合ったロケ地が見つかったとしても、こちらの対応次第では、依い頼らいの連絡ではなく断りの電話が入る可能性は大いにあるのだ。

　それなのに、兼城の奴。

　席を立った光は、まっすぐに兼城のいるテーブルへと足を向けた。

　テーブルの上には水しかなかった。食事をとりにきたわけではないのは明白だ。光と鳥越を監視するためだけにここへ座ったのだろう。

　光、と呼んで立ちあがった兼城を容よう赦しやなくにらみつける。

「ついて来るなって言っただろ」

　かつてないほどきつい口調だったが、兼城は怯ひるまなかった。それどころか、真しん剣けんな顔でこちらを見下ろしてくる。

「あの男が光を狙ねろてへんのやったら、俺かてついて来たりせん。あいつ、仕事を紹しよう介かいするとか個人的に付き合おうてほしいとか言うて、光のこと口説いてたやないか。光だけ食事に誘いやがって、俺でもまだ昼しか一いつ緒しよに食うたことないのに」

「はあ？　井村さんが帰ったから、たまたま僕一人が誘われる形になっただけだ。だいたい口説くってなんだそれ。あんなのただの社交辞令だろ」

「あいつの目ぇ見たら社交辞令やないてわかるやろ。それに、必要もないのにベタベタベタベタ光に触さわりまくってたやないか。なんでわからへんのや」

　わからない光の方がどうかしている、と言いたげな物言いに、光はムカッとした。

「おまえみたいに男を嫁よめだとか言い出す男が、そんなに何人もいるわけないだろうが」

「そうかもしれんけど、あいつはほんまに光を狙ねろてるんや」

「だから、なんでそんなこと」

　断言できるんだよ、と言いかけた光はハッと口を噤つぐんだ。レストランバーの従業員たちがこちらを見ているのが視界の端はしに映ったからだ。周囲の客たちもちらちらと視線を向けてくる。

　本当なら、とうに注意されてもおかしくない。注意されずに見守られているのは、言い合っている相手が兼城だからだ。

「とにかく、これ以上くだらないこと言うんだったら指定業者を降りてもらうからな」

「くだらんことない。俺にはわかるんや、光」

　踵を返そうとしたところを、腕うでをつかまれて止められる。

　が、光は咄とつ嗟さに兼城の手を振り払はらった。

　光、とまた呼んだ兼城を、まっすぐにらみつける。

「おまえの言う通り、鳥越さんが僕を狙ねらってるとしても、僕にその気がないんだから問題ない。そもそも、おまえに心配される筋合いはない」

「けど、光は俺の嫁や。嫁にちょっかい出されて黙だまってる男なんかおらんやろ」

　兼城は大おお真ま面じ目めな顔で言い張る。周囲の客とバーの従業員たちがざわめくのがわかった。兼城の声は、低いがよく通るのだ。

　従業員たちはあからさまにきょろきょろしている。「嫁」を探しているのだろう。兼城と言い争いをしている男が「嫁」だなんて、想像もしていないに違ちがいない。

　そうだ。これが普通の反応だ。

　ちょうどいい機会だから、この際、はっきりと言おう。

「いいか、兼城。僕が桃栗に戻もどってきたのは、市役所の採用試験に受かったからであって、おまえの嫁になるためじゃない」

「けど、戻ってきたら嫁になってくれるて言うたやろ」

「小学生のときに言ったことなんか無効に決まってるだろ。とにかく僕は、おまえを好きじゃない。妙みような言いがかりをつけて仕事の邪じや魔まをするような奴は嫌きらいだ」

　反論しようとした兼城を遮さえぎって、光は続けた。

「桃栗のことを考えてるって言いながら、桃栗のためにならないことをするのはおかしいだろう。そんな口先だけの奴は信用できない」

　きっぱり言い切ると、それは、とつぶやいたきり兼城は口を噤んだ。いつもどことなく偉えらそうな精せい悍かんな面おも立だちには、珍めずらしく苦く悶もんの表情が浮かんでいる。

　鳥越に対する態度が良くないという自覚はあるようだ。

　それとも、嫌い、信用できない、という言葉がショックだったのか。

「明日あしたは来なくていいから」

　光はその場に兼城を置き去りにし、今度こそ踵を返した。










　カメラの向こう側の商店街は、以前、晴れの日に来たときとは光の入り具合が違った。雨が降っているせいで、想像していたより薄うす暗ぐらい。

　やっぱり雨の日も撮とっておかないとだめだなと思いつつ、光はシャッターを切った。

　時刻は午後三時。場所は市の中心部にある大きな商店街だ。ちゃんと商店街の組合に撮影の許可は得ている。

　商店街には、戦前からここで商売をしている年季の入った店だけでなく、若者向けの洒落しやれたカフェやショップもあった。桃栗には大型のショッピングセンターやモールがないせいだろう、シャッターを下ろしている店はわずかだ。平日の昼間といえども、それなりに人通りはある。

　昼頃ごろから雨が降り出したので、雨のロケ地の状態を確かく認にんしに行くことにした。

　とはいえ、それはほとんど口実だった。

　午前中、明日ディレクターと脚きやく本ほん家かと一緒に伺うかがいますと鳥越から連絡があった。断りの電話ではなかったことに心底ほっとしつつ、昨日の兼城の態度を改めて謝ると、鳥越は笑った。気にしてないって言ったでしょう。宮成さんも気にしないでください。

　鳥越さんはやっぱり大人だ。おかしいのは兼城だ。

　今朝、兼城は市役所に顔を出さなかった。着信もないしメールもこない。

　また、役所内で顔を合わせた高崎も何も言ってこなかった。いつも通りの何を考えているのかわからない顔だったので、兼城が彼に泣きついたのか、泣きついていないのかは知らない。

　あいつ、ちゃんと反省したんだろうか。

　ぶり返してきた怒いかりをどうにか治め、ロケ地候補のオーナーや地権者に再度連絡をとったり、ホームページを作成したりした。が、兼城のことが気になってどうにも集中できず、外へ出ることにしたのだ。

「宮成さん、どうですか。ええ写真撮れました？」

　ニコニコと話しかけてきたのは、丸い体を作さ務む衣えで包んだ男だった。三十代半ばの彼は、この商店街にある老舗しにせの和わ菓が子し店の七代目だ。以前、兼城に紹介された。

「こんにちは。おかげさまで」

「今日は若様はご一緒やないんですか」

　この質問をされるのは、商店街に着いてから四回目である。

　ええ、まあ、と曖あい昧まいに頷うなずくと、男はがっかりしたように眉まゆを寄せた。

「そうですか。宮成さんが来てはるて聞いたから、若様も来てはるか思たんやけど……。そしたら直接電話さしてもらいますわ」

「何かあったんですか？」

　光の問いかけに、男性は嬉うれしそうに顔を輝かがやかせた。

「ついさっき、デパートへの初出店が正式に決まったんです」

「それはおめでとうございます」

「ありがとうございます。二年前にもお話をいただいていたんですけど、うちの親父おやじがとにかく頑がん固こで、出店なんかせんて言い張ってたんです。若様が親父を説得してくれて、やっと実現できたんですよ」

「兼城が……」

「はい。若様はデパートで目玉にする予定の僕の創作菓子を褒ほめてくれはりました。二年前に親父が出店を断ったことを知ってはったから、チャンスはそない何回も来るもんやない、今やった方がええて親父を説得してくれたんです。若様がそこまで言うてくれはるんやったらって、親父も納なつ得とくしたんですわ。いやほんま、若様には感謝です」

　そしたら失礼します、と言って彼は素す早ばやく踵きびすを返した。きっと店に戻って、兼城に電話で報告するのだろう。

　兼城はきっと無条件で若い七代目の味方になったわけではない。七代目が一人前の職人になったことを見み極きわめ、彼の創作菓子がデパートで売れると判断したから、六代目を説得したのではないか。二年前には説得していないのがその証しよう拠こと言える。

　そういう判断ができるのに、なんで昨日はあんな態度だったんだ。

　恋れん愛あい面ではバカな奴やつだと知っていたけれど、ここまでバカだと思わなかった。

　眉を寄せると同時に、なぜか兼城の苦しげな顔が脳のう裏りに浮うかんでツキリと胸が痛んだ。

　悪いのは兼城で僕は悪くないのに、なんでこんなにあいつのことばかり考えちゃうんだ。

　昨夜も悶もん々もんとして、あまり眠ねむれなかった。

「あれ、宮成さんやないですか」

　ふいに声をかけられ、光は振ふり向いた。

　立っていたのは、ショートカットに作業着姿の女性──桃栗焼の展示場にいた畑野だ。黒いビジネスバッグと赤い傘かさを持っている。

　こんにちはと頭を下げると、彼女もこんにちはと返してくれた。

「今日はチカ君と一いつ緒しよやないんですか？」

　ええ、と光は苦く笑しようして頷いた。これで五回目の質問だ。

「この前は、お仕事中にお邪魔してすみませんでした」

　頭を下げると、いえいえ、と畑野は朗ほがらかに応じる。

「あの倉庫はチカ君の所有で、うちは借りてただけですから。あの倉庫もですけど、桃栗には雰ふん囲い気きのある昔の建物がたくさん残ってて素敵ですよね。もしロケ地になったら見学に行きたいです」

「でしたらぜひ、エキストラとして参加してください。これから先、そういう募ぼ集しゆうもあると思いますので」

「え、ほんまですか？　楽しみやわ。絶対応おう募ぼしますね」

　ニッコリ笑った畑野に、光もつられて笑え顔がおになった。

　なんとなく並んで歩き出す。

「畑野さんはお仕事中ですか？」

「はい、取引先にお使いに行ってきた帰りです。工こう房ぼう勤務いうても、まだまだ下したっ端ぱやから使いっ走りとかもさせられるんですよ」

　そうは言いながらも、畑野は楽しそうだ。きっと仕事にやりがいを感じているのだろう。

　かわいいし明るいし、いい子だ。

　こういう女性が側そばにいたのに、兼城は好きにならなかったのだろうか。

　そんなことをぼんやり考えていると、畑野はこちらをちらと見上げた。

「やー、でも、宮成さんが実在するなんて思てなかったから、お会いできて嬉しいです」

「実在って……」

　そういえば初めて顔を合わせたとき、畑野は驚おどろいた顔をした後、なぜかまじまじと光を見つめてきた。あれは珍ちん獣じゆうを発見した人の顔だったのだ。

　でも、なんでそんな風に思ったんだ？

　疑問が顔に出たのか、ふふ、と畑野は笑った。

「私、戦後に桃栗市に吸収合がつ併ぺいされた柿かき内うち郡の出身なんです。せやから高校で初めてチカ君と同じクラスになりました。最初からチカ君には許嫁いいなずけがいるて噂うわさがあって。本人も心に決めた人がいるて言うてたんですけど、きれいではっきりものが言えて、普ふ段だんはクールやけど根っこは熱うて思いやりもあるて、そんな人ほんまにいるんかいなて思てたから」

「それは僕じゃないですよ……」

「でも宮成さん、下のお名前光さんでしょう？　チカ君、高校でも何かあるごとに光光って言うてたから、チカ君に憧あこがれてるコはたくさんいたけど、告白するコはほとんどいませんでした。勇気出してコクったコも、瞬しゆん殺さつされたらしいし。私、チカ君が行ってた大学の短期大学部に行ってたんですけど、そこでも撃げき沈ちんした女の子を何人か見ましたよ」

　光は頭を抱かかえたくなった。高崎と篠田にも少し話は聞いていたし、兼城本人からも光一筋だったと聞いていたが、具体的なエピソードを出されるといたたまれない。こうしてほとんど初対面の人から話を聞くと、よりインパクトがある。

　苦虫を嚙かみ潰つぶしたような光の表情を見て、畑野は楽しげに続けた。

「チカ君て不思議な人ですよね。仕事の話をしてるときはびっくりするぐらい大人でシビアやのに、めちゃめちゃ子供っぽいとこもある」

「まあ、兼城は若様だから」

「そうですね、若様やから」

　畑野が頷いたそのとき、正面から六十歳くらいの恰かつ幅ぷくの良い男性が歩いてきた。

　こんにちは、と頭を下げた畑野に、こんにちはと愛あい想そよく応じる。

　光も一応会え釈しやくをした。役所の上着を認めたのか、彼も頭を下げてくる。

　かなり距きよ離りが開いてから、畑野はちらと背後を振り返った。

「今の方、六代続いてる老舗の呉ご服ふく店のご主人です。この商店街をロケの候補地にするん反対やったんですよ」

　幾いく分ぶんか声を落として言った畑野に、え、と声をあげる。

「反対した方がおられたんですか」

「ええ。ほら、撮さつ影えいのスタッフさんはともかく、もしドラマとか映画が当たったら、ロケ地巡めぐりをする人らが大勢桃栗に来ることになるでしょう。余所よそ者ものに無む闇やみに出入りされたないって、ロケーション係を新設すること自体に反対やったんです。少数ですけど、他ほかにも反対の人はいたみたいですね。桃栗の商店を潰す気かって」

「ロケ地巡りの人が押しかけてきたからって、店が潰れたりはしないと思いますけど……」

「私もそう思います。でも、変化を恐おそれる人もいますから」

　畑野は商店街をぐるりと見み渡わたした。光も彼女にならって視線を巡らせる。

　頭上のアーケードは新しい。きっと商店が金を出し合って改築したのだろう。

　その下にある八百屋、魚屋、乾かん物ぶつ屋や、金物屋、呉服店、文ぶん房ぼう具ぐ店、書店、洋品店等々も、きれいに改装されている店が多いようだ。たとえ建物は古いままでも、傷いたんでいる箇か所しよがそのままに放置されているところは見当たらなかった。それだけ各店に売り上げがあるのだ。

　桃栗は市内だけでおおよその需じゆ要ようと供給が成り立っている、極きわめて稀まれな地方都市である。現状で充じゆう分ぶん事足りているのに、余計なことはしたくないと思う人もいるだろう。先ほどの和わ菓が子し店の男性の父親も、息子むすこの腕うでが未熟だからという理由だけでなく、そんな風に守りに入ってデパートへの出店を断ったのかもしれない。

　また、余所者が大挙して押し寄せることで、顔みしりで構成された穏おだやかな空気が壊こわれるのを恐れる人もいるはずだ。ケンジョーグループが桃栗を去る未来を想像したことがない人は、危機感がないから尚なお更さらである。

　ロケーション係の設置が遅おくれたのは、町おこしをする必要がないためにのんびりしていたのが最も大きな理由だと光は今も考えている。しかし反対意見があったのも事実のようだ。

「そういう人らを説得したんがチカ君です。反対派の人らは代々桃栗に住んでる人がほとんどやったから、チカ君は自分らの味方やと思てたみたいですね。見捨てられた気持ちになったんか、農家と職人だけえこ贔屓ひいきやとか、種親様は上の二人の若様らと違ちごて優ゆう秀しゆうやないから桃栗に残っただけやとか、チカ君の悪口言い出して、孤こ立りつしてしまう人も出てきました。チカ君を慕したう人の方が圧あつ倒とう的に多いですから、当たり前といえば当たり前なんですけどね」

　兼城がいかに桃栗の人たちに慕われているか、光ももう知っている。

　市役所の職員とはいえ、余所者の光が気軽に声をかけてもらえたり、信用してもらえているのも、兼城と一緒にあちこちまわった結果だ。

「でも、チカ君は反対派の人らを避さけたりせんと、根気強う説得し続けた。そんで最終的に、反対派の人らもロケ地に賛成することになったんです。おかげで孤立してた人も、元通りに賛成派の人と仲良うやれるようになったて聞きました」

　畑野の話が本当だとすると、反対派を説得しなくても、商店街はロケ地候補になったはずだ。

　しかし兼城は少数の反対派をないがしろにしなかった。

　兼城らしい。

　桃栗を案内してもらった十日間、兼城の分け隔へだてのない態度を目まの当たりにした。老ろう若にやく男なん女によ、誰だれに対しても態度が変わらない。ロケーション反対派も、兼城にとっては大事な桃栗市民だったのだろう。賛成派とのしこりが残らないよう、気を配ったのだ。

　ただ殿との様さまの血筋だから信しん頼らいされているわけではない。桃栗のことを真しん剣けんに考えている兼城という人間そのものが信頼されていると感じた。光自身も、そういう兼城をかっこいいと思ったし、凄すごいと感心もした。

　だからわけのわからない対たい抗こう心から仕事の邪じや魔まをする兼城に、余計に腹が立ったんだ。

　信頼していたからこそ、裏切られた気持ちになった。

　そうだ。僕も兼城を信頼してた。

「そのロケーション係を、まさかチカ君の言う光さんが担当しはるとは思いませんでしたけどね。正直びっくりしました」

　うんと大きく頷うなずいた畑野に、ふと疑問が湧わく。

　彼女はなぜ商店街の内情を知っているのだろう。桃栗で暮らしていれば、ある程度耳に入ってくるかもしれないが、詳くわしすぎる気がする。

　兼城が彼女に相談したんだろうか。

　胸の奥がつまるような感じがして、光は我われ知らず大きく息をした。

　──別に相談したっていいじゃないか。

　畑野は高校の同級生だし、何より落ち着いていて話しやすい。

「あの、畑野さん、もしかして兼城とかなり親しくされてますか？」

　え？　と声をあげた畑野は大きな目を更に大きくした。かと思うと、ぷは、と噴ふき出す。

「まさか、普通の友達です。ただ、カレシが働いてるお店でカレシと一いつ緒しよに話を聞いたりしてたから知ってるだけです。マロンていうお店、ご存じですか？」

「ええ、知ってます。え、畑野さんのカレシって篠田ですか！」

「はい、そうです。私、篠田君のカノジョです」

　畑野はニッコリと笑って頷く。

　篠田、やるな……。

　心の内で感心すると同時に、なぜかほっとしていると、畑野が横目で見上げてきた。

「心配しなくても、チカ君はずっと宮成さん一筋ですよ」

「や、僕は心配なんかしてませんよ」

「ですよねえ」

　ふふ、と笑った畑野に、しまった、と思う。

　兼城の浮うわ気きの心配などしていない、という意味にとられてしまったようだ。

　違うんです、と光が否定する前に畑野は続ける。

「今年入ってきた新入社員の女の子、チカ君に一目惚ぼれしたみたいで一いつ生しよう懸けん命めいアピールしてたんです。彼女には悪いけど、チカ君、傍はたで見てて笑わろてしまうぐらいスルーしてて。新入社員の子には、チカ君にはベタ惚れの恋こい人びとがいるからあかんって最初から言うてたんですけどね。最近になって、やっとあきらめる気になったみたいです」

　携けい帯たい電話に送られてきた写真が脳のう裏りに浮うかんだ。兼城の隣となりの隣にいた、ロングヘアがよく似合う美人。きっと彼女がその新入社員だ。

　あいつの目ぇ見たら社交辞令やないてわかるやろ。

　ふいに兼城の言葉が耳に甦よみがえった。

　僕も写真の女の子に同じことを思った。

　兼城に向ける視線で彼女の好意を悟さとったのだ。

　もしかして、鳥越さんが僕を狙ねらってるっていうのは言いがかりじゃなくて本当なのか？

「チカ君、不安みたいですよ」

「不安？　兼城がですか？」

　優やさしい口調で言われて、思わず頓とん狂きような声をあげる。

　畑野は臆おくする様子もなくこくりと頷いた。

「昨夜、マロンで物凄く落ち込んでたんです。高崎君もいたんですけど、なんでか完全放置でした。いつもやったら全力で励はげまそうとする左門さんも遠くから見守ってるだけで。チカ君自身が周りに相談しようとせんかったから、自然と一人になってたかもしれんのですけど」

「兼城が落ち込んでたのは、兼城が悪いからです。自じ業ごう自じ得とくです」

　きっぱり言い切ると、畑野は少し驚おどろいたように瞬まばたきをした。

　が、すぐに小さく笑って続ける。

「高崎君には放ほっとけて言われたんですけど、いっつも自信満々のチカ君があんまりしょげてるから、どうしたんって聞いたんです。チカ君、俺はちゃんとした大人になれへんて言うてました。このままやったら光に嫌きらわれてしまうのに、どうしても自分を止められんて」

　やはり自分の言動がまずかった自覚はあるようだ。

　しかしそのまずい言動を止める方法が、兼城自身にもわからないらしい。

　兼城みたいに正しい状じよう況きよう判断ができる奴やつが、なんでわからないんだ。

　──それだけ僕のことが好きってことか。

「それ以上は、トモ君……、篠田君に止められてしゃべらんかったから、なんでチカ君がそんなことを思たんかわからんのですけど、不安なんやなっていうのはわかりました。付き合う前、私も篠田君の気持ちがわからんで不安になったことがあって、それと似た感じやったから」

　懐なつかしむように言った畑野は、せやからね、と光を見上げる。

「ちゃんと、伝えてあげてください」

「伝えるって何をですか」

「宮成さんの気持ち」

「言いましたよ、ちゃんと」

　とにかく僕は、おまえを好きじゃない。妙みような言いがかりをつけて仕事の邪魔をするような奴は嫌いだ。

　自分が言った言葉が耳に甦ってきた途と端たん、また胸の奥がつまるような感じがした。

　好きじゃないっていうのは言いすぎだったか。

　でも、それくらいはっきり言わないと兼城にはわからない。だからあれでいいんだ。

　そう思ったものの、胸の重苦しさはなくならない。

　悪いのは兼城だ。

　でも、兼城だけが悪いのか？

　僕はどうなんだ。何も悪くないか？　本当に？

　我知らず上着の胸の辺りをつかんだ光をどう思ったのか、んー、と畑野は首を傾かしげる。

「そしたらなんであんなになってしもたんかなあ」

　畑野がつぶやいたそのとき、ちょうど商店街の終わりにきた。あと二メートルほどでアーケードが途切れる。

　アーケードの向こう側の空は、相変わらずの灰色だった。雨は幾いく分ぶんか弱まったものの、途切れることなく降り続いている。

「雨、なかなかやみませんねえ」

「ほんとに、今日はよく降りますね」

　奥歯に物が挟はさまったような感覚を覚えつつ応じると、畑野は傘かさを開いた。

「そしたら私はこれで失礼します。お仕事がんばってくださいね」

「はい。いろいろ話してくださってありがとうございました。足元が悪いですから、気を付けて帰ってください」

　変なことを言ったわけではないのに、畑野はなぜかパチパチと瞬きをした。

　が、すぐにニッコリ笑って頭を下げ、歩き出す。

　少しずつ小さくなっていく赤い傘を見送りながら、光は兼城のことを考えた。

　あいつ、そんなに落ち込んでたのか……。

　しかし高崎にも左門にも泣きつかなかった。愚ぐ痴ちもこぼさなかった。答えが見つからなかったとしても、きっと兼城なりに光が言ったことに一人で向き合おうとしたのだ。

　そういうところは嫌いじゃない。

　重苦しくなっていた胸が、今度はズキリと疼うずいた。

　なんで、こんなに痛いんだ。










　翌日、鳥越はディレクターと脚きやく本ほん家かを引き連れ、再び桃栗にやってきた。井村は別の仕事があって来られなかったため、光が彼らを案内した。昨日の雨から一転、空は青く晴れており、外を歩きまわるには絶好の天気だった。

　ロケ地候補を案内すると、ディレクターは歓かん声せいをあげた。イメージ通りだったらしく、すっかり気に入ったようだ。昨日撮とっておいた雨の日の写真を、脚本家と共に熱心に眺ながめていた。すぐにでもロケ地に決めてもらえそうな雰ふん囲い気きに、心底ほっとしたことは言うまでもない。

「今日はほんとにありがとうございました」

「いえ、こちらこそ、ありがとうございます」

　笑え顔がおで礼を言った鳥越に、やはり笑顔で応じたものの、光は自分の顔が少しひきつっているのを感じた。

　鳥越と二人、並んで座っているのは、狭せまいながらも立派な和室である。以前、兼城に案内してもらった花街にある料りよう亭ていの一室だ。目の前には和食が載のせられた膳ぜんが置いてある。料理はもちろんのこと、器うつわも洗練されていて上品だ。小こ鉢ばちの一つは桃栗焼である。これには桃栗菜の煮に浸びたしが盛り付けられていた。

　一通りロケ地候補をまわった後、ディレクターと脚本家は東京へ帰っていった。スケジュールの関係上、急いでやらねばならないことがあるらしい。残されたのは光と鳥越だ。そこで鳥越に、さっき料亭に案内してもらったときに予約を入れておいたんで一いつ緒しよに行きませんかと誘さそわれた。営業中はどんな雰囲気なのか、自分の目で見ておきたかったという。

　断るわけにもいかずについて来たのはいいが、本格的な料亭など初めてで緊きん張ちようする。そもそも一いち見げんの客が予約をとれるとは思っていなかった。

　鳥越さんが映画のスタッフだったから、女将おかみさんが特別に許可したのかも。

「さあ、どうぞ一いつ杯ぱい」

　鳥越に徳とつく利りを差し出され、光は慌あわてて猪口ちよこを手にとった。

「すみません、ありがとうございます」

　日本酒は苦手だ。しかし注つがれた以上は飲まなくてはいけない気がして、一息に飲み干す。

　カッと全身が熱くなるのを感じつつ、光は自分の膳に置かれた徳利を差し出した。

「どうぞ」

「ああ、ありがとうございます。じゃ、遠えん慮りよなく」

　光が注いだ酒を、鳥越は旨うまそうに口に含ふくむ。彼は酒に強いらしい。

　他ほかの部屋のざわめきが微かすかに聞こえてくるものの、さすがは個室、静かだ。カコーン、と遠くで鹿しし威おどしが落ちる音がする。

　兼城の奴、こんな凄すごいところの常連なんだな……。

　昨夜も今日も、兼城から連れん絡らくはなかった。兼城サービスはロケーション係への協力だけが仕事ではない。社員も何人かいるようだし、他にも様々な仕事を引き受けているらしいから、そちらに行っているのかもしれない。

　それにしても、だ。

　来るなって言ったのは確かに僕だけど、一言ぐらい連絡があってもいいだろう。

　今日一日、そんな風にイライラする気持ちを抑おさえるのに苦労した。

「今日は兼城さん、来ておられませんでしたね」

　光の猪口にまた酒を注ぎながら、鳥越がサラリと言う。

　ちょうど兼城のことを考えていたので、ドキ、と心臓が跳はねた。

　その反応をごまかすために酒をあおり、光は無む理り矢や理り笑みを浮うかべた。

「彼は市役所の職員じゃないんで、いつもいるわけじゃないんですよ」

「そうなんですね。でも幼おさな馴な染じみだっておっしゃったし、凄く親しそうだったから」

「私と兼城がですか？　まさか。それに、いくら親しくても仕事は別でしょう」

　光の言葉に、そうですね、と鳥越は頷うなずく。穏おだやかな口調だ。

　今日一日行動を共にしたが、鳥越はやはり光の側そばから離はなれなかった。ディレクターと脚本家が自由に歩きまわったため、二人でいることが多かったせいもある。肩かたを抱だかれたり腕うでをとられたりと、相変わらずスキンシップもあった。とはいえロケ地候補を見てテンションが上がったディレクターにも一度ハグされたので、スキンシップ自体、テレビ業界ではそれほど珍めずらしくないのかもしれない。

　ともあれ、鳥越が昨日の兼城の態度に腹を立てていたら、それを止められなかった光の側には寄ってこないはずだ。ベタベタ触さわられるのは、正直あまり気分の良いものではなかったが、冷たい態度をとられるよりはずっといい。

「この前お話しした転職の件、少しは考えてくれましたか？」

　また光の猪口に酒を注ぎながら尋たずねてきた鳥越に、苦く笑しようする。

「ああ、あのお話ですか。前にも言いましたけど、私に気を遣つかっていただく必要はありませんよ。桃栗でロケをしていただけるだけで充じゆう分ぶん嬉うれしいですから」

「気を遣ったわけじゃありません。本当に地方の役所に置いておくには惜おしい人だと思ったんです。今日だって雨の日の写真まで撮っておいてくださったでしょう。そこまで気がまわる人は滅めつ多たにいない」

「私なんか、井村さんに比べたらまだまだです。井村さんは県のロケーション課をここまで引っ張ってこられた凄い方ですから」

　全身がふわふわしてきたのを感じて、今度はちびりと酒を飲む。

　これ以上はあんまり飲んじゃだめだな。

　もともとアルコールに弱いのだ。飲み慣れない日本酒はすぐにまわる。

　一いつ旦たん猪口を置いて口に入れたのは、桃栗菜の煮浸しだった。鮮あざやかな緑色に湯がかれたそれは、ふんわりとした優やさしい甘さだ。

　タカシさん一家の話をふと思い返す。兼城は何度も様子を見に来てくれたとタカシさんは言っていた。タカシさんの父親も、桃栗に残った兼城に本当に感謝しているようだった。

　泥どろに汚よごれた広い背中が脳のう裏りに浮かんで、ズキリと胸が痛む。

「宮成さんのそういうところ、いいですよね。最近、自分が自分がって人が多いですから」

「え……？　ああ、いえ」

　兼城のことで頭がいっぱいだったせいで、ぼんやりとした返事になってしまった。

　が、鳥越は気にする風もなくこちらに身を乗り出してくる。

「僕は兼城さんみたいに宮成さんを困らせたりしません。あなたの気持ちを尊重します」

　鳥越が何を言いたいのかわからなくて、はあ、と光は曖あい昧まいに返事をした。

　何言ってんだ、この人。ドラマの撮さつ影えいに僕の気持ちなんか関係ないだろ。

　鳥越は更さらに声を落として囁ささやく。

「一昨日おとといも言いましたけど、宮成さんと個人的にお付き合いさせてもらいたいんです」

「や、ですから、私と個人的に付き合っても意味ないですよ」

「意味はありますよ」

　言うなり、鳥越は光の肩をつかんだ。間を置かず、畳たたみの上に力まかせに押し倒たおされる。

　日本酒がまわったせいだろう、激しい目眩めまいがした。視界に映った木目の天てん井じようがぐるぐるとまわる。

　え、何、何だこれ。

「こういう意味があるんですよ」

　今までとは違ちがう熱っぽい声が囁くと同時に、脇わき腹ばらから腿ももにかけて撫なでまわされた。

　ぞわ、と全身に鳥とり肌はだが立つ。

「ちょっ………、と、何なんですか、やめてください！」

　今更ながらジタバタと暴れるが、力が入らない。

　それをいいことに、光にのしかかった鳥越がズボンに手をかけてくる。

「一昨日も今日もあれだけスキンシップ許しといて、やめてくださいはないだろ」

「はあ？　何言ってんだ、ちょ、やめろ！」

　前を暴あばこうとする鳥越の手を払はらいのけようとしたものの、いとも簡単に押さえつけられてしまった。布の上から性器を意味深に摩さすられると同時に、首筋に鳥越の濡ぬれた息がかかり、吐はき気が込み上げる。

　兼城にも触らせたことないのに、なんでこんな奴やつにこんなことされなきゃいけないんだ！

　光、とさも嬉しそうに呼ぶときの満面の笑えみ。桃栗の将来を真しん剣けんに語る強い眼まな差ざし。もう来るなと言ったときの、寂さびしげで苦しそうな表情。

　こんな非常事態なのに、思い浮かぶのは兼城の顔ばかりだ。

「くそ、バカ、兼城……！」

　悔くやしくて情けなくて腹が立って呼ぶと、スパン！　と小気味よい音と共に襖ふすまが開いた。　>>>♥

　次の瞬しゆん間かん、鳥越がいとも簡単に吹ふっ飛ぶ。

　獣けもののようなうなり声をあげて座ざ敷しきに突とつ入にゆうしてきたのは、長身の男──兼城だった。畳に転がった鳥越に迷うことなく飛びかかる。反射的に体を起こそうとした鳥越の横っ面つらを張った後、兼城は再び畳に沈しずんだ彼に馬乗りになった。そのまま首を絞しめ上げる。手加減なしだ。

「やめろ、兼城！」

「こいつ、俺の光に、俺の光に……！」

「兼城！」

　再び声を限りに呼ぶと、兼城はハッと我われに返ったように力を抜ぬいた。

　途と端たんに鳥越が激しく咳せき込む。

　はあはあと荒あらい息を吐いている兼城を、もう一度呼ぶ。

「兼城、僕は大だい丈じよう夫ぶだから。ほら、こっちに来い」

　どうにかこうにか上半身を起こして手招きすると、兼城はゆっくりこちらを向いた。

　鬼き神しんのように吊つり上がっていた目め尻じりがわずかに緩ゆるむ。苛か烈れつな怒いかりを宿していた漆しつ黒こくの瞳ひとみに、ほんの少しだが理性が戻もどった。

　それらの変化を目まの当たりにして、体の芯しんが熱く痺しびれる。

　──もう、ごまかせない。

　胸が重苦しかったのは、噓うそをついてたからだ。

　嫌きらいだなんて噓だ。好きじゃないなんて噓だ。

　僕は、兼城が好きだ。

「兼城」

　優しく呼ぶと、兼城は鳥越を放り出し、飛ぶようにこちらへ寄ってきた。そしてぶつかる勢いで抱きしめてくる。

「光、光、大丈夫か？」

「ああ、大丈夫だ」

　兼城の腕の中におとなしく収まったのは、まだ悪お寒かんがそこかしこに残っていたからだ。

　強い力で抱きしめてくる腕の感かん触しよくと、密着した体の熱が、不快感を瞬またたく間に消してくれる。

　我知らず安あん堵どのため息を落としていると、鳥越さん、と呼ぶ兼城の低い声が体から直接聞こえてきた。

「このことは貴方あなたの会社に連れん絡らくさせてもらいますから、覚かく悟ごしてください」

「このことってどのことですか？　私は貴方に殴なぐられた上に首を絞められたんだ。これは立派な傷害罪ですよ。私の怪け我がが証しよう拠こです」

　悪びれる様子もなく言った鳥越に、ちょっとお待ちなさい、と女の声が割って入った。

　開け放たれたままだった襖の向こうから現れたのは、女将おかみと左門だ。

「私は貴方が宮成さんを押さえつけてるん、見ましたよ。若様は宮成さんを助けられただけです。証拠の映像も撮とりました」

　女将は印いん籠ろうよろしくスマホを突つき出す。

　小さく舌打ちした鳥越は、光に目を向けることなくゆっくり立ち上がった。

　彼に音もなく歩み寄ったのは左門だ。半ば強制的に鳥越の腕をとる。

「駅までお送りしましょう」

「……けっこうです」

「いえ、お送りしますので。さ、どうぞ」

　きっぱりと言って、左門は鳥越を強ごう引いんに部屋の外へ連れ出した。膝ひざをついて頭を下げた女将も、今度は静かに襖を閉めて出ていく。

　我知らず大きなため息が漏もれた。

　鳥越の意図に全く気付かなかったのも、苦手な日本酒を飲んでしまったのも、不覚だった。

　しかし何より、噓をついていた卑ひ怯きような己おのれが嫌いやになる。

「光、ほんまに大丈夫か？」

　兼城はしっかりと光を抱だきしめたまま、心配そうに尋たずねてきた。

　またしてもじんと胸が熱くなるのを感じつつ頷うなずく。

「平気だ、ありがとう。ごめんな、兼城」

「謝ることなんかない！　俺こそ遅おそなって悪かった。女将にあいつが予約とりよったて知らせてもらわんかったら、助けられんとこやった。怖こわい思いさしてごめん」

「それはほんとに大丈夫だし、僕がおまえの言うことを信じなくて、完全に油断してたのが悪かったんだ。せめて酒を飲まなかったら、あんな奴にいいようにされなかったのにな。でも、今僕が謝ったのはそのことじゃない」

「そしたら何や？」

　兼城が腕うでの力を緩めて覗のぞき込んでくる。

　精せい悍かんな顔立ちはわずかに瘦やせていた。頰ほおが上気しているのでわかりにくいが、顔色もあまり良くない。一昨日から今日にかけて、兼城なりにいろいろと考えた証拠だろう。

　じわ、と今度は体が芯から蕩とろけるような感じがして、我知らず熱いため息が漏れた。

「二人だけで話がしたいから、帰ろう」

　うんと頷いた兼城の声は、歓かん喜きで震ふるえていた。










　兼城の運転する車で向かったのは彼が住むマンションだった。助手席に乗った後、光は少しだけ眠ねむった。酒量が少なかったせいもあるのだろう、おかげでそこそこ酔よいが覚めた。

　桃栗では高層の部類に入る十階建てのマンションの最上階のワンフロア、全すべてが兼城の自宅になっていた。こげ茶色で統一されたセンスのいい家具は、どれもこれも高級そうだ。スマホであらかじめ操作しておいたのか、部屋全体が快適な温度に保たれている。

　そういえば兼城ってセレブなんだった……。

　社用車に国産高級車を使っているのは常識はずれだと思ったが、それ以外は特に贅ぜい沢たくをしていると感じたことはなかった。身につけている物はもしかしたらブランド品だったのかもしれないが、一目見てそれとわかる物はなかったように思う。行動を共にした二週間あまり、庶しよ民みん的な食べ物を嬉うれしそうに食べているところばかり見てきたから、不思議な感じだ。

　今、そのやたらと広いセレブ丸出しのリビングに、兼城は正座をしている。

　光も兼城の向かい側に正座していた。ソファやテーブルに腰こしかけてもよかったが、先にリビングに入った兼城が正座をしたので、仕方なくこの形になった。

「さっきは助かった。ありがとう」

　改めて礼を言うと、兼城は首を横に振ふった。

「俺も悪かったんや。あいつが光を狙ねろてるて、もうちょっと冷静に話したらよかった。そしたら光かてわかってくれたやろ。けど嫉しつ妬と心が勝って頭に血が上ってしもて、感情的な言い方しかできんかった。ごめん」

「いや、おまえは悪くない。ほんとのことを言ってただけなんだから」

「それでも、光の言う通りやったから。俺の態度は確かに桃栗のためにならんもんやった。わかってて止められんかったんやから、俺が悪い」

　頭を下げたままの兼城を、光は見つめた。

　──チカ君、不安みたいですよ。

　──このままやったら光に嫌われてしまうのに、どうしても自分を止められんて。

　畑野の言葉が思い出された。

　僕がちゃんと本当の気持ちを言えば、不安はなくなるか？　冷静になれるか。

　わからない。わからないけれど、噓をついたままではだめだ。

「兼城」

　静かに呼ぶと、彼はまるで切腹を命じられた武士のように覚悟を決めた顔をした。

　光はまっすぐに兼城を見つめ、大きく息をした。

「好きじゃないって言ったのは噓だ。噓を言って悪かった」

　頭を下げると、兼城はパチパチと瞬まばたきをした。

「それは、つまり……、光は、俺を好きってことやな？」

「……そうだ」

　どうにかこうにか頷いてみせる。心臓がうるさいほど鳴っているのがわかった。そういえば今まで、自分から誰だれかに好きだと告げたことはない。これが初めての告白だ。

　光……！　と感激したように呼んだ兼城に、意を決して己の往生際ぎわの悪さを白状する。

「おまえのことが好きだって認めたくなくて、気のせいだって無む理り矢や理り自分の気持ちをごまかした。おまえは僕を凄すごく立派な人間だと思ってるみたいだけど、そうじゃない。この程度の卑怯な奴やつだ。それでもいいのか？」

「ええに決まってるやろ。だいたい、ほんまに卑怯な奴は謝ったりせんし、自分を卑怯やなんて言うたりせん」

　見つめてくる兼城の眼まな差ざしが蕩けるように甘くて、光はうつむいた。

　恥はずかしい。いたたまれない。逃にげ出してしまいたい。

　今まで付き合った女性といても、こんな気持ちにはならなかった。

　光、とまた甘い声で呼ばれて腕を引かれる。咄とつ嗟さに振り払はらってしまったが、またつかまえられた。

「なんで逃げるんや。光も俺を好きなんやろ」

　どこかからかうような物言いに、顔どころか耳や首筋まで真っ赤になっているのを自覚しながら、光は怒ど鳴なった。

「恥ずかしいからに決まってるだろう！」

　一いつ瞬しゆん、兼城の動きが止まった。

　刹せつ那な、抗あらがう間もなく強い力で腕を引かれ、兼城のたくましい胸に倒たおれ込む。

　ぎゅうと力いっぱい抱きしめられた拍ひよう子しに、腿ももに硬かたいものがあたった。

「ちょ、おまえ、なんで勃たってるんだ……！」

「光がめちゃめちゃカワイイからに決まってる」

「はあ？　僕はかわいくなんかない！」

　言い返すと、兼城は上半身をわずかに離はなしてこちらを覗き込んできた。

　きつく抱きしめられているので逃げ場がない。仕方なく、だらしなく緩ゆるんだ精悍な面おも立だちをにらみつける。

　それが逆効果だったようで、腿にあたっているものがますます存在を主張した。

「バカ、大きくすんな！」

　わめいたのは、鳥越に触さわられて生じた嫌けん悪お感かんを、今は全く感じない自分が猛もう烈れつに恥ずかしかったせいだ。嫌悪感どころか、体が芯しんから熱くなる。

　男のアレを押し付けられてるのに、なんだこれは。

　僕は相当兼城が好きってことじゃないか。

　ここ数日、兼城のことばかり考えていた。胸が熱いのも痛いのも重いのも、全部兼城が原因だった。銭湯でキスをされたときに、本当は答えが出ていたのだ。あのときも、嫌悪は全く感じなかった。むしろひどく気持ちよくて、もっと触ってほしいとまで思った。

　兼城は少しも悪びれる様子もなく、むしろ自じ慢まんするように言う。

「光が俺のこと好きて言うてくれて、今まで見たことない超ちよう絶ぜつカワイイ顔してんのに、小さいままの方がおかしいやろう」

「そんなことで威い張ばるな。……わかった。抜ぬいてやるから、風ふ呂ろ場ばへ」

　行こう、という言葉を発する前に、物凄い力で抱かかえ上げられた。いわゆる姫ひめ抱だっこというやつだ。少しもふらつくことなく立ち上がった兼城は、そのまま猛烈な勢いでダッシュする。

「ちょ、どこ行くんだ！」

「ベッドに決まってる！」










　あれよあれよという間に連れ込まれた寝しん室しつは、リビングと同じく広かった。

　その広い寝室に置かれていたのは、キングサイズのベッドだ。

　兼城は抱だき上げたときの強ごう引いんさとは裏腹に、そっと光をベッドに下ろした。が、次の瞬しゆん間かんには飢うえた獣けもののように荒あら々あらしくのしかかってくる。

　やはり嫌悪感はなかった。むしろ余よ裕ゆうのない仕草が嬉しいと思ってしまう。

　しかし恥ずかしいのも事実で、光は兼城の下で身をよじった。

「ん、ちょ、兼城……！」

　首筋や鎖さ骨こつに忙せわしなく口づけてくる男を呼ぶ。

「おまえ、初めてなんだろ……。大だい丈じよう夫ぶなのか……？」

「大丈夫。シミュレーションはバッチリ、や」

　やけに自信満々の答えが兼城らしくて、少し笑ってしまう。

　すると兼城はムッとしたように尋たずねてきた。

「何や、不満か？」

「いや……。おまえこそ、僕は初めてじゃないけど、平気か」

「俺は過去は気にせん。今、光が俺のことを好きなんやから、そんで充じゆう分ぶんや」

　見み栄えや虚きよ勢せいの類たぐいが一いつ切さい感じられないまっすぐな物言いに、胸の辺りがムズムズする。

　ああ、やばい、凄くかっこいい。

　兼城がかっこいいせいで、恥ずかしさが倍増する。

「なあ、今日、あちこち行って……、汗あせ、かいたんだけど……、シャワーとか」

「そんなんいらん。どうせ、いっぱい汗かくんや」

　うなるような答えが返ってくる。兼城の言う通り、光の肌はだは既すでにうっすらと汗ばんでいた。兼城の熱い吐と息いきと体にあてられたかのようだ。

　シャツの前を開いた手が胸や腹を這はいまわる。

　指先が乳ち首くびをかすめて、びく、と肩かたを揺ゆらしてしまった。

　それに気を良くしたらしく、兼城の指が乳首をつまむ。間を置かずにきつく揉もまれた途と端たん、むずがゆいような、痛いような快感がそこに生まれた。

「いっ……、あ、兼城っ……」

「光……、光」

　熱っぽく掠かすれた声で呼んだ唇くちびるが、弄いじられていない方の乳首に吸いつく。

　容よう赦しやなく舐なめまわされ、びくびくと上半身が跳はねた。

　なんだこれ、凄く気持ちいい。

　自然と漏もれそうになった声を、唇を嚙かみしめることで封ふうじる。それでも足りなくて、咄嗟に口を手で押さえた。

　光、とくぐもった声が呼ぶ。

「声、我が慢まんすんな……。聞かせろ」　>>>♥

　口を押さえたまま首を横に振ふると、両の手首をぐいとつかまれ、シーツに押しつけられた。

「や、放せ」

　咄嗟にあげた抗こう議ぎの声は、兼城の唇に奪うばわれた。難なく入ってきた舌が、感じるところも、そうでないところも、余さず情熱的に愛あい撫ぶする。互たがいの唾だ液えきがまじり合い、ちゅ、ちゅく、と唇のわずかな隙すき間まから淫いん靡びな水音が漏れ出た。

「んっ……、ぅん」

　息を継つぐ間もないほどの激しい口づけに目眩めまいがする。

　でもやっぱり気持ちいい。嫌いやだなんて少しも思わない。

　僕は本当にバカだった。兼城への気持ちはごまかせるものじゃなかったのに。

　自らも舌を動かして口づけに応こたえるうちに、いつのまにか両手から力が抜けていた。

　それを待っていたかのように、兼城は光の手首を解放した。かわりに光の体に再び手を伸のばす。

　胸から腹をつたった大きな掌てのひらは、いとも簡単にズボンにたどり着いた。ベルトをはずすのに若じやつ干かん手間取っているのがわかったが、濃のう厚こうなキスに気をとられているうちに抜き取られてしまう。間を置かずにチャックを勢いよく引き下ろされ、さすがに少し慌あわてた。そこにある己おのれの性器が反応しかけていたからだ。

　しかし制止する間もなく、下着をかいくぐった兼城の手が直接それを握にぎりしめる。

「んんっ……！」

　自分でも驚おどろくほど強い快感が生まれて、咄とつ嗟さに首を横に振る。

　ようやく兼城の唇が離れ、甘い声があふれ出した。

「は、あぁ……、けん、じょ……、や……！」

「光、光、気持ちええか？」

　初めてだからか、興奮しているからか。手加減なしで愛撫しながら尋ねてくる兼城に、答えることはできなかった。かわりに、あ、あ、と感じたままの声が漏れる。今し方までの激しいキスのせいで息が整わず、口を閉じることができない。

「や、そんな……、さわ、あ、さわる、な」

「気持ち悪いか？」

「バカ、ちが、ちがう、あぁ、ん」

　兼城の手に捕とらえられたものは、既に充分高ぶっていた。先せん端たんからとろとろと蜜みつがあふれている。それが幹に滴したたり落ち、兼城の手が動く度たびに耳を塞ふさぎたくなるような淫靡な音をたてる。

　こんなになっているのに、気持ち悪いわけがない。

　兼城の指や掌の動きがこれ以上ないくらい熱心なせいだろう、自じ慰いの何倍も感じてしまう。いつもより限界がくるのが早い。

「は、あ……、も、だめ、だめだ」

　兼城の腕うでをつかんで訴うつたえると、ちゅ、と目め許もとにキスをされた。続けて額や鼻の頭にキスの雨が降ってくる。

「かわいいな、光」

「バカ、何言って、あ、あっ……！」

　強く促うながされ、光は極きわまった。己の腹に欲の証あかしが飛び散る。その感かん触しよくで快感が増ぞう幅ふくされ、背が弓なりに反り返る。

　やがて体のどこにも力が入らなくなり、光はシーツに四し肢しを投げ出した。

　こんなに気持ちいいの、初めてかも……。

　全身が甘く痺しびれているのを感じつつ荒あらい息を吐はいていると、ゴク、とあからさまに唾つばを飲み込む音が聞こえてきた。

　閉じていた目を薄うすく開いた途端、上気した精せい悍かんな面おも立だちが視界に飛び込んでくる。

　苦しげに寄せられた眉まゆと、あからさまな情欲を映した目に、一部始終を見られていたと悟さとって、薄れていた羞しゆう恥ちが一気に甦よみがえった。

　しかも兼城は、上も下も服を着たままだ。対して光はシャツの前もズボンの前も開かれ、下着も脚あしの付け根の辺りまでずり落ちている。

　ただでさえ熱くなっていた体が、更さらに火ほ照てった。

　僕だけいいようにされるなんてごめんだ。

　呼吸はまだ整っていなかったが、兼城に手を伸ばす。

「光……？」

「抜ぬいてやるって、言っただろ……」

「え、や、けど」

「いいから、おとなしくしてろ」

　兼城が腰こしを引く前に、ズボンに手をかける。

　震ふるえる手を懸けん命めいに動かして前を暴あばくと、劣れつ情じようが下着を押し上げているのがはっきりとわかった。思い切って一気に下着を引き下ろす。

　すると、想像していた以上に大きく育ったものが露あらわになった。

　触さわっていないにもかかわらずかなり限界に近いらしく、兼城が低くうめく。

「おまえ、よく我慢してたな……」

　羞恥よりも感心が上まわって思わずつぶやく。

　すると兼城は荒い息を吐きながらも、威い張ばる口調で言った。

「光より先に、いくわけにはいかんからな」

「けど、もういっぱいいっぱいだろ」

　言って、内心では恐おそる恐る、しかしそれを隠かくすために実際にはやや乱暴に、高ぶった兼城を握る。刹せつ那な、兼城は呆あつ気けなく達した。勢いよく[image: ]ほとばしったものが光の腹や胸だけでなく、顎あごにまで飛んでくる。

　想定していなかった事態に呆ぼう然ぜんとしていると、悪い、と兼城が慌てたように謝った。

「我慢、できんかった……」

　は、は、と荒い息を吐く兼城のくっきりと浮ういた喉のど仏ぼとけの脇わきを、つ、と汗が流れた。

　それがなぜかひどく男っぽく、同時に色っぽく見えて、光は浅く息をした。かつてないほど興奮している自分を感じる。その証しよう拠こに、先ほど達したばかりの性器に再び熱が凝こり出した。

　兼城のそれもまた高ぶったままだ。光、と掠れた声で呼んだ兼城の指先が、光の顎についた彼の精液を拭ぬぐう。

「最後まで、したいんやけど……、しても、ええか？」

「……やり方は、わかってるんだろうな」

「もちろん。今日まで何回も、シミュレーションしたから」

　また威張った口調で言った兼城に、照れくさいような、それでいてあきれたような気持ちになって、光はぶっきらぼうに尋たずねた。

「誰だれかと、練習しなかったのか」

「そんなん、するわけないやろ。光としかしたないし、光でしか勃たたへん」

　兼城はきっぱりと言い切る。

　ああ、そうか、と思う。何がどう、ああ、そうか、なのか自分でもよくわからなかったが、このかつてない強い情欲を、ただ満たせばいいわけではないことは、はっきりとわかった。

　他ほかの誰でもなく、僕は兼城に満たされたい。

「じゃあ、してくれ」

　囁ささやいた声は、自分でも驚くほど扇せん情じよう的に濡ぬれていた。

　兼城は大きく目を見開いた後、スイッチを入れられた機械のように、いきなり光のズボンを乱暴につかんだ。そして下着ごと一気に引きずり下ろして脱ぬがせ、放り投げる。

　ズボンがベッドに落ちる音を聞いたときには、両脚を強い力で抱かかえ上げられていた。腹や胸に散っていた兼城の欲の証を、彼自身の指が拭う。かと思うと、露わになった後ろに押し込まれた。

「っ！　ん、く、バカ、もっと、ゆっくり……！」

　指一本だけだというのに凄すさまじい異物感で、光はきつく眉を寄せた。

　ごめんと謝りながらも、兼城の指の動きは止まらない。光の中を少しでも早く味わいたいのだと言わんばかりに、何度も容よう赦しやなく抜き差しする。

　長く骨っぽい指が、自分ですら触ふれたことのない場所に出入りする感触に耐たえかねて、光は首を激しく横に振った。

「だめ、だって、けんじょ……」

「けど、柔やわらかなってきてる。それに、めっちゃ熱い」

　兼城の言う通りだった。最初は指を拒こばんでいた内側だったが、一本なら楽に出入りできるようになってきている。

　そのことに気付いたらしく、兼城はもう一本指を足した。

「やっ……！」

「ごめん、光……、もうちょっとやから、力抜いてくれ」

　そう言われても、ひどい圧あつ迫ぱく感かんと異物感のせいでどうしても力が入ってしまう。

　意識して深く息をしていると、兼城の指が中でわずかに曲がった。

　刹那、目から火花が散るような強きよう烈れつな快感が生じる。

「あぁ……！」

　止める間もなく、唇くちびるから艶なまめいた嬌きよう声せいが飛び出した。同時に、兼城に抱え上げられていた脚が跳はね上がる。

　なんだこれ。こんな快感は知らない。

　戸と惑まどっている間に、一度止まった指の動きが再開された。先ほど押した場所を集中的に擦こすってくる。

「ここ、気持ちええんやな？」

「やっ、そこ、だめ、だ、あうっ……！」

　兼城の愛あい撫ぶに合わせて腰が淫みだらに揺ゆれ動いた。内部が激しく収縮し、兼城の指を奥へと誘さそう。反り返った劣情が己おのれの腹に幾いく度ども擦りつけられ、欲望の蜜を滴したたらせる。これが自分の声かと疑いたくなるような、色めいた声がひっきりなしに漏もれた。涙なみだがぽろぽろとこぼれ落ちる。

　どれも己の意志では止められない。

「あっ、あっ、ん、も、やぁ、けん、じょ」

　快感は恐ろしいほど強いのに達することができなくて、光は悶もだえながらすすり泣いた。

「光……！」

　切羽つまった声で呼ばれたかと思うと、内部を思う様かきまわしていた三本の指がまとめて引き抜かれた。ああ、と堪こらえきれずに嬌声をあげる。次の瞬しゆん間かん、蕩とろけて解ほぐれたその場所に灼しやく熱ねつの塊かたまりがあてがわれた。

　兼城のだ。

　今にも擦すり切れそうな理性が認にん識しきすると同時に、兼城は強い力で中に押し入ってきた。

「は、はぁ、あぁっ……！」

　力を入れて拒む間すらなく、一気に奥深くまで貫つらぬかれる。

　あまりの衝しよう撃げきに顎が上がり、息がつまった。

　そこが裂さけるのではないかと思うほど痛い。折り畳たたまれた体勢も手伝って、内臓を全すべて押し上げられているようで苦しい。太くて硬かたいものを受け入れた腹の中は焼け焦こげそうだ。

「大だい丈じよう夫ぶか……？」

　掠かすれた声で問われてぼんやり視線を上げると、そこには兼城の精悍な面立ちがあった。

　鋭するどいラインを描えがく頰ほおは上気し、汗あせに濡れている。こちらを見下ろす闇やみ色の瞳ひとみには、燃えるような情欲とはち切れそうな歓かん喜きと、揺るぎない愛情が等分に映し出されていた。

　凄すごく気持ちよさそう……。

　そう思うと、胸の奥が痺しびれるように熱くなった。

　ひっきりなしに荒あらい息を吐はいていた唇が、自然と笑えみを形作る。

　目を眇すがめた兼城が、く、と喉のどを鳴らした。直線的な眉まゆがきつく寄せられる。

「……光、すまん、動くぞ」

　言うなり、兼城は腰を引いた。蕩けきった内ない壁へきを擦られ、感じたままの嬌声が出る。かと思うと再び強い力で奥深くまで押し入られ、宙に浮いた足先が跳ねた。また引かれ、すぐに勢いよく貫かれる。

　灼熱の塊でくり返し突つかれ、擦られ、気持ちがいいのか、そうでないのかすらわからない。兼城の激しい息いき遣づかいと、己の口からあふれる淫らな嬌声、そしてつながった場所がたてる卑ひ猥わいな水音に聴ちよう覚かくをも侵おかされる。

　やがて兼城は次し第だいに激しくなる律動に合わせ、蜜みつを滴らせている光の性器を扱しごいた。

　覚えのある明らかな快感と、内側から与あたえられる初めての感覚に翻ほん弄ろうされ、声を我が慢まんすることができない。

「あ、あぁ、んっ……！　やっ、ぁん」

「光、光、好き、好きや……！」

　熱烈な告白が聞こえた瞬間、兼城が達した。　>>>♥

　熱いものに中を満たされる感覚は、えも言われぬ充じゆう足そく感と快感を与えてくれる。

　そして気が付いたときには、光も欲を放っていた。

「ん、ああ……！」

　体がつながった状態で味わう初めての絶頂は、全身がどろどろに溶とけてしまうのではないかと怖こわくなるほど濃のう厚こうだった。

　くたりと力を抜ぬいた体の上に、兼城が倒たおれ込んでくる。

　汗に濡れた熱い体は重かったけれど、その重さが心地ここち好よい。

「めっ……ちゃめちゃ、よかった……」

　熱いため息と共に、兼城がしみじみとつぶやく。

　実感がこもった物言いに、光は思わず笑ってしまった。

「なんで、笑うんや……。光は？　気持ちよかったか……？」

　うんと素す直なおに頷うなずいたのは、強烈な快感の余よ韻いんに浸ひたっていたからかもしれない。

「凄く、よかった……」

　うっとりつぶやいた途と端たん、体内に入ったままだった兼城の劣れつ情じようが力を取り戻もどすのがわかった。あからさまな変化に、あ、と掠れた声を漏らしてしまう。

「お、まえ、また……！」

「光が、エロすぎるからや……。もう一回、さしてくれ」

　うなるように言った兼城は、光の脚あしを抱え直した。

「さしてくれって、もう」

　やってるじゃないか、という声は掠れた嬌声に変わる。

　しかし少しも嫌いやではなかったので、光は兼城の首筋に腕うでをまわして愛いとしい男の情欲を受け入れた。

　ああ、僕は兼城が凄く好きだ。







エピローグ







　しとしとと降り続いていた雨に促うながされ、二日前に梅雨つゆ入りが宣言された。

　しかし頭上には見事な青空が広がっている。

　その晴れた空の下には、十数人の桃栗市民が集つどっていた。

「お弁当、全員もらっていただけましたか？　もらってない方はいらっしゃいませんか」

　光が声をかけると、もらいました、大丈夫でーす、と答えが返ってくる。エキストラとして集められた彼らは、皆みな着物姿だ。大正時代の服装である。

　場所は桃栗焼の展示が行われていた倉庫の駐ちゆう車しや場じようだ。エキストラが腰こしを下ろしているのは、設営されたテントの下である。

　すぐ隣となりには撮さつ影えい機材を運んできたトラックと、俳優の控ひかえ室しつにもなっているバンが停とまっていた。倉庫の中では、既すでに撮影が始まっているはずだ。

　井村に聞いてはいたものの、ドラマの撮影というのは待ち時間が長い。映るのは一いつ瞬しゆんでも、出る方は何時間も待機しなくてはいけないことがある。エキストラの人たちが待ち時間も快適にすごせるように気を配るのは、ロケーション係の仕事だ。

　今日は幸い気温も湿しつ度どもそれほど高くない。外にいても快適で、すごしやすいので助かった。

　ちなみに井村は打ち合わせのために倉庫の中にいるが、鳥越はいない。光を料りよう亭ていで襲おそおうとした一件の後、制作担当をはずされたらしく、次にやってきたのは別の人物だった。表おもて沙ざ汰たにはならなかったものの、社長自ら桃栗へやってきて詫わびを入れてきたのは、兼城の名前がちらついていたからだろう。どうやら兼城の兄、種康がスポンサー企き業ぎようの大株主だったようだ。

　なんか兼城家の権力を使ったみたいで釈しやく然ぜんとしない部分もあるけど、やっちゃいけないことをやったのは鳥越さんの方だからな……。

　光は各おの々おのが弁当を食べ始めたのを確認した。その中には平日の撮影のために有給をとったという畑野と篠田、そしてこちらは業務命令で来ている高崎もいる。

　高崎に兼城と付き合うことになったと報告すると、やっとくっついたか、と盛せい大だいにため息をつかれた。どうやら高崎は、とっくに光の気持ちに気付いていたらしい。いわく、チカにずっとストーキ……、見守られてたてわかっても、銭湯でいろいろあった後も、チカのこと嫌きらいやないて言うたやろ。普ふ通つうは嫌いになるで。しかもチカのことベタ褒ぼめしてたし、傍はたから見てたらただの悪あがきやったぞ。ほんま、思てたより往生際ぎわが悪うておもろ……、心配したわ。

　高崎が「おもろい」と言おうとしたのがわかって、光は頰をひきつらせた。やはり高崎はいい性格をしている。

　篠田には、よかったな、とだけ言われた。畑野は彼の横でニコニコと笑っていた。

「光！」

　呼ばれて振ふり返ると、車を降りた兼城が走ってくるところだった。

　その後ろから、がっしりとした体格を着物に包んだ初老の男が歩いてくる。更さらに後ろには左門が付き従っていた。

　彼らを目にしたエキストラの半数近くが一いつ斉せいに立ち上がる。なぜか、ビリ、と緊きん張ちようが走った。

「会いたかったぞ、光！」

　その緊張をぶち壊こわす勢いで抱だきつこうとした兼城を、ぐいと押し戻す。

「公共の場でそういうことをするのはやめろって言っただろ」

　うんと頷いたものの、兼城は懲こりずに光を抱きしめようとしてくる。

　噓うそをついて悪かったと謝って、好きだと告げて、濃厚なセックスをしてから二十日ほどが経たった。兼城の浮うかれ具合は相当なものだ。あっちに行っては俺の嫁よめ、こっちに行っては俺の嫁と紹しよう介かいするので、いちいち口を塞ふさぐのが大変だった。

　それにやたらとセックスをしたがるのにも参った。ただ、光の体のことはちゃんと考えてくれているらしく、最後までしたのはまだほんの数回だ。しかし、ちょっと触さわるだけやから、ちょっと舐なめるだけやから、とどこのエロ親父おやじかというセリフを吐きながら迫せまってくる。もっとも、光もやぶさかではないので、二回に一度は応じてしまうのだが。

　まあ、それだけ僕のことを好きでいてくれるのは嬉うれしいし……。

　離はなれろ、嫌や、と押し問答をくり返していると、のしのしと歩いてきた老人が、種親、と呼んだ。腹に響ひびく低く太い声だ。

「離れなさい」

「えー」

「えーやない。離れなさい」

　渋しぶ々しぶながらも兼城が光から離れたのを確かく認にんした彼は、先ほどから直立不動になっているエキストラたちに鷹おう揚ように頷いてみせた。

「食事中に邪じや魔ましてすまん。わしのことは気にせんと、座って食べてくれ」

　立っていた人たちは顔を見合わせた後、ペコリと老人に頭を下げて腰を下ろした。ご隠いん居きよ様、という囁ささやきが漏もれ聞こえてくる。

　この人、兼城のお祖父じいさんだ。

　小学生の頃ころに見た姿よりも老ふけているが、間ま違ちがいない。

　光は一歩前に出て頭を下げた。

「はじめまして。広報課ロケーション係の宮成光と申します」

　左門を後ろに控ひかえさせた兼城の祖父は、うむと頷いた。

「わしは兼城種たね重しげや。孫がいろいろと世話をかけてるようで、申し訳ない」

「いえ、そんな。私の方こそお世話になってます」

　うむ、とまた兼城の祖父は頷うなずく。

　光の少し後ろにいる兼城は何も感じていないようだが、物もの凄すごい迫はく力りよくだ。気が弱い人だったら、一いつ緒しよの空間にいるだけでも耐たえられないのではないか。

　それにしても兼城のお祖父さん、なんでここへ来たんだろう。

　光と兼城が恋こい人びとになったことを、兼城の祖父は知っているらしい。数日前、祖父様に報告しといたから、と軽く言われて、驚おどろくと同時に若じやつ干かん不安になった。

　いくら仕事が忙いそがしくても、時間を見つけてちゃんと挨あい拶さつに行っておくべきだったか。

　まさか、兼城と別れてくれって言われるんじゃないだろうな……。

　若様、と年配の男性に呼ばれてエキストラの方へ行ってしまった兼城を放置し、兼城の祖父は真ま面じ目めな顔で口を開いた。

「種継公の弟の種たね盛もりは、種継公の右腕と言われておった有能な人物や。種盛の助けなしに、種継公の事業は成功せんかったやろう」

　はい、と光はとりあえず返事をした。その辺りのことは市史で読んだので知っている。

　うむ、と兼城の祖父は満足げに頷いて続けた。

「桃栗の市立美術館には、兼城種たね明あきの絵画が数多く所蔵されておる。種明のことは知っているか？」

「はい、明治から大正にかけて活かつ躍やくした洋画家ですよね。種継公の孫にあたられる方だと記き憶おくしています」

　兼城種明は、日本だけでなく海外でも知られた画家だ。桃栗市立美術館が盛せい況きようである理由のひとつに、彼の作品を多く所蔵していることがあげられる。

　兼城の祖父はやはり満足げに目を細めた。

「その通りや。兼城種たね道みちは知ってるか」

「種重さんのお父上の弟さんですよね。兼城……、種親君にとっては大おお叔お父じです。建築家でいらっしゃった。桃栗にある建物だけじゃなくて、海外でもたくさんの建築デザインに関かかわっておられたと聞いています」

　そうや、と兼城の祖父は深く頷いた。

「今わしが言うたご先祖様は皆、結けつ婚こんしておらん。そのかわり、苦楽を共にした念者がおった。兼城家には、突とつ出しゆつした才能を持った衆道の者が生まれてくることがある」

　念者、衆道という言葉を理解するのに、少し時間がかかった。確か時代小説で見た言葉だ。衆道は男色のこと。念者は男色関係にある相手を呼ぶ言葉だった気がする。

　つまり、兼城の祖先には何人かゲイがいたということだ。

　兼城の祖父は厳いかめしい口調で続ける。

「そういうわけやから男女にはこだわらんが、相手の人間性に問題があったら認めることはできん。けど、皆にいろいろ話を聞いてな。君なら安心やと思た。宮成君」

「は、はい」

　ふいに改まったように呼ばれて、ビク、と体が強こわ張ばる。

　すると兼城の祖父は何を思ったのか、光に向かって頭を下げた。

「いろいろと至らんとこもあるやろうが、種親のこと、末永なごうよろしく頼たのむ」

「え……？」

　エキストラの中の年配の人たち、そして左門が固かた唾ずをのんでこちらを見ているのがわかった。

　若い人たちの中にも、息をつめている人がいる。篠田と畑野がそうだ。

　高崎は我われ関せずというように黙もく々もくと弁当を食べている。

　事情を知らない人は、ただならぬ空気に興きよう味み津しん々しんのようだ。

　肝かん心じんの兼城はといえば、目をキラキラさせて成り行きを見守っている。

　兼城の祖父がいつまで経っても頭を上げないので、光は慌あわてた。

「あの、頭を上げていただけませんか。私にそんな風にされる必要はないので」

「さっきの返事を聞いておらん」

「え？　ああ、はい。こちらこそ、よろしくお願いします」

　焦あせって頭を下げると、おお、と声があがった。

「光！」

　喜色満面で叫さけんだ兼城が駆かけ寄ってくる。

　かと思うと、ぶつかる勢いで抱きしめられた。

「ちょ、兼城！　離せ、仕事中だぞ！」

「ええやないか、ちょっとぐらい！　なあ祖父様、俺が言うてた通り、光はきれいでカッコエエやろ」

　光にぐいぐいと顎あごを押されつつも、兼城は晴れやかな笑えみを祖父に向ける。

「確かにそうやな。しかしいくら初恋が実ったいうても、おまえのその態度は感心せん。光君は仕事中や、離れなさい」

　あ、宮成君が光君になった。

　で、左門さんは泣いてるのか……。

　きっと光の知らないところで、いろいろな苦労があったのだろう。

　ひっそりと目め許もとを拭ぬぐう老臣に、あきれなのか同情なのか感謝なのか、よくわからない感情が湧わいたそのとき、倉庫から井村が顔を出した。兼城と兼城の祖父に気付いて、慌てたように会え釈しやくをした後、宮成君、と呼ぶ。

「ちょっとこっちに来てくれるか」

「あ、はい。ほら、兼城、離せ」

　軽く肩かた口ぐちを叩たたくと、兼城は渋々ながらも体を離す。

　不満の表情を目まの当たりにして湧き上がってきた愛いとしさを抑おさえきれず、光は笑った。

「後でな」

　光の笑顔に安あん堵どしたのか、兼城も満面に笑みを浮うかべる。

「ああ、後で！」

　失礼します、と兼城の祖父に頭を下げ、光はスタッフに駆け寄った。しかし背後から、ご隠居様が光様に、光様が、光様は、と話す声が聞こえてきて、つんのめりそうになる。

　光様ってなんだよ！

　どうやら兼城の祖父に認められたことで、正式に兼城の「嫁よめ」だと認識されたようだ。

　一ひと際きわ熱い兼城の視線を背中に感じつつ、様付けはやめてくれと抗こう議ぎしようと決めた。

　嫁っていう言い方は不本意だし不満もあるけど、その通りでもあるから、認めないこともない。


【終わり】


















若様のおねだり







「お待たせ、光」

　光の目の前に置かれたのは、できたてのオムライスだった。ほくほくと湯気をたてるそれには、ケチャップで大きなハートマークが描えがかれている。ランチョンマットの上には、オムライスの他ほかにグリーンサラダが出されていて、黄、赤、緑のコントラストが見た目にも美しい。現金な腹がきゅるると音をたてる。

　その音が聞こえたらしく、エプロンをはずして正面に腰こしかけた兼城は嬉うれしそうに笑った。

「俺の愛がたっぷりつまってるから旨うまいぞ。さあ、どうぞ召めし上がれ」

　光は赤面しつつも手を合わせた。

「言われなくても食べる。──いただきます」

　合がつ掌しようした口調がひどくぶっきらぼうになってしまったのは、今が午前十一時三十分をすぎたところだからだ。

　つい三十分前まで、光は大きなベッドで眠ねむりこけていた。昨夜、夜半頃ごろまで兼城に執しつ拗ように抱だかれて疲ひ労ろう困こん憊ぱいだったのだ。

　僕も兼城と久しぶりにセックスできて嬉しかったけど、いくらなんでもやりすぎだ。

　一週間ほど前にドラマの撮さつ影えいが終わった。諸もろ々もろの事後処理を終えて迎むかえたのが昨日──金曜日だ。市役所まで迎えにきた兼城は、ほとんど搔かっ攫さらうようにして光をマンションに連れ帰った。簡単な夕食を済ませた後、すぐに寝しん室しつへなだれ込んだ。

　撮影の間、兼城は光の体を思いやって最後までしなかった。相当我が慢まんしていたらしく、セックスは一ひと際きわ濃のう厚こうだった。信じられないほど気持ちがよくて、よすぎて辛つらくて、すすり泣きながらもう嫌いやだ、やめろと訴うつたえた。無む駄だに運動神経が良い上に勘かんも鋭するどい兼城は、物もの凄すごい勢いでセックスが上手うまくなっている。

　そして料理も上手い。恋こい人びととして付き合って約四ヶ月。夜を共にした翌日には必ず手作りの料理を振ふる舞まわれたが、一度も不味まずかったことがない。「ちゃんとした大人」は料理もできなくてはならないと思っていたそうで、中学くらいから挑ちよう戦せんするようになったという。

　このオムライスも、旨いに決まってる。

　光は精せい一いつ杯ぱい不ふ機き嫌げんな顔でオムライスを頰ほお張ばった。ベーコンとタマネギが入っている。あっさりめの味つけだ。好みの味に、自然と頰が緩ゆるむ。

「どうや、旨いか？」

　兼城の問いかけに、噓うそでも不味いとは到とう底てい言えなくて、ん、と頷うなずく。

「旨い」

「よかった」

　精せい悍かんな面おも立だちにさも幸せそうな笑えみを浮かべた兼城を、光はじろりとにらんだ。

「今度やめろって言ってんのにやめなかったら、セックス禁止するからな」

「え、そらないやろ。光、確かにやめろて何回も言うてたけど、同じぐらい、もっとしてて言うてたやないか」

　からかうのではなく真顔で言われて、光は言葉につまった。みるみるうちに顔に血が上る。

　そんなことは言ってない、と否定できなかったのは、行こう為いをねだったのが事実だったからだ。

「とろとろになったエロい顔で、めちゃめちゃエロい声で、エロすぎる色っぽい体で、もっとて言われたら止められるわけないやろ」

「食べてるときにエロエロ言うな！」

　ごめんと謝った兼城だったが、その頰はだらしなく緩んでいた。どうやら昨夜の情事を脳内再生しているらしい。

　恥はずかしくてたまらなくて、けれどやに下がっている兼城のことは少しも嫌ではなくて、光はやはり無言でオムライスを頰張った。

　両りよう想おもいになってからというもの、兼城は以前にもまして光にでれでれになった。

　そういう兼城が愛いとしいとか嬉しいとか思うんだから、僕もでれでれだ……。

　また、兼城は桃栗の様々な産業支し援えんに以前にも増して精力的に取り組み始めた。ロケーション係の仕事も、相変わらずバックアップしてくれている。

　兼城には言っていないが、輪をかけて頼たより甲が斐いのある「殿との様さま」になってきた恋人に、惚ほれ直してしまうこともしばしばだ。

「なあ、光。そろそろ一いつ緒しよに暮らさへんか？」

　自作のオムライスを食べつつ提案した兼城に、嫌だ、と光は間かん髪はつをいれずに答えた。

　ええー、と兼城は情けない声をあげる。

「一緒に暮らしたらもっと会えるやないか。このマンションが気に入らんのやったら、前言うてたみたいに家建ててもええし」

「ここが嫌なわけじゃない。あと家は建てるな」

「そしたら俺が光のマンションに引っ越こす。それやったら問題ないやろ」

「却きやつ下か。おまえみたいなかさばる奴やつに、あの部屋は狭せますぎる」

「そしたらどうしたらええんや」

「だから一緒には暮らさないって言ってるだろ」

「せやからなんでや。ひょっとして恥ずかしいんか？」

　光は黙だまってオムライスを口に運んだ。当たらずとも遠からずである。

　兼城が同居の話を持ち出したのは、これが初めてではない。付き合い始めたばかりの頃ころにも一緒に暮らそうと言われた。そのときは単純に、まだ早いと思ったから断った。

　しかし今は、恥ずかしいのとは少し違ちがうものの、限りなく恥ずかしいに近い理由がある。

「なあ、せめて理由を言うてくれ」

　まっすぐに見つめてきた兼城から、光はふいと顔を背そむけた。

「……いろいろ、まずいんだよ」

「まずいて何がや」

　尋たずねてきた声はひどく優やさしい。

　昨夜、身も心も目の前にいる男にさらけ出したせいだろうか。

　その声に抗あらがえず、気が付けば口を割っていた。

「おまえにはちゃんとした大人になれって言ったけど、僕自身、全然ちゃんとしてない。引っ越して半年以上経たつのに、まだ開けてないダン箱がある。料理もあんまり得意じゃない。目覚まし時計を二個セットしないと一人じゃ起きられない。そういうのを見たら、おまえ、僕が嫌になるかもしれないだろ」

　半ばヤケクソで暴ばく露ろした次の瞬しゆん間かん、兼城が噴ふき出した。そのまま肩かたを震ふるわせて笑い出す。

「なんだよ、何笑ってんだ」

「ごめんごめん。せやかて光がめっちゃかわいいから」

「僕はかわいくない！」

「かわいいて。今言うてくれたこと、全部かわいい」

　笑いまじりに言った兼城は、テーブルの上に置いていた光の左手をぎゅっと握にぎった。

「ダン箱はそのまま置いといたってどうってことないやろ。料理は俺が作るから問題ない。あ、二人で一緒に作るんも楽しそうやな。朝は俺が起こしたげるから、目覚まし時計は必要ない。これで全部解決や」

「それは……、でも……」

　口ごもると、光、と優しく呼ばれた。そろそろとそらしていた視線を戻もどす。

　そこにあったのは、あふれんばかりの愛しさを湛たたえた漆しつ黒こくの瞳ひとみだ。

「俺かてまだ光に見せてへん間ま抜ぬけなとこ、いっぱいあるで。そういうのを見せ合おうて、ときどきはケンカもして仲直りして、一緒に歩いていこうや」

　ただ優しいだけではない。しっかりとした落ち着いた口調に、じんと胸の奥が熱く痺しびれる。

　くそ、めちゃめちゃかっこいいじゃないか……。

　一緒に暮らして、今まで知らなかった兼城を知ったら、ますます惚れてしまいそうだ。

「な、せやから一緒に暮らそう」

「……嫌だ」

「なんでやねん。今さっき気になることは解決したやろ」

「おまえがかっこいいから嫌だ」

　ぶっきらぼうに言うと、兼城はぽかんとした。が、すぐに盛せい大だいに笑み崩くずれる。かと思うと椅い子すを倒たおす勢いで席を立ち、こちらに駆かけ寄ってきた。

　何事かと驚おどろいている間に、強い力で肩を抱だき寄せられる。

「ちょ、兼城、食事中」

「光が想像してたより百万倍かわいいのが悪い」

「百万倍って……」

　耐たえかねたような物言いに、スプーンを持ったままあきれてつぶやく。

　兼城はぎゅうぎゅうと光を抱きしめてきた。

「なあ光、やっぱり一緒に暮らそう。俺はどんな光でも大好きやから大だい丈じよう夫ぶや」

「だから嫌だって言ってるだろ。さっさと自分の席に戻れ。行ぎよう儀ぎが悪い」

「光がうんて言うてくれるまでは戻らん」

「兼城、怒おこるぞ」

　可能な限りの不機嫌な声を出したというのに、恋人同士の甘いばかりのやりとりになってしまったのは、本気で怒っているわけではないせいだ。

　僕はもう少ししたら兼城と一緒に暮らすんだろうな、と光は思う。

　きっと、恥ずかしかったり不安だったりするのを通り越して、もっと兼城と一緒にいたくなる。

　──だめだ。かなりでれでれだ。


【終わり】









　あとがき







　お楽しみいただけましたでしょうか。

　お楽しみいただけたなら、幸いです。

　本書には、関西言葉、ワンコ攻せめ、オトコマエ受という、私にとっては平常運転の、しかし恐おそらくルビー文庫さんでは王道ではないであろうモエがぎゅっとつまっております。

　本文より先にあとがきを読んでくださっている方で、なおかつ私にはそういうモエはないわ、と思われた方。攻はワンコですが、男前な番犬です。若様（名家の息子むすこ）でもあります。受はタイトルの通り嫁よめになります。これらのモエで前述のモエをカバーしたつもりですので、どうぞお手にとってやってくださいませ。

　今回、ルビー文庫さんで書かせていただいて、自分がいかに三枚目的な思考をしているかを思い知らされました。基本はコメディだし、架か空くうの地方都市が舞ぶ台たいだし、ちょっとぐらい三の線でいっても大だい丈じよう夫ぶだよね！　と思っていたのですが、私の考える「ちょっとぐらい」は「ちょっと」ではなかったようで……。担当様に二の方向へと導いていただき、どうにかこうにか二・五枚目くらいに落ち着いた次し第だいです。

　三の線で思考してしまうのは、私がお笑い好きの関西人だからなのか。それとも、単に性格なのか。

　どちらにしても、執しつ筆ぴつは非常に楽しかったです。




　最後になりましたが、本書に携たずさわってくださった全すべての皆みな様さまに感謝申し上げます。

　編集部の皆様、ありがとうございました。特に担当様にはたいへんお世話になりました。いろいろとご面めん倒どうをおかけして申し訳ありませんでした。心よりお礼申し上げます。

　麻々原絵里依先生。お忙いそがしい中、挿さし絵えを引き受けてくださり、ありがとうございました。兼けん城じようを精せい悍かんな男前に、光ひかるを凜りんとした美青年に描かいていただけて、とても嬉うれしかったです。脇わき役やくたちもイメージ通りで至福でした。

　支えてくれた家族。いつもありがとう。

　そして、この本を手にとってくださった皆様。貴重なお時間を割さいて読んでくださり、ありがとうございました。もしよろしければ、ひとことだけでもご感想をちょうだいできると嬉しいです。

　それでは皆様、お元気で。





二〇一五年六月　久我有加　　
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